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建
仁
寺
両
足
院
所
蔵
聖
教
目
録
添
足
　一

田
口
　
幸
滋

禅
文
化
研
究
所
で
は
、
二
〇
一
七
年
か
ら
三
年
間
、
建
仁
寺
両
足
院
所
蔵
文
化
財
の
撮
影
・
調
査
を
行
っ
た
。
か
ね
て
よ

り
両
足
院
の
什
物
を
保
管
す
る
土
蔵
に
つ
い
て
は
老
朽
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
が
、
以
前
か
ら
当
院
の
文
化
財
の
整
理
を
す

す
め
て
い
た
片
山
真
理
子
氏
（
東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
附
属
古
美
術
研
究
施
設
非
常
勤
講
師
）
の
協
働
に
よ
り
、
二
〇
一
七

年
か
ら
三
年
を
目
処
に
改
修
・
修
復
工
事
を
行
う
こ
と
が
決
定
し
、
収
蔵
さ
れ
る
文
化
財
の
移
動
・
保
管
と
、
調
査
・
研
究

の
た
め
、
そ
の
う
ち
の
書
画
関
係
と
図
書
・
聖
教
類
が
、
花
園
大
学
歴
史
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
二
〇
一
八
年
一
月
十
一
・
十
七
・
二
十
五
日
、
二
月
七
・
二
十
一
・
二
十
八
日
、
三
月
八
日
、
五
月
三
十
日
、
九
月

三
日
に
、
寄
託
さ
れ
た
書
画
（
絵
画
百
七
点
、
書
跡
九
十
二
点
、
屏
風
七
点
）
お
よ
び
工
芸
品
三
点
（
展
覧
会
出
品
作
品
）
の

調
査
・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
撮
影
を
、
花
園
大
学
歴
史
博
物
館
と
の
共
同
調
査
と
い
う
か
た
ち
で
実
施
し
た
。
そ
の

後
、
主
要
禅
籍
に
つ
い
て
も
ア
ー
カ
イ
ブ
化
す
る
こ
と
と
な
り
、
稿
者
は
、
そ
の
主
要
禅
籍
の
写
真
撮
影
や
収
納
状
況
の
確

認
な
ど
の
た
め
、
二
〇
一
八
年
六
月
か
ら
関
与
し
、
書
函
全
体
の
簡
単
な
整
理
と
、
八
百
二
件
・
一
八
〇
一
点
の
撮
影
を

行
っ
た
。

こ
れ
ら
共
同
調
査
・
研
究
の
成
果
に
つ
い
て
は
、「
花
園
大
学
歴
史
博
物
館
開
館
二
十
周
年
記
念 

両
足
院
―
い
ま
開
か
れ



480

建仁寺両足院所蔵聖教目録添足　一 （田口 幸滋）

る
秘
蔵
資
料
―
」
展
を
二
〇
二
〇
年
四
月
か
ら
開
催
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
の
見
通

し
が
立
た
な
い
こ
と
を
鑑
み
、
現
在
、
会
期
等
調
整
中
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
特
に
学
術
的
・
文
化
的
価
値
が
高
い
と
評

価
さ
れ
る
資
料
に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
と
し
て
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
一
般
に
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

建
仁
寺
塔
頭
両
足
院
と
い
え
ば
、
中
国
の
宋
・
元
時
代
の
版
本
か
ら
、
抄
物
の
よ
う
な
古
写
本
な
ど
を
所
蔵
す
る
、「
建

仁
寺
の
学
問
づ
ら
」
を
代
表
す
る
学
者
垂
涎
の
的
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

近
代
以
降
の
両
足
院
の
図
書
・
聖
教
類
の
目
録
に
関
し
て
は
、
ま
ず
「
藏
書
目
録
：
明
治
二
拾
年
（
一
八
八
七
）
取
調
」

が
あ
る
。
こ
の
目
録
は
「
第
百
五
十
一
番
」
ま
で
と
、「
第
百
六
十
番
」（
最
終
丁
は
「
第
五
十
八
番
」
の
書
き
損
じ
を
使
用
）
か

ら
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
昭
和
法
寶
總
目
録
』
三
（『
大
正
新
脩
大
藏
経
』
別
巻
、
大
蔵
出
版
、
一
九
三
四
年
）
に
、「
七
二

　

建
仁
寺
兩
足
院
藏
書
目
録
」（
以
下
、「
昭
和
法
宝
総
目
録
本
」
と
称
す
る
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
目
録
は
「
第

百
五
十
九
番
」
ま
で
の
著
録
で
、
京
都
帝
国
大
学
蔵
本
の
翻
刻
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
も
の
が
両
足
院
に

も
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
目
録
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
「
第
四
十
四
番
」
か
ら
「
第
五
十
二
番
」
に
禅
僧
の
語
録
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
が
、
イ
ロ
ハ
順
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
分
類
・
整
理
さ
れ
た
印
象
を
う
け
る
。

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
蔵
書
目
録
（
以
下
、「
現
在
所
用
目
録
」
と
称
す
る
）
は
、
当
院
第
十
九
世
・
佐
賀
東
周
師
寂
後
の

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
ご
ろ
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
第
二
十
二
世
・
伊
藤
東
慎
師
の
「
瑞
渓
周
鳳
の

『
刻
楮
集
』
に
つ
い
て
」（『
禪
學
研
究
』
第
五
十
七
号
、
花
園
大
学
、
一
九
六
九
年
二
月
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
目

録
は
「
第
百
八
十
一
番
」
ま
で
の
著
録
と
な
っ
て
お
り
、
第
二
十
世
・
後
藤
東
㝔
師
以
降
の
住
職
に
よ
っ
て
色
々
な
情
報
が

書
き
込
ま
れ
な
が
ら
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

昭
和
法
宝
総
目
録
本
と
現
在
所
用
目
録
で
は
、
二
十
箱
ほ
ど
の
増
加
が
確
認
で
き
る
が
、
こ
こ
に
至
る
詳
し
い
経
緯
等
に
つ

い
て
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
番
号
の
付
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
、
現
在
は
二
百
に
お
よ
ぶ
木
箱
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
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近
年
の
両
足
院
図
書
・
聖
教
類
全
体
を
対
象
と
し
た
調
査
と
し
て
は
、
ま
ず
、
一
九
五
八
年
か
ら
慶
應
大
学
斯
道
文
庫
に

よ
る
調
査
と
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
撮
影
が
開
始
さ
れ
、
二
〇
〇
九
年
ま
で
の
成
果
に
つ
い
て
、「
慶
應
義
塾
大
学
附

属
研
究
所
斯
道
文
庫
撮
影
建
仁
寺
両
足
院
蔵
書
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
目
録
初
編
」（『
斯
道
文
庫
論
集
』 

第
四
十
五
輯
、
慶
應
義

塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
、
二
〇
一
〇
年
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
調
査
は
現
在
も
継
続
中
で
あ
る
。
二
〇
〇
六

年
に
は
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
国
語
学
国
文
学
研
究
室
等
に
よ
る
調
査
が
あ
り
、
そ
の
成
果
と
し
て
、
木
田
章
義
・

宮
紀
子
編
『
両
足
院
：
学
問
と
外
交
の
軌
跡
』（
平
成
十
八
年
度
・
東
方
学
会
関
西
部
会　

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
国
語

学
国
文
学
研
究
室
等
、
二
〇
〇
六
年
）
が
あ
る
。

ま
た
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で
の
七
年
間
、
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
京
都
国
立
博
物
館
学
芸
部
上

席
研
究
員
（
当
時
）
の
赤
尾
栄
慶
氏
が
研
究
代
表
を
つ
と
め
、
善
本
を
中
心
と
す
る
解
題
を
付
し
た
総
目
録
を
作
成
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
科
学
研
究
費
補
助
金
を
用
い
、
各
分
野
の
専
門
家
を
集
め
て
、
書
誌
学
的
項
目
と
内
容
に
関
す
る
悉
皆
調
査

（
課
題
番
号16320046

・19320055

）
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
研
究
成
果
報
告
書
「
建
仁
寺
両
足
院
所
蔵
聖
教
目
録
Ⅰ
～

Ⅲ
」（
以
下
、「
建
仁
寺
両
足
院
所
蔵
聖
教
目
録
Ⅰ
～
Ⅲ
」
と
称
す
る
）
と
い
う
、
詳
細
な
書
誌
学
的
事
項
を
収
録
し
た
三
冊
一

具
の
総
目
録
が
作
成
さ
れ
、
両
足
院
に
所
蔵
さ
れ
る
図
書
・
聖
教
類
の
全
貌
を
明
ら
か
に
し
た
。

今
回
、
奇
し
く
も
両
足
院
の
図
書
・
聖
教
類
の
全
容
を
概
観
す
る
と
い
う
機
会
に
与
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
建
仁
寺
両

足
院
所
蔵
聖
教
目
録
Ⅰ
～
Ⅲ
で
「
欠
」
あ
る
い
は
「
な
し
」
と
な
っ
て
い
た
、「
第
四
十
七
番
」・「
第
百
四
十
五
番
」・「
第

百
八
十
番
」、
そ
れ
と
別
置
さ
れ
て
い
た
若
干
の
未
紹
介
図
書
・
聖
教
類
が
確
認
で
き
た
。
そ
こ
で
、
然
る
べ
き
か
た
ち
を

以
て
そ
の
内
容
を
報
告
し
て
お
く
べ
き
と
考
え
、
建
仁
寺
両
足
院
所
蔵
聖
教
目
録
Ⅰ
～
Ⅲ
の
つ
け
足
し
と
い
う
か
た
ち
で
、

本
稿
を
草
し
た
次
第
で
あ
る
。
報
告
に
つ
い
て
は
二
回
に
分
け
、
今
回
は
ま
ず
「
第
百
八
十
番
」
と
別
置
さ
れ
て
い
た
も

の
、
次
に
「
第
四
十
七
番
」
と
「
第
百
四
十
五
番
」
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
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今
回
の
調
査
は
、「
第
百
八
十
番
」
函
を
二
〇
二
一
年
一
月
二
十
八
日
か
ら
二
月
一
日
に
、
別
置
本
を
二
〇
二
一
年
二

月
八
日
、
十
五
日
か
ら
十
八
日
、
三
月
八
日
か
ら
九
日
ま
で
、
花
園
大
学
内
に
お
い
て
行
っ
た
。
対
象
と
し
て
は
、「
第

百
八
十
番
」
の
二
箱
と
、
別
置
と
し
て
蔵
内
に
置
か
れ
て
い
た
も
の
を
収
納
し
た
大
型
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
・
全
八
箱
、
計
十

箱
を
対
象
に
行
い
、
そ
の
結
果
、
百
十
七
件
・
二
三
三
点
の
報
告
と
な
っ
た
。
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凡
例

一
、
本
目
録
は
、
建
仁
寺
両
足
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
図
書
・
聖
教
類
の
目
録
で
あ
る
。

一
、
内
容
は
、
別
置
本
を
中
心
と
し
た
、
百
十
七
件
・
二
三
三
点
で
あ
る
。

一
、
本
調
査
は
、
建
仁
寺
両
足
院
所
蔵
聖
教
目
録
Ⅰ
～
Ⅲ
を
底
本
と
し
て
使
用
し
、
現
在
所
用
目
録
を
参
照
す
る
か
た

ち
で
行
っ
た
。

一
、
目
録
掲
載
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
「
第
一
番
」
か
ら
「
第
百
八
十
一
番
」
ま
で
に
収
納
さ
れ
て
い
る
も
の
を
函
単
位

で
、
次
に
別
置
さ
れ
て
い
る
も
の
と
い
う
順
序
で
掲
げ
た
。
な
お
今
回
、
こ
れ
ま
で
未
紹
介
の
図
書
・
聖
教
類
若
干

の
調
査
を
行
っ
た
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
「
番
外
」
と
し
た
。

一
、
別
置
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
小
箱
や
包
紙
等
に
よ
っ
て
収
納
さ
れ
て
い
る
状
態
を
一
つ
の
「
ま
と
ま
り
」

と
と
ら
え
、
そ
の
「
ま
と
ま
り
」
単
位
（
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
表
記
）
で
掲
げ
て
、
収
納
状
況
に
関
す
る
情
報
を
併
記
し

た
。

一
、「
ま
と
ま
り
」
の
順
序
は
、
各
々
の
「
ま
と
ま
り
」
の
中
で
最
初
に
配
列
さ
れ
る
図
書
・
聖
教
類
が
、
こ
れ
ま
で
の

目
録
で
確
認
で
き
る
場
合
、
そ
れ
を
優
先
し
、
図
書
、
史
料
、
経
典
類
の
順
に
掲
げ
、
整
理
番
号
を
頭
書
し
た
。

一
、
ま
た
、「
ま
と
ま
り
」
の
中
の
順
列
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
そ
の
「
ま
と
ま
り
」
の
中
に
こ
れ
ま
で
の
目
録
で
確
認

で
き
る
図
書
・
聖
教
類
が
あ
る
場
合
に
は
、
函
の
番
号
を
【　

】
に
括
っ
て
掲
げ
、
確
認
で
き
な
い
場
合
に
は
、
原

秩
序
を
尊
重
し
て
、「
ま
と
ま
り
」
の
中
で
収
納
さ
れ
て
い
る
順
序
で
掲
げ
た
。

一
、
記
載
内
容
は
以
下
の
項
目
に
よ
っ
た
。
た
だ
し
、
該
当
項
目
に
あ
た
る
情
報
が
記
載
で
き
な
い
場
合
は
省
略
に

従
っ
た
。
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番
号　

図
書
・
聖
教
名　

刊
写　

巻
数　

員
数　

著
者
・
編
者
名　

形
状　

表
紙　

料
紙　

法
量　

紙
数　

 

匡

郭　

版
心　

本
文　

外
題　

首
題　

尾
題　

柱
題　

刊
記
・
奥
書　

印
記　

書
入　

備
考

一
、
複
数
の
物
理
的
単
位
を
も
つ
も
の
に
つ
い
て
は
、
先
に
総
括
名
称
、
次
い
で
共
通
情
報
を
掲
げ
、
以
下
、
物
理
的

単
位
ご
と
に
個
々
に
関
わ
る
情
報
を
記
述
し
た
。

一
、
各
図
書
・
聖
教
類
の
頭
に
あ
る
番
号
は
、
各
函
内
お
よ
び
別
置
の
整
理
番
号
を
示
し
て
お
り
、
建
仁
寺
両
足
院
所

蔵
聖
教
目
録
Ⅰ
～
Ⅲ
で
確
認
で
き
る
場
合
に
は
、
そ
れ
に
従
っ
た
。

一
、
確
認
で
き
な
い
場
合
に
は
、
現
在
所
用
目
録
を
参
照
し
、
番
号
が
特
定
で
き
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
そ
の
番
号

を
[ ]
で
括
っ
て
表
示
し
た
。

一
、
ま
た
、
現
在
所
用
目
録
で
確
認
で
き
る
も
の
の
、
建
仁
寺
両
足
院
所
蔵
聖
教
目
録
Ⅰ
～
Ⅲ
で
特
定
で
き
な
い
場
合

に
は
、
建
仁
寺
両
足
院
所
蔵
聖
教
目
録
Ⅰ
～
Ⅲ
の
該
当
す
る
函
の
末
尾
に
配
列
さ
れ
て
い
る
図
書
・
聖
教
類
に
追
加

す
る
か
た
ち
を
採
用
し
、
そ
の
番
号
を 

（ ） 

で
括
っ
て
表
示
し
た
。

一
、
建
仁
寺
両
足
院
所
蔵
聖
教
目
録
Ⅰ
～
Ⅲ
お
よ
び
現
在
所
用
目
録
で
確
認
で
き
ず
、
対
象
に
こ
れ
ま
で
の
調
査
に

よ
っ
て
付
与
さ
れ
て
い
る
番
号
等
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
に
従
っ
た
。

一
、
建
仁
寺
両
足
院
所
蔵
聖
教
目
録
Ⅰ
～
Ⅲ
お
よ
び
現
在
所
用
目
録
で
確
認
で
き
ず
、
対
象
に
も
こ
れ
ま
で
の
調
査
に

よ
る
番
号
等
が
付
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
未
整
理
図
書
・
聖
教
類
と
し
て
「
番
外
」
扱
い
と
し
、
仮
番
号
を
付

し
た
。

一
、
名
称
に
つ
い
て
は
、
図
書
・
聖
教
類
の
場
合
、
首
題
・
外
題
・
尾
題
・
柱
題
の
順
に
従
い
、
無
記
の
も
の
は
適
宜

仮
題
を
付
与
し
て
［　

］
で
括
っ
て
表
記
し
、
史
料
の
場
合
、
古
文
書
学
に
基
づ
く
名
称
を
付
し
た
。

一
、
稿
者
が
名
称
を
補
記
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、「
：
」
を
付
し
て
［　

］
で
括
っ
て
記
述
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し
た
。

一
、
欠
損
に
つ
い
て
、
主
な
も
の
は
巻
次
の
後
ろ
に
（　

）
を
付
し
て
そ
の
中
に
誌
し
、
そ
の
他
の
欠
損
に
関
わ
る
情
報

に
つ
い
て
は
備
考
欄
に
記
述
し
た
。

一
、
形
状
は
原
則
と
し
て
現
状
を
記
録
し
、
成
立
時
の
形
状
が
改
変
さ
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨

を
記
述
し
た
。

一
、
員
数
は
、
冊
・
帖
等
で
示
し
た
。

一
、
法
量
は
縦
×
横
の
順
に
掲
げ
た
。
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
糎
）
で
あ
る
。

一
、一
紙
形
態
の
も
の
で
、
二
紙
以
上
に
わ
た
る
場
合
に
は
、
最
大
寸
法
の
み
を
掲
げ
、
他
は
省
略
し
た
。

一
、
紙
数
に
つ
い
て
は
、
本
体
を
構
成
し
て
い
る
物
理
的
な
紙
数
を
記
述
し
た
。

一
、
個
々
の
内
容
を
う
か
が
う
手
が
か
り
と
し
て
、
外
題
・
首
題
・
尾
題
・
奥
書
等
の
抄
出
を
行
っ
た
。

一
、
首
題
等
が
み
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
文
首
・
文
尾
の
引
用
を
試
み
た
。

一
、
こ
れ
ら
の
引
用
は
、
目
録
と
い
う
性
格
上
、
あ
る
程
度
の
性
質
や
類
似
す
る
も
の
と
区
別
し
得
る
程
度
と
し
た
。

一
、
割
書
や
小
文
字
等
は
〈　

〉
で
括
っ
て
表
記
し
、
改
行
は
「
／
」
で
示
し
た
。

一
、
虫
損
・
破
損
等
に
よ
り
判
読
で
き
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
文
字
の
字
数
分
を
□
で
、
字
数
不
明
の
場
合
は
［　
　

］

で
示
し
た
。
ま
た
、
推
測
で
き
る
場
合
に
は
（　

）
で
括
っ
て
記
述
し
た
。

一
、
原
文
の
抹
消
箇
所
に
つ
い
て
は
「　
　

」
で
示
し
、
明
ら
か
な
誤
字
や
特
殊
な
表
記
等
に
は
、（
マ
マ
）
を
付
し
た
。

一
、
解
説
の
表
記
は
常
用
漢
字
を
原
則
と
し
た
が
、
原
文
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
な
る
べ
く
現
況
を
伝
え
る
よ
う
に
、

可
能
な
限
り
原
文
の
記
述
に
従
っ
た
。

一
、「
禅
文
化
研
究
所
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ス　

禅
の
至
宝
」
対
象
資
料
に
つ
い
て
は
、
備
考
欄
に
「ZD

A
 N

o.

：（
整
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理
番
号
）」
と
記
し
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
記
号
等
は
、
今
後
の
事
業
の
進
展
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
。



487

禅文化研究所紀要 第35号（令和3年5月）

一
　
第
百
六
十
八
番

54　
　

雲
門
匡
真
禅
師
広
録　

刊
本
〔
覆
宋
刊
本
〕
三
巻　

三
冊

（
唐
）
雲
門
文
偃
撰　

守
堅
編　
（
宋
）
宗
演
校

袋
綴
装
（
四
つ
目
綴
）　

丹
色
卍
繋
ぎ
（
紗
綾
形
）
地
雲
龍
文
表
紙

（
後
補
表
紙
）

〔
匡
郭
〕
左
右
双
辺
・
有
界　

一
七
・
三
×
一
一
・
二

〔
版
心
〕
多
く
の
丁
は
上
黒
魚
尾
の
み
で
魚
尾
下
「
雲
」「
巻
幾
」

「
丁
幾
」、
部
分
的
に
上
下
下
向
黒
魚
尾
あ
り
、
上
魚
尾
下

「
雲
」「
巻
幾
」、
下
魚
尾
下
「
丁
幾
」

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
十
一
行
・
一
行
二
十
字

〔
刊
記
〕「
板
在
福
州
鼓
山　
　

王
溢
刊
」

〔
印
記
〕
各
冊
巻
首
「
兩
足
院
」（
朱
陰
長
方
飾
枠
）

〔
書
入
〕
朱
点
・
朱
引
、
朱
墨
の
書
き
入
れ
あ
り

〔
備
考
〕
覆
福
州
（
南
宋
）
刊
本
で
、
鎌
倉
末
期
の
刊
行

本
紙
よ
り
天
と
背
に
幅
を
持
た
せ
た
紙
で
裏
打
し
て

製
本各

冊
、
冊
首
右
下
に
「
主
永
一
」
の
墨
書
あ
り

各
冊
、
冊
首
に
「
雲
門
匡
真
禪
師
広
録　

三
巻
三
冊
／

唐
雲
門
文
偃
撰　

南
宋
刊
／168-54-1

（
～
3
）」
の
記
載

（
鉛
筆
書
き
）
の
あ
る
短
冊
状
の
和
紙
あ
り

現
在
所
用
目
録
、「
雲
門
廣
録
（
五
山
）　

三
」
と
記
載

建
仁
寺
両
足
院
所
蔵
聖
教
目
録
Ⅰ
～
Ⅲ
で
は
、「
第

百
六
十
八
番
」
54
号
で
同
書
の
宋
版
を
掲
げ
て
い
る
が
、

調
査
の
結
果
、
覆
宋
刊
本
と
推
定

ち
な
み
に
宋
版
は
別
置
扱
い
で
、
蓋
箱
に
「
絶
海
録　

全
一
冊
」
の
貼
紙
の
朱
塗
り
の
小
箱
に
収
納
さ
れ
て
お

り
、
こ
ち
ら
に
も
、
各
冊
の
冊
首
に
「
雲
門
匡
真
禅
師
広

録
／168-54-1

（
～
3
止
）」
と
記
載
（
鉛
筆
書
き
）
の
あ

る
短
冊
状
の
和
紙
が
挟
み
込
ま
れ
て
い
る

ZD
A

 N
o.

：168-29

上
：
二
四・八
×
一
七・二　

三
十
一
丁
、
表
紙
二
紙
、
遊
び
紙
一
紙

〔
外
題
〕「
雲
門
廣
録　

上
」（
表
紙
左
上　

書
き
題
簽
、
墨
書
）

〔
首
題
〕「
雲
門
匡
眞
禪
師
廣
録
巻
上
并
序
」

〔
尾
題
〕「
雲
門
匡
眞
禪
師
廣
録
巻
上
／
／
住
福
州
鼓
山
圓
覺　

宗
演　

校
勘
」

〔
備
考
〕
表
紙
に
「
雲
門
廣
録
／
上
中
下
３
冊
／
バ
ラ
／
箱
な
し
／

168
」
の
付
箋
貼
付

中
：
二
四・七
×
一
七・二　

四
十
六
丁
、
表
紙
二
紙
、
遊
び
紙
一
紙

〔
外
題
〕「
雲
門
廣
録　

中
」（
表
紙
左
上　

書
き
題
簽
、
墨
書
）

〔
首
題
〕「
雲
門
匡
眞
禪
師
廣
録
巻
中
／
門
人
明
識
大
師
賜
紫　
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守
堅
集
」

〔
尾
題
〕「
雲
門
匡
眞
禪
師
廣
録
巻
中
／
／
住
福
州
鼓
山
圓
覺　

宗
演　

校
勘
」

下
：
二
四・八
×
一
七・三　

三
十
二
丁
、
表
紙
二
紙
、
遊
び
紙
一
紙

〔
外
題
〕「
雲
門
廣
録　

下
」（
表
紙
左
上　

書
き
題
簽
、
墨
書
）

〔
首
題
〕「
雲
門
匡
眞
禪
師
廣
録
巻
下
／
門
人
明
識
大
師
賜
紫　

守
堅
集
」

〔
尾
題
〕「
雲
門
匡
眞
禪
師
録
巻
下
」

〔
備
考
〕
巻
末
左
上
に
「
以
雪
菴
和
尚
〈
之
本
〉
写
朱
墨
了
矣
」

の
墨
書
あ
り

二
　
第
百
七
十
三
番
（
黒
漆
塗
木
箱
）

1　
　

新
脩
科
分
六
学
僧
伝　

刊
本　

三
十
巻
（
一
之
三
）　

一
冊

（
元
）
曇
噩
述

袋
綴
装
（
紙
縒
留
、
包
背
）　

茶
色
表
紙
（
後
補
表
紙
）

〔
匡
郭
〕
左
右
双
辺
・
有
界　

二
〇
・
三
×
一
四
・
三

〔
版
心
〕
双
黒
魚
尾
、
黒
口　

上
魚
尾
下
「
柱
題
」「
巻
幾
」、
下

魚
尾
上
「
丁
幾
」

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
十
行
・
一
行
二
十
字

〔
印
記
〕
巻
首
「
兩
足
院
」（
朱
陰
長
方
飾
枠
）

〔
書
入
〕
朱
点
・
朱
引
、
欄
外
・
本
文
中
に
朱
墨
の
書
き
入
れ
あ
り

〔
備
考
〕
南
北
朝
期
の
刊
行
で
、
欠
損
部
分
に
補
写
あ
り

建
仁
寺
両
足
院
所
蔵
聖
教
目
録
Ⅰ
～
Ⅲ
の
同
書
の
項
に

記
さ
れ
る
、「
表
紙
に
『
共
十
二
』
と
書
入
れ
あ
る
も
現

存
は
十
一
冊　

外
題
の
番
号
は
『
二
』
が
欠
。
巻
一
～
三

に
あ
た
る
も
の
か
」
に
該
当

調
査
時
、
当
該
冊
の
み
薄
葉
紙
に
包
ま
れ
た
状
態
で
別

置
に
混
入
し
て
い
た
が
、
確
認
後
も
と
の
箱
に
返
納
し
た

た
め
、
当
該
図
書
は
十
二
冊
揃
と
な
っ
た

一
之
三
：
二
七
・
〇
×
二
〇
・
三　

七
十
七
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
六
學
僧
傳　

一
之
三
」（
表
紙
左
上　

書
き
題
簽
、
墨
書

〔
他
の
冊
と
同
一
の
筆
跡
〕）、
題
簽
下
「
二
」（
墨
書
）

〔
首
題
〕「
新
脩
科
分
六
學
僧
傳
巻
第
一
／
淛
東
沙
門　

曇
噩　

述
」

〔
尾
題
〕「
新
脩
科
分
六
學
僧
傳
巻
第
三
」

〔
柱
題
〕「
僧
傳
」

三
　
第
百
八
十
番

〔
備
考
〕
現
状
、
二
箱
で
構
成
（
一
：
1
～
25
、
二
：
26
～
49
と
番
外
）



489

禅文化研究所紀要 第35号（令和3年5月）

各
冊
の
冊
首
に
、
名
称
と
番
号
を
記
し
た
紙
片
が
挟
み

込
ま
れ
て
お
り
、
既
に
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
推

測
さ
れ
る
た
め
、
当
該
函
の
調
査
は
、
こ
の
記
述
に
従
っ

て
す
す
め
た

近
代
以
降
の
当
院
住
持
の
私
物
が
混
在
し
て
い
る
可
能

性
あ
り

1　
　

阿
毘
達
磨
発
智
論　

刊
本
〔
唐
本
〕　

二
十
巻　

五
冊

迦
多
衍
尼
子
造　
（
唐
）
玄
奘
訳

線
装
本
（
四
針
眼
）　

香
色
表
紙
（
原
表
紙
）

〔
匡
郭
〕
左
右
双
辺
・
有
界　

一
八
・
〇
×
一
二
・
五

〔
版
心
〕
無
魚
尾
、
横
単
線
で
三
格
に
分
か
ち
、
第
二
格
に
「
柱

題
」「
巻
幾
」「
丁
幾
」、
第
三
格
象
鼻
右
に
「
千
字
文
函

号
」「
巻
幾
」

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
十
行
・
一
行
二
十
字

〔
刊
記
〕「〈
中
華
民
國
六
／
佛
暦
二
千
九
百
四
十
四
〉
年
歳
次
丁

巳
（
一
九
一
七
）〈
陽
／
陰
〉
歴

（
マ
マ
）〈

十
二
／
十
〉
月
〈
八

號
／
廿
四
日
〉
節
届
大
雪
／
常
州
天
甯
寺
清
鎔
謹
識
／

湖
北
陶
舫
渓
懌
」

〔
柱
題
〕「
阿
毗
達
磨
發
智
論
」

〔
書
入
〕
第
一
冊
の
欄
上
に
鉛
筆
と
黒
イ
ン
ク
、
第
二
・
三
冊
の

欄
上
に
黒
イ
ン
ク
書
に
よ
る
書
き
入
れ
あ
り

〔
備
考
〕
冊
首
に
「
阿
毗
達
磨
發
智
論
／180-1-1

（
～
5
止
）」
と

記
さ
れ
た
紙
片
（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り

巻
一
之
四
：
二
四
・
〇
×
一
五
・
二　

八
十
三
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
發
智
論
〈
卷
一
／
之
四
〉「
傍
」
一
至
四　

第
一
冊
」

（
表
紙
左
上　

原
刷
り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
阿
毗
達
磨
發
智
論
卷
第
一
」

〔
尾
題
〕「
阿
毗
達
磨
發
智
論
卷
第
四
」

巻
五
之
八
：
二
四
・
二
×
一
五
・
二　

八
十
一
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
發
智
論
〈
卷
五
／
之
八
〉「
傍
」
五
至
八　

第
二
冊
」

（
表
紙
左
上　

原
刷
り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
阿
毗
達
磨
發
智
論
卷
第
五
」

〔
尾
題
〕「
阿
毗
達
磨
發
智
論
卷
第
八
」

巻
九
之
十
二
：
二
四
・
二
×
一
五
・
三　

七
十
四
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
發
智
論
〈
卷
九
之
／
十
二
〉「
傍
啓
」
九
十
一
二　

第

三
冊
」（
表
紙
左
上　

原
刷
り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
阿
毗
達
磨
發
智
論
卷
第
九
」
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〔
尾
題
〕「
阿
毗
達
磨
發
智
論
卷
第
十
二
〈
説
一
切
／
有
部
〉」

〔
備
考
〕
表
紙
破
損

巻
十
三
之
十
六
：
二
四
・
二
×
一
五
・
三　

九
十
七
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
發
智
論
〈
卷
十
三
／
之
十
六
〉「
啓
」
三
至
六　

第
四

冊
」（
表
紙
左
上　

原
刷
り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
阿
毗
達
磨
發
智
論
卷
第
十
三
」

〔
尾
題
〕「
阿
毗
達
磨
發
智
論
卷
第
十
六
」

巻
十
七
之
二
十
：
二
四
・
二
×
一
五
・
二　

八
十
八
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
發
智
論
〈
卷
十
七
／
之
二
十
〉「
啓
」
七
至
十　

第
五

冊
」（
表
紙
左
上　

原
刷
り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
阿
毗
達
磨
發
智
論
卷
第
十
七
」

〔
尾
題
〕「
阿
毗
達
磨
發
智
論
卷
第
二
十
〈
説
一
切
／
有
部
〉」

2　

撰
集
抄　

刊
本
〔
嵯
峨
本
〕　

九
巻　

三
冊

[

西
行
］
記

袋
綴
装
（
四
つ
目
綴
）　

白
色
雲
母
摺
表
紙
（
原
表
紙
）　

雲
母
引

料
紙

古
活
字
版　

無
辺
無
界　

二
二
・
〇
×
一
五
・
五

〔
本
文
〕
漢
字
ひ
ら
が
な
交
じ
り
、
二
字
・
三
字
・
四
字
の
連
彫

活
字　

毎
半
葉
九
行
・
一
行
十
八
字
程
度

〔
備
考
〕
慶
長
か
ら
元
和
（
一
五
九
六
～
一
六
二
四
）
の
刊
行

活
字
の
版
下
は
角
倉
素
庵
の
筆
跡
と
い
う
（
昭
和
女
子

大
学
図
書
館
・
桜
山
文
庫
本
『
撰
集
抄
』
識
語
）

川
瀬
一
馬
氏
『
古
活
字
版
之
研
究
』（
日
本
古
書
籍
商
協

会
、
一
九
六
七
年
）
に
掲
載

高
木
浩
明
氏
「
嵯
峨
本
再
見
：
嵯
峨
本
『
撰
集
抄
』
に

つ
い
て
の
書
誌
的
報
告
」（『
汲
古
』
四
十
九
号　

汲
古
書

院
、
二
〇
〇
六
年
六
月
）
に
お
い
て
該
書
は
伝
本
に
含
ま

れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
同
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
る
上
巻

八
ウ
・
八
行
目
の
「
物
こ
ふ
」
は
、
吉
田
幸
一
氏
蔵
・
古

典
文
庫
本
の
系
統

巻
五
第
八
話
「
勝
円
僧
正
事
」
の
丁
上
部
に
「
此
事
載

在
妙
応
集 

天
明
二
年
／
壬
寅
四
月
廿
二
日
愚
拜
／
観
音

於
三
井
北
林
院
々
主
法
印
大
／
僧
都
寛
寿
曰
云
云 

因
而

註
之
宝
／
冠
後
光
蓮
台
共
後
日
所
補 

本
尊
／
之
長
凡
四

尺
許 

即
園
城
寺
南
院
／
中
北
林
院
之
本
尊
而
／
今
現
存

矣　

世
古
景
雷
謹
志
」
の
貼
紙
（
墨
書
）
あ
り

冊
首
に
「
撰
集
抄
／180-2-1

（
～
3
止
）」
と
記
さ
れ

た
紙
片
（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り
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昭
和
法
宝
総
目
録
本
、「
第
百
四
十
七
番
」
に
著
録

ZD
A

 N
o.

：180-02
上
：
二
七
・
七
×
二
〇
・
二　

五
十
八
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
撰
集
鈔　
〈
上
〉」（
表
紙
左
上　

香
色
行
書
刷
り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
撰
集
抄
巻
第
一　

西
行
記
」

〔
備
考
〕
巻
末
に
「
右
撰
集
三
巻
於
大
津
求
之
／
醐
岳
／
戒
光

院
」
の
識
語
（
墨
書
）
あ
り

中
：
二
七
・
八
×
二
〇
・
二　

六
十
五
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
撰
集
鈔　
〈
中
〉」（
表
紙
左
上　

香
色
行
書
刷
り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
撰
集
抄
第
四
〈
中
〉」

下
：
二
七
・
八
×
二
〇
・
二　

五
十
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
撰
集
鈔　
〈
下
〉」（
表
紙
左
上　

香
色
行
書
刷
り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
撰
集
抄
第
七
〈
下
〉」

3　
　

十
八
史
略　

刊
本　

七
巻
（
存
巻
七
）　

一
冊

（
元
）
曾
先
之
撰　
（
明
）
陳
殷
音
釈　

王
逢
点
校

袋
綴
装
（
五
つ
目
綴
、
綴
紐
脱
落
）　

黄
色
松
皮
菱
繋
ぎ
文
様
表

紙
（
原
表
紙
）

二
六
・
〇
×
一
八
・
五　

六
十
七
丁
、
表
紙
二
紙

〔
匡
郭
〕
四
周
単
辺
・
有
界　

二
一
・
八
×
一
四
・
四

〔
版
心
〕
無
魚
尾　

上
「
柱
題
」「
巻
幾
」、
下
「
○
」「
丁
幾
」

〔
本
文
〕
漢
字
、
句
点
・
返
り
点
・
送
り
が
な
付
、
頭
注
あ
り　

毎
半
葉
十
一
行
（
注
文
双
行
）・
一
行
二
十
二
字

〔
外
題
〕「〈
標
記
／
増
補
〉
十
八
史
畧　

七
」（
表
紙
左
上　

原
刷

り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
立
齊

（
マ
マ
）先

生
標
題
觧
註
釋
文
十
八
史
略
巻
之
七
」

〔
尾
題
〕「
新
刊
校
正
立
齋
先
生
標
題
註
觧
十
八
史
畧
巻
之
七
畢
」

〔
柱
題
〕「
標
記
増
補
十
八
史
畧
」

〔
刊
記
〕「
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
十
一
月
十
四
日
版
権
免
許
／

同
十
四
年
五
月
十
一
刻
出
版
／
同
十
六
年
三
月
廿
八
日

再
版
御
届
／
同
同
（
マ
マ
）

年
五
月
刻
成
発
兌
／
再
校
者
〈
故

人
〉
岩
垣
東
園
／
出
版
人　

川
端
藤
兵
衛
／
出
版
人　

出
雲
寺
文
次
郎
／
出
版
人　

藤
井
孫
兵
衛
」

〔
印
記
〕
巻
首
右
下
部
「
閏
□
／
之
印
」（
朱
陽
方
印
）

〔
備
考
〕
冊
首
に
「
立
齋
先
生
標
題
觧
註
／
釋
文
十
八
史
略
七
巻

／
存
巻
七
／180-3-1

止
」
と
記
さ
れ
た
紙
片
（
薄
葉
紙
・

鉛
筆
書
き
）
あ
り
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4　
　

暗
号
密
令
：
東
山
左
辺
老
師
法
語
・
暗
号
密
令
拾
遺
：
坿
年

譜　

刊
本　

三
巻
・
付
年
譜　

四
冊

[

竹
田
黙
雷]　

藤
田
玄
路
・
内
村
退
帚
共
編

袋
綴
装
（
五
つ
目
綴
）　

茶
色
表
紙
（
原
表
紙
）

〔
匡
郭
〕
四
周
単
辺
・
無
界　

二
〇
・
二
×
一
四
・
一

〔
版
心
〕
無
魚
尾　

上
方
「
柱
題
」「
巻
幾
」
を
白
枠
に
入
れ
、

下
方
に
「
丁
幾
」

〔
本
文
〕
漢
字
、
句
点
・
返
り
点
・
送
り
が
な
付　

毎
半
葉
十

行
・
一
行
二
十
字

〔
柱
題
〕「
暗
號
密
令
」

〔
刊
記
〕
法
語
：
刊
記
な
し
、
拾
遺
：「
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）

十
一
月
十
日
印
刷
／
昭
和
十
一
年
十
一
月
十
五
日
發
行
／

…
發
行
者　

竹
田
頴
川
／
印
刷
者 
貝
葉
書
院 

河
村
一

學
」

〔
備
考
〕
冊
首
に
「
暗
号
密
令
／
同
拾
遺
／180-4-1
（
～
4
止
）」

と
記
さ
れ
た
紙
片
（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り

巻
上
：
二
五
・
九
×
一
八
・
六　

六
十
八
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
暗
號
密
令　

巻
上
」（
表
紙
左
上　

原
刷
り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
暗
號
密
令
巻
上
／
東
山
左
邉
黙
雷
老
師
法
語
」

〔
尾
題
〕「
暗
號
密
令
巻
上
終
」

巻
中
：
二
六
・
〇
×
一
八
・
五　

六
十
九
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
暗
號
密
令　

巻
中
」（
表
紙
左
上　

原
刷
り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
暗
號
密
令
巻
中
／
東
山
左
邉
黙
雷
老
師
法
語
」

〔
尾
題
〕「
暗
號
密
令
巻
中
終
」

巻
下
：
二
六
・
〇
×
一
八
・
六　

八
十
三
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
暗
號
密
令　

巻
下
」（
表
紙
左
上　

原
刷
り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
暗
號
密
令
巻
下
／
東
山
左
邉
黙
雷
老
師
法
語
」

〔
尾
題
〕「
暗
號
密
令
巻
下
終
」

拾
遺
：
二
六
・
〇
×
一
八
・
七　

六
十
九
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
暗
號
密
令
拾
遺
〈
坿
〉
秊
譜
」（
表
紙
左
上　

原
刷
り
題

簽
・
双
辺
）

〔
首
題
〕「
暗
號
密
令
拾
遺
／
東
山
左
邉
老
師
法
語
坿
秊
譜
」

5　

暗
号
密
令
：
東
山
左
辺
老
師
法
語　

刊
本　

三
巻　

三
冊

［
竹
田
黙
雷
］　

藤
田
玄
路
・
内
村
退
帚
共
編

袋
綴
装
（
五
つ
目
綴
）　

茶
色
表
紙
（
原
表
紙
）

〔
匡
郭
〕
四
周
単
辺
・
無
界　

二
〇
・
二
×
一
四
・
一

〔
版
心
〕
無
魚
尾　

上
方
「
柱
題
」「
巻
幾
」
を
白
枠
に
入
れ
、

下
方
に
「
丁
幾
」
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〔
本
文
〕
漢
字
、
句
点
・
返
り
点
・
送
り
が
な
付　

毎
半
葉
十

行
・
一
行
二
十
字

〔
柱
題
〕「
暗
號
密
令
」

〔
刊
記
〕「
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
三
月
一
日
印
刷
／
昭
和
五
年

三
月
十
五
日
發
行
／
…
發
行
者　

竹
田
頴
川
／
印
刷
者 

貝
葉
書
院 
河
村
泰
太
郎
」

〔
備
考
〕
冊
首
に
「
暗
号
密
令
／（
全
３
冊
）／180-5-1

（
～
3
止
）」

と
記
さ
れ
た
紙
片
（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り

巻
上
：
二
六
・
二
×
一
八
・
八　

六
十
八
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
暗
號
密
令　

巻
上
」（
表
紙
左
上　

原
刷
り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
暗
號
密
令
巻
上
／
東
山
左
邉
黙
雷
老
師
法
語
」

〔
尾
題
〕「
暗
號
密
令
巻
上
終
」

巻
中
：
二
六
・
二
×
一
八
・
八　

六
十
九
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
暗
號
密
令　

巻
中
」（
表
紙
左
上　

原
刷
り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
暗
號
密
令
巻
中
／
東
山
左
邉
黙
雷
老
師
法
語
」

〔
尾
題
〕「
暗
號
密
令
巻
中
終
」

巻
下
：
二
六
・
一
×
一
八
・
八　

六
十
九
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
暗
號
密
令　

巻
下
」（
表
紙
左
上　

原
刷
り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
暗
號
密
令
巻
下
／
東
山
左
邉
黙
雷
老
師
法
語
」

〔
尾
題
〕「
暗
號
密
令
巻
下
終
」

6　

暗
号
密
令
：
東
山
左
辺
老
師
法
語　

刊
本　

三
巻
（
存
巻
中
下
）

　

二
冊

［
竹
田
黙
雷
］　

藤
田
玄
路
・
内
村
退
帚
共
編

袋
綴
装
（
五
つ
目
綴
）　

茶
色
表
紙
（
原
表
紙
）

〔
匡
郭
〕
四
周
単
辺
・
無
界　

二
〇
・
二
×
一
四
・
一

〔
版
心
〕
無
魚
尾　

上
方
「
柱
題
」「
巻
幾
」
を
白
枠
に
入
れ
、

下
方
に
「
丁
幾
」

〔
本
文
〕
漢
字
、
句
点
・
返
り
点
・
送
り
が
な
付　

毎
半
葉
十

行
・
一
行
二
十
字

〔
柱
題
〕「
暗
號
密
令
」

〔
刊
記
〕「
昭
和
五
年
三
月
一
日
印
刷
／
昭
和
五
年
三
月
十
五
日

發
行
／
…
發
行
者　

竹
田
頴
川
／
印
刷
者 

貝
葉
書
院 

河

村
泰
太
郎
」

〔
備
考
〕
冊
首
に
「
暗
号
密
令
／
闕
巻
上
／
２
冊
／180-6-1

（
～

2
止
）」
と
記
さ
れ
た
紙
片
（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り

巻
中
：
二
六
・
〇
×
一
八
・
七　

六
十
九
丁
、
表
紙
二
紙
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〔
外
題
〕「
暗
號
密
令　

巻
中
」（
表
紙
左
上　

原
刷
り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
暗
號
密
令
巻
中
／
東
山
左
邉
黙
雷
老
師
法
語
」

〔
尾
題
〕「
暗
號
密
令
巻
中
終
」

巻
下
：
二
六
・
〇
×
一
八
・
六　

六
十
九
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
暗
號
密
令　

巻
下
」（
表
紙
左
上　

原
刷
り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
暗
號
密
令
巻
下
／
東
山
左
邉
黙
雷
老
師
法
語
」

〔
尾
題
〕「
暗
號
密
令
巻
下
終
」

7　
　

異
部
宗
輪
論
述
記
発
軔　

刊
本　

三
巻　

三
冊

小
山
憲
栄
編
輯

袋
綴
装
（
四
つ
目
綴
）　

深
緑
色
・
四
つ
割
菱
繋
ぎ
地
に
「
文
」

「
政
」「
堂
」（
原
表
紙
）　

表
紙
見
返
し
に
標
題
紙
あ
り

〔
匡
郭
〕
四
周
単
辺
・
無
界　

二
二
・
八
×
一
六
・
〇

〔
版
心
〕
単
黒
魚
尾
、
下
横
単
線　

魚
尾
下
「
柱
題
」「
巻
幾
」、

下
横
線
上
に
「
○
」
と
「
丁
幾
」、
横
線
下
に
「
本
願
寺

編
輯
場
藏
」

〔
本
文
〕
漢
字
、
句
点
・
返
り
点
・
送
り
が
な
・
真
名
注
・
頭
注

付　

毎
半
葉
九
行
・
一
行
十
九
字
（
注
文
単
行
、
低
一
格
）

〔
柱
題
〕「
異
部
宗
輪
論
發
軔
」

〔
刊
記
〕「
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
四
月
廿
一
日
印
刷
／
仝

年
四
月
廿
五
日
出
版
／
…
永
田
長
左
衛
門
」（
裏
表
紙
見

返
し
、「
山
城
屋 

藤
井
佐
兵
衛
」）

〔
備
考
〕
冊
首
に
「
異
部
宗
輪
論
述
記
／
發
軔
／180-7-1

（
～
3

止
）」
と
記
さ
れ
た
紙
片
（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り

上
：
二
六
・
〇
×
一
八
・
四　

四
十
九
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
異
部
宗
輪
論
述
記
發
軔　

上
」（
表
紙
左
上　

原
刷
り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
異
部
宗
輪
論
述
記
發
軔
巻
上
」

〔
尾
題
〕「
異
部
宗
輪
論
述
記
發
軔
巻
上
終
」

中
：
二
六
・
〇
×
一
八
・
四　

五
十
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
異
部
宗
輪
論
述
記
發
軔　

中
」（
表
紙
左
上　

原
刷
り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
異
部
宗
輪
論
述
記
發
軔
巻
中
」

〔
尾
題
〕「
異
部
宗
輪
論
述
記
發
軔
巻
中
終
」

下
：
二
六
・
一
×
一
八
・
四　

五
十
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
異
部
宗
輪
論
述
記
發
軔　

下
」（
表
紙
左
上　

原
刷
り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
異
部
宗
輪
論
述
記
發
軔
巻
下
」

〔
尾
題
〕「
異
部
宗
輪
論
述
記
發
軔
巻
下
終
」
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8　
　

円
覚
経
略
疏
註　

刊
本　

四
巻
（
存
巻
上
之
一
）　

一
冊

（
唐
）
圭
峰
宗
密
述

袋
綴
装
（
五
つ
目
綴
）　

赤
茶
色
表
紙
（
原
）　

表
紙
見
返
し
に
標

題
紙
あ
り

二
六
・
二
×
一
八
・
六　

五
十
七
丁
、
表
紙
二
紙

〔
匡
郭
〕
四
周
単
辺
・
無
界　

一
八
・
八
×
一
四
・
七

〔
版
心
〕
単
魚
尾　

魚
尾
下
「
柱
題
」「
巻
幾
」、
下
方
「
丁
幾
」

〔
本
文
〕
漢
字
、
句
点
・
返
り
点
・
送
り
が
な
付
、
頭
注
あ
り　

毎
半
葉
七
行
（
注
文
双
行
）・
一
行
十
七
字

〔
外
題
〕「［
上
部
破
損
］ 

圓
覺
経
畧
疏　
〈
乾
〉」（
表
紙
左
上　

原

刷
り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
大
方
廣
圓
覺
脩
多
羅
了
義
經
略
䟽
註
卷
上
〈
之
／

一
〉」

〔
尾
題
〕「
大
方
廣
圎
覺
脩
多
羅
了
義
経
略
疏
注
巻
上
〈
之
／

一
〉」

〔
柱
題
〕「
圓
覺
䟽
」

〔
印
記
〕
最
終
丁
裏
左
下
部
、
裏
表
紙
見
返
し
右
下
部
に
「
小

川
」（
朱
陽
円
）
あ
り

〔
備
考
〕
冊
首
に
「
圓
覺
経
畧
疏
／180-8-1

止
」
と
記
さ
れ
た

紙
片
（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り

9　

仏
所
行
讃
経　

刊
本　

五
巻　

二
冊

馬
鳴
菩
薩
造　
（
北
涼
）
曇
無
讖
訳

袋
綴
装
（
五
つ
目
綴
）　

赤
茶
色
表
紙
（
原
表
紙
）

〔
匡
郭
〕
四
周
子
持
ち
枠
・
無
界　

二
一
・
七
×
一
四
・
六

〔
版
心
〕
無
魚
尾　

上
部
「
經
」、
中
程
「
柱
題
」「
巻
幾
」
と

「
丁
幾
」、
下
部
に
「
典
一
」（
～
五
）
と
あ
り
、
各
お
の

白
枠
に
入
る

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
十
行
・
一
行
二
十
字

〔
柱
題
〕「
佛
所
行
讚
經
」

〔
書
入
〕
欄
上
と
文
中
に
黒
イ
ン
ク
に
よ
る
英
語
と
日
本
語
の
書

き
入
れ
あ
り

〔
備
考
〕
版
元
、
刊
年
記
な
し
（
江
戸
末
～
明
治
）

冊
首
に
「
佛
所
行
讚
經
／180-9-1

（
～
2
止
）」
と
記

さ
れ
た
紙
片
（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り

上
：
二
六
・
三
×
一
八
・
八　

八
十
九
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
佛
所
行
讚
經　

上
」（
表
紙
左
上　

書
き
題
簽
、
墨
書
）

〔
首
題
〕「
佛
所
行
讚
經
卷
第
一
」

〔
尾
題
〕「
佛
所
行
讚
經
卷
第
三
」

下
：
二
六
・
五
×
一
八
・
八　

七
十
一
丁
、
表
紙
二
紙
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〔
外
題
〕「
佛
所
行
讚
經　

下
」（
表
紙
左
上　

書
き
題
簽
、
墨
書
）

〔
首
題
〕「
佛
所
行
讚
經
卷
第
四
」

〔
尾
題
〕「
佛
所
行
讚
經
卷
第
五
」

10　
　

法
華
玄
義
釈
籤
傍
註　

刊
本　

十
巻
（
存
巻
第
一
上
～
巻
第

三
上
）　

五
冊

慧
澄
口
授　

岩
佐
普
潤
編

袋
綴
装
（
五
つ
目
、
康
煕
綴
）　

山
吹
色
表
紙
（
原
表
紙
）

〔
匡
郭
〕
四
周
双
辺
・
無
界　

二
一
・
八
×
一
六
・
〇

〔
版
心
〕
単
黒
魚
尾
、
下
横
線　

魚
尾
上
「
柱
題
」、
魚
尾
下

「
巻
」「
第
幾
」「
丁
幾
」、
下
横
線
下
「
貝
葉
書
院
藏
板
」

〔
本
文
〕
漢
字
、
句
点
・
返
り
点
・
送
り
が
な
・
真
名
注
付
、
頭

注
あ
り　

毎
半
葉
十
行
か
ら
十
二
行
・
一
行
二
十
字
（
注

文
単
行
、
低
一
格
）

〔
柱
題
〕「
法
華
玄
義
釋
籤
傍
註
」

〔
刊
記
〕「
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
七
月
十
日
印
刷
／
同
年

同
月
十
三
日
出
版
」（
～
明
治
三
十
三
年
七
月
一
日
印
刷
／

同
年
同
月
五
日
發
行
、
巻
第
二
上
と
巻
第
三
上
の
刊
記
が
互
い

違
い
）

〔
備
考
〕
冊
首
に
「
法
華
玄
義
釋
籤
傍
註
／
巻
一
上
（
～
巻
三
上
）
／

180-10-1

（
～
5
止
）」
と
記
さ
れ
た
紙
片
（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書

き
）
あ
り

巻
第
一
上
：
二
六
・
三
×
一
八
・
七　

九
十
八
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
法
華
玄
義
釋
籤
傍
註　

卷
第
一
上
」（
表
紙
左
上　

原
刷

り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
法
華
玄
義
釋
籤
傍
註
卷
第
一
上
」

〔
尾
題
〕「
法
華
玄
義
釋
籤
傍
註
卷
第
一
上
〈
終
〉」

〔
刊
記
〕「
明
治
三
十
二
年
七
月
十
日
印
刷
／
同
年
同
月
十
三
日

出
版
…
發
行
所　

貝
葉
書
院
」

〔
備
考
〕
表
紙
見
返
し
に
覚
書
（
洋
紙
・
イ
ン
ク
書
）
数
紙
あ
り

巻
第
一
下
：
二
六
・
三
×
一
八
・
八　

六
十
九
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
法
華
玄
義
釋
籤
傍
註　

卷
第
一
下
」（
表
紙
左
上　

原
刷

り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
法
華
玄
義
釋
籤
傍
註
卷
第
一
下
」

〔
尾
題
〕「
法
華
玄
義
釋
籤
傍
註
卷
第
一
下
〈
終
〉」

〔
刊
記
〕「
明
治
三
十
二
年
九
月
十
日
印
刷
／
同
年
同
月
十
五
日

發
行　

法
華
玄
義
釋
籤
傍
註
／
卷
第
一
下
奥
附
…
發
行

所　

貝
葉
書
院
」

〔
備
考
〕
裏
表
紙
見
返
し
に
覚
書
一
紙
あ
り
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巻
第
二
上
：
二
六
・
三
×
一
八
・
八　

六
十
三
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
法
華
玄
義
釋
籤
傍
註　

卷
第
二
上
」（
表
紙
左
上　

原
刷

り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
法
華
玄
義
釋
籤
傍
註
卷
第
二
上
」

〔
尾
題
〕「
法
華
玄
義
釋
籤
傍
註
卷
第
二
上
〈
終
〉」

〔
刊
記
〕「
明
治
三
十
三
年
七
月
一
日
印
刷
／
同
年
同
月
五
日
發

行
法
華
玄
義
釋
籤
傍
註
／
卷
第
三
上
奥
附
…
發
行
所　

貝
葉
書
院
」

巻
第
二
下
：
二
六
・
三
×
一
八
・
八　

九
十
三
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
法
華
玄
義
釋
籤
傍
註　

卷
第
二
下
」（
表
紙
左
上　

原
刷

り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
法
華
玄
義
釋
籤
傍
註
卷
第
二
下
」

〔
尾
題
〕「
法
華
玄
義
釋
籤
傍
註
卷
第
二
下
〈
終
〉」

〔
刊
記
〕「
明
治
三
十
三
年
四
月
一
日
印
刷
／
同
年
同
月
十
五
日

發
行　

法
華
玄
義
釋
籤
傍
註
／
卷
第
二
下
奥
附
…
發
行

所　

貝
葉
書
院
」

巻
第
三
上
：
二
六
・
四
×
一
八
・
八　

六
十
一
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
法
華
玄
義
釋
籤
傍
註　

卷
第
三
上
」（
表
紙
左
上　

原
刷

り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
法
華
玄
義
釋
籤
傍
註
卷
第
三
上
」

〔
尾
題
〕「
法
華
玄
義
釋
籤
傍
註
卷
第
三
上
〈
終
〉」

〔
刊
記
〕「
明
治
三
十
二
年
十
一
月
廿
八
日
印
刷
／
同
年
十
二
月

五
日
發
行　

法
華
玄
義
釋
籤
傍
註
／
卷
第
二
上
奥
附
…

發
行
所　

貝
葉
書
院
」

11　
　

大
乗
法
界
無
差
別
論
疏　

刊
本
〔
唐
本
〕　

二
巻　

一
冊

（
唐
）
法
蔵
撰

線
装
本
（
四
針
眼
）　

香
色
表
紙
（
原
表
紙
）

二
三
・
九
×
一
五
・
二　

七
十
一
丁
、
表
紙
二
紙

〔
匡
郭
〕
左
右
双
辺
・
有
界　

一
七
・
三
×
一
二
・
三

〔
版
心
〕
無
魚
尾
、
横
単
線
で
三
格
に
分
か
ち
、
第
二
格
に
「
柱

題
」「
巻
幾
」「
丁
幾
」

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
十
行
・
一
行
二
十
字

〔
外
題
〕「
大
乘
法
界
無
差
別
論
疏
」（
表
紙
左
上　

原
刷
り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
大
乘
法
界
無
差
別
論
疏
卷
上
／
唐
魏
國
西
寺
沙
門
法
藏

撰
」

〔
尾
題
〕「
大
乘
法
界
無
差
別
論
疏
卷
下
」

〔
柱
題
〕「
法
界
無
差
別
論
疏
」

〔
刊
記
〕「
賀
縣
于
式
枚
／
萍
郷
文
廷
式　

共
施
洋
銀
五
十
圓
／
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光
緒
二
十
一
年
（
一
八
九
五
）
秋
八
月
金
陵
刻
經
處
鋟

板
」、
刊
記
下
に
「
上
海
功
德
林
／
佛
經
流
通
處
／
…
」

（
緑
陽
方
印
）
あ
り

〔
印
記
〕
刊
記
下
に
「
伊
藤
／
東
愼
」（
朱
陽
円
印
）
あ
り

〔
書
入
〕
欄
上
、
鉛
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
あ
り

〔
備
考
〕
冊
首
に
「
大
乘
法
界
無
差
別
論
疏
／180-11-1

止
」
と

記
さ
れ
た
紙
片
（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り

ZD
A

 N
o.

：180-12

12　
　
［
諸
書
抜
萃
録
］　

写
本　

一
冊

袋
綴
装
（
紙
縒
留
）　

茶
色
表
紙

二
四
・
八
×
一
八
・
〇　

百
三
十
三
丁
、
表
紙
二
紙

〔
本
文
〕
漢
字
か
な
交
じ
り　

毎
半
葉
九
行
か
ら
十
行
程
度
、
不
定

〔
外
題
〕「　
　

全
」（
表
紙
左
中
ほ
ど　

直
書
、
墨
書
）

〔
文
首
〕「
信
筆
為
寶
光
書
／
得
月
樓
前
春
未
饒
、
青
山
影
裏
雪

初
消
、
隔
池
両
樹
梅
花
白
、
髣
髴
／
孤
山
第
四
橋
…
」

〔
文
尾
〕「
…
ひ
き
寄
て 

結
べ
バ
芝
（
柴
）
の
庵
な
り 

解
れ
バ
元

の 

野
原
な
り
け
り
」

〔
印
記
〕
冊
首
、
冊
尾
に
「
祖
傳
／
之
印
」「
萬
念
／
□
（
所
カ
）

下
」「
釋
氏
／
祖
□
（
傳
カ
）」（
す
べ
て
朱
陽
方
印
）
あ
り

〔
備
考
〕
内
容
は
、
仏
光
国
師
「
信
筆
為
宝
光
書
」、「
法
灯
国
師

擬
寒
山
」、
弘
法
大
師
「
東
寺
碑
文
」
ほ
か
で
構
成

冊
首
に
「〔
偈
頌
法
語
等
抜
書
〕
／180-12-1

止
」
と

記
さ
れ
た
紙
片
（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り

ZD
A

 N
o.

：180-12

13　

父
母
恩
重
経
私
注　

写
本　

一
冊

佐
賀
閩
洲
書
写

袋
綴
装
（
包
背
）　

共
紙
表
紙

二
四
・
九
×
一
六
・
八　

十
四
丁
、
表
紙
二
紙

〔
本
文
〕
漢
字
、
返
り
点
・
送
り
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
注
記

付　

毎
半
葉
四
行
・
一
行
十
四
字

〔
外
題
〕「
父
母
恩
重
経
」（
表
紙
左
上　

直
書
、
墨
書
）

〔
首
題
〕「
佛
説
父
母
恩
重
經
」

〔
奥
書
〕「
于
時
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
／
十
一
月
十
八
日
／

大
分
郡
賀
來
村
／
萬
法
山
極
楽
寺
／
徒
佐
賀
閩
洲
（
印

記
）
／
拝
寫
之
」

〔
印
記
〕
奥
書
左
上
、
署
名
下
に
「
桓
／
紹
」（
朱
陽
方
印
）
あ
り

〔
備
考
〕
冊
首
に
「
佛
説
父
母
恩
重
経
〔
注
〕
／180-13-1

止
」

と
記
さ
れ
た
紙
片
（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り
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ZD

A
 N

o.

：180-13

14　
　

参
暇
雑
記
：
自
明
治
二
至
五
年　

一
冊

袋
綴
装
（
紙
縒
留
）　

共
紙
表
紙

二
五
・
三
×
一
八
・
三　

四
十
三
丁
、
表
紙
二
紙

〔
本
文
〕
漢
字
か
な
交
じ
り

〔
外
題
〕「
参
暇
雜
記
」（
表
紙
左　

直
書
、
墨
書
）、
ま
た
表
紙
右

上
に
「
明
治
二
己
巳
八
月
十
日
」（
表
紙
右　

墨
書
）
の
墨

書
あ
り

〔
文
首
〕「
十
日　

参
暇
拙
知
事
古
涯
座
元
新
加
被
申
付
」

〔
文
尾
〕「
…
書
面
聞
届
候
事
／
但
シ
地
代
金
之
議
者
…
」

〔
備
考
〕
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
八
月
十
日
か
ら
壬
申
（
同
五

年
）
四
月
十
二
日
ま
で
の
記
録

冊
首
に
「
参
暇
雑
記
（
明
治
二
年
至
五
年
）
／180-14-1

止
」
と
記
さ
れ
た
紙
片
（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り

ZD
A

 N
o.

：180-14

15　
　

ち
ま
た
の
石
ふ
み　

写
本　

一
冊

袋
綴
装
（
紙
縒
留
）　

共
紙
表
紙

二
四
・
七
×
一
七
・
五　

四
十
八
丁
、
表
紙
二
紙

〔
本
文
〕
漢
字
か
な
交
じ
り　

毎
半
葉
十
行
程
度
・
一
行
不
定

〔
外
題
〕「
知
滿
多
能
石
不
美
」（
表
紙
左　

直
書
、
墨
書
）、
表
紙

右
下
に
「
□
（
育
カ
）
女
」
の
墨
書

〔
文
首
〕「
楚　
〈
同
〉
暁
の
鴫
の
羽
羽（
マ
マ
）か
き 

も
ゝ
羽
者
（
か
）
き 

君
が
こ
ぬ
よ
者 

王
礼
ぞ
か
す
か
く
／
ぞ
に
打
あ
ふ
ハ
第

四
等
の
活
用
也
」

〔
文
尾
〕「
を　
〈
花
を
み
る
月
を
な
が
む
る
…
／　

ヂ
ャ
ノ
ニ
と

心
得
事
〉」

〔
備
考
〕
拝
郷
蓮
茵
に
よ
る
著
作
の
抄
録
カ

書
写
者
に
よ
る
も
の
か
、
表
記
や
説
明
に
、
原
本
と
異
な

る
と
こ
ろ
が
あ
る

冊
首
に
「
ち
ま
た
の
石
ふ
み
／180-15-1

止
」
と
記
さ

れ
た
紙
片
（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り

16　
　

聖
福
寺
之
事
：
訴
訟
状
之
案
文
并
返
書
之
写　

一
冊

［
雲
外
東
竺
］
筆
カ

袋
綴
装
（
紙
縒
留
）　

共
紙
表
紙

二
四
・
五
×
一
七
・
八　

十
七
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
聖
福
寺
一
件
」（
表
紙
中
央　

直
書
、
墨
書
）
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〔
首
題
〕「
聖
福
寺
之
事
訴
訟
状
之
案
文
〈
并
〉
返
書
之
写
」

〔
備
考
〕
建
仁
寺
に
よ
る
書
状
（
案
）
と
、
黒
田
家
等
か
ら
の
回
答

を
ま
と
め
た
も
の
で
、
成
立
は
江
戸
時
代
前
期
と
み
ら
れ
る

内
容
は
、
雪
江
朔
座
元
（
雪
江
永
朔
）
下
向
（
年
未
詳

十
月
日
・
建
仁
住
持
東
堂
連
署
書
状
案
、
年
未
詳
十
月

二
十
三
日
・
返
簡
、
年
未
詳
臘
月
五
日
・
建
仁
住
持
東

堂
中
達
（
九
岩
中
達
）
等
連
署
書
状
案
ほ
か
、
梅
南
信
首

座
（
梅
南
龍
信
）
下
向
〈
明
暦
三
丁
酉
（
一
六
五
七
）
七
月

十
五
日
発
足
〉
七
月
十
三
日
・
大
統
院
達
長
老
等
連
署

書
状
、
八
月
朔
日
・
回
答
、
天
桂
亮
（
天
桂
慈
亮
）
下
向

〈
万
治
二
年
亥
（
一
六
五
九
）〉（
万
治
二
年
）
五
月
三
日
・

大
統
院
達
長
老
等
連
署
書
状
、
覚
（
一　

先
年
以
使
僧
申

入
処
…
）、
六
月
朔
日
付
回
答
、
立
首
座
下
向
〈
延
宝
九

年
（
一
六
八
一
）
二
月
二
十
二
日
発
足
、
三
月
二
十
五
日

帰
寺
〉
二
月
二
十
五
日
・
建
仁
寺
住
持
通
憲
（
顕
令
通
憲
）

等
連
署
書
状
案
、
三
月
二
十
五
日
・
口
上
之
覚
書
（
福
岡

町
奉
行
衆
宛
）、
三
月
八
日
・
回
書
（
黒
田
家
）、
同
（
町
奉

行
）、
竺
西
堂
（
雲
外
東
竺
）
下
向
〈
延
宝
九
年
五
月
十
一

日
発
足
〉
四
月
十
三
日
・
建
仁
寺
通
憲
書
状
案
で
構
成

安
国
山
聖
福
寺
は
福
岡
県
に
あ
る
臨
済
宗
の
寺
院
。
栄

西
（
一
一
四
一
～
一
二
一
五
）
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
、
建
仁

寺
派
に
属
し
て
い
た
が
、
近
世
初
期
に
黒
田
長
政
（
一
五

六
八
～
一
六
二
三
）
が
九
皐
宗
畴
（
？
～
一
六
一
九
）
を
住

職
に
迎
え
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
以
降
は
妙
心
寺
派
に
属

す
る
僧
侶
が
住
持
を
つ
と
め
た

た
だ
し
、
寺
伝
（
小
畠
文
鼎
編
『
聖
福
寺
史
』
聖
福
寺
文

庫
刊
行
会
、
一
九
六
四
年
）
に
よ
る
と
、
正
式
に
妙
心
寺
派

と
し
て
転
派
し
た
の
は
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
の
こ
と

で
あ
り
、
こ
の
時
の
記
録
が
秘
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う

本
書
は
、
江
戸
前
期
に
お
け
る
聖
福
寺
の
帰
属
に
関
す

る
建
仁
寺
側
の
記
録
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の

一
件
が
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る冊

首
に
「
聖
福
寺
之
事
／
訴
訟
状
之
案
文
并
返
書
之
写
／

180-16-1

止
」
と
記
さ
れ
た
紙
片
（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）

あ
り

ZD
A

 N
o.

：180-16

17　
　

諸
彦
入
寺
法
語
并
月
舟
陞
座　

写
本　

一
冊

袋
綴
装
（
紙
縒
留
）　

共
紙
表
紙

二
七
・
八
×
二
一
・
三　

二
十
丁
、
表
紙
二
紙
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〔
外
題
〕「
諸
彦
入
寺
法
語
〈
并
〉
月
舟
陞
座
」（
表
紙
右　

直
書
、

墨
書
）

〔
文
首
〕「
△
雪
岩
和
尚
道
林
語
／
済
北
之
道
、
出
乎
平
常
、
語

黙
動
静
…
」

〔
文
尾
〕「
…
天
下
蒼
生
／
汝
作
舟　

久
立
珍
重
」

〔
印
記
〕
巻
首
「
兩
足
院
」（
朱
陰
長
方
飾
枠
）

〔
備
考
」
桃
山
か
ら
江
戸
初
期
の
成
立

内
容
は
、
雪
岩
和
尚
道
林
語
ほ
か
、
景
徐
和
尚
相
国
入

寺
法
語
、
正
宗
和
尚
東
山
入
寺
法
語
、
慈
照
院
殿
三
十
三

回
忌
陞
座
（
月
舟
寿
桂
）
で
構
成

冊
首
に
「
諸
彦
入
寺
法
語
／
并
月
舟
陞
座
／180-17-1

止
」
と
記
さ
れ
た
紙
片
（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り

ZD
A

 N
o.

：180-17

18　
　

授
戒
式　

写
本　

一
冊

袋
綴
装
（
紙
縒
留
・
包
背
）　

共
紙
表
紙

二
八
・
〇
×
二
〇
・
四　

三
十
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
授
戒
式
」（
表
紙
左　

直
書
、
墨
書
）

〔
文
首
〕「
△
當
日
莊
嚴
道
場
、
安
置
五
師
及
祖
像
護
法
神
等
…
」

〔
文
尾
〕「
…
帰
／
堂
、
次
比
丘
尼
、
次
優
婆
塞
優
婆
夷
」

〔
備
考
」
明
治
期
の
成
立

冊
首
に
「
授
戒
式
／180-18-1

止
」
と
記
さ
れ
た
紙
片

（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り

ZD
A

 N
o.

：180-18

19　
　
［
諸
書
抜
萃
録
：
東
陵
和
尚
語
ほ
か
］　

写
本　

一
冊

東
陵
永
璵
ほ
か

袋
綴
装
（
紙
縒
留
）　

共
紙
表
紙

二
八
・
五
×
二
一
・
〇　

十
九
丁
、
表
紙
二
紙

〔
文
首
〕「
東
陵
和
尚
住
天
龍
資
聖
禅
寺
入
院
語
〈
観
應
二
年
辛

卯
（
一
三
五
一
）
八
月
十
九
日
〉
／
山
門
…
」

〔
文
尾
〕「
…
乃
祖
單
傳
之
旨
光
分
万
象
栄
及
諸
鄰
／
謹
疏
／
今
月

　
　

日
疏
」

〔
備
考
〕
建
仁
寺
両
足
院
所
蔵
聖
教
目
録
Ⅰ
～
Ⅲ
、「
第

百
六
十
四
函
」
番
外
２
号
「〔
道
号
表
〕」
と
同
形
態

内
容
は
、
東
陵
和
尚
（
東
陵
永
璵
）
住
天
龍
資
聖
禅
寺

入
院
語
〈
観
應
二
年
辛
卯
八
月
十
九
日
〉、
龍
山
和
尚

（
龍
山
徳
見
）
住
建
仁
寺
疏　

古
鏡
千
（
古
鏡
明
千
）、
諸
山

疏　

此
山
在
（
此
山
妙
在
）、
東
陵
和
尚
住
天
龍
資
聖
禅
寺

山
門
疏　

菊
趣
園
（
菊
趣
慧
園
）、[

書
夢
窓
国
師
天
龍
十
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境
頌
巻
末
］、［
跋
夢
窓
国
師
雲
居
三
塔
頌
軸]

、
十
月
旦

祭
開
山
（
夢
窓
）
国
師
、
東
陵
和
尚
住
南
禅
寺
入
院
佛
事

〈
観
應
三
年
四
月
八
日
〉、
深
都
寺
秉
炬
、
□
都
官
、
徳

監
寺
、
固
山
和
尚
住
天
龍
疏
（
観
応
三
年
四
月
）　

古
元
、

［
夢
中
問
答
再
跋
（
竺
仙
梵
僊
）］
等
で
構
成

冊
首
に
「
東
陵
永
璵
他
法
語
并
疏
／
集
成
／180-19-1

止
」
と
記
さ
れ
た
紙
片
（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り

東
陵
永
璵
の
語
に
つ
い
て
は
、
玉
村
竹
二
編
『
五
山
文

学
新
集
』
別
巻
二
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
一
年
）
所

収
の
『
璵
東
陵
日
本
録
』
の
底
本
で
あ
る
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
蔵
の
謄
写
本
（
上
村
観
光
氏
原
蔵
）
と
の
異
同
が
確

認
で
き
、
ま
た
、
此
山
妙
在
や
古
源
邵
元
等
に
よ
る
疏
な

ど
も
録
さ
れ
て
い
る

ZD
A

 N
o.

：180-19

20　
　
［
禅
林
著
作
表
：
イ
ロ
ハ
順
］　

一
冊

袋
綴
装
（
紙
縒
留
）　

共
紙
表
紙

二
八
・
〇
×
二
一
・
〇　

二
十
七
丁
、
表
紙
二
紙

〔
文
首
〕「
イ
〈
井
〉
／
一
代
經
論
總
釋　

榮
西
禪
師
…
」

〔
文
尾
〕「
嵩
山
録
三
〈
文
明
十
四
写
／
内
閣
藏
〉」

〔
備
考
〕
建
仁
寺
両
足
院
所
蔵
聖
教
目
録
Ⅰ
～
Ⅲ
、「
第
百
六
十
四

函
」
番
外
２
号
「〔
道
号
表
〕」
と
同
形
態

冊
首
に
「〔
禅
林
著
作
一
覧　

イ
ロ
ハ
分
け
〕
／180-

20-1//

」
と
記
さ
れ
た
紙
片
（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り

ZD
A

 N
o.

：180-20

21　
　
［
禅
僧
法
諱
下
字
表
：
五
十
音
順
］　

一
冊

袋
綴
装
（
紙
縒
留
）　

共
紙
表
紙

二
八
・
〇
×
二
一
・
五　

十
五
丁
、
表
紙
二
紙

〔
文
首
〕「
祖
阿
〈
應
永
八
年
奉
義
満
命
使
明
…
」

〔
文
尾
〕「
南
洲　

珍
〈
西
□
〉」

〔
備
考
〕
建
仁
寺
両
足
院
所
蔵
聖
教
目
録
Ⅰ
～
Ⅲ
、「
第

百
六
十
四
函
」
番
外
２
号
「〔
道
号
表
〕」
と
同
形
態

冊
首
「〔
禅
僧
法
諱
一
覧
／
五
十
音
分
け
〕
／180-21-1

止
」
と
記
さ
れ
た
紙
片
（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）ZD

A
 

N
o.

：180-21

22　
　

梵
文
聞
書
（
悉
曇
抄
）　

写
本　

一
冊

袋
綴
装
（
四
つ
目
綴
）　

薄
茶
色
（
も
と
縹
色
系
カ
）
表
紙



503

禅文化研究所紀要 第35号（令和3年5月）

二
三
・
五
×
一
五
・
三　

二
十
四
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
梵
文
聞
書
〈
□
（
私
カ
）〉
／
聖
應
之
／
純
教
房
」（
表

紙
左
上　

直
書
、
墨
書
）〕

〔
首
題
〕「
梵
文
聞
書
」

〔
奥
書
〕「［　

］
永
正
十
六
年
［　

］（
己
卯
カ
、
一
五
一
九
）
十

月
十
七
日
［　

］（
ノ
夜
）
子
尅
書
畢
」

〔
備
考
〕
本
紙
、
裏
打
ち
補
修
。
虫
損
甚
だ
し
い

冊
首
に
「
梵
文
聞
書
／180-22

」
と
記
さ
れ
た
紙
片

（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り

23　
　

菅
神
渡
宋
伝
衣
画
像
記　

写
本　

一
冊

鷹
峰
卍
山
（
卍
山
道
白
）
作

袋
綴
装
（
紙
縒
留
）　

二
五
・
二
×
一
六
・
八　

二
紙

〔
首
題
〕「
渡
宋
天
神
傳
衣
画
像
記
」

〔
備
考
〕『
鷹
峰
卍
山
和
尚
広
録
』
巻
第
二
十
六
に
収
録

冊
首
に
「
渡
宋
天
神
傳
衣
画
像
記
／180-23-1

止
」
と

記
さ
れ
た
紙
片
（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り

ZD
A

 N
o.

：180-23

24　
　

荘
子
内
篇
註　

刊
本
〔
唐
本
〕　

四
巻
（
存
巻
上
之
一
至
二
）

　

一
冊

（
明
）
憨
山
徳
清
註

線
装
本
（
四
針
眼
）　

香
色
表
紙
（
原
表
紙
）

二
三
・
五
×
一
五
・
一　

七
十
丁
、
表
紙
二
紙

〔
匡
郭
〕
左
右
双
辺
・
有
界　

一
六
・
五
×
一
二
・
三

〔
版
心
〕
横
単
線
で
三
格
に
分
割
、
第
二
格
「
柱
題
」「
巻
幾
」・

右
小
字
「
小
題
」・「
丁
幾
」、
第
三
格
象
鼻
右
「
素
七
」

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
八
行
・
一
行
二
十
字

〔
外
題
〕「
莊
子
内
篇
註
〈
卷
一
／
之
□
（
破
損
）〉」（
表
紙
左
上　

原
刷
り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
莊
子
内
篇
註
卷
之
一
／
明
匡
廬
逸
叟
憨
山
釋
德
淸
註
」

〔
尾
題
〕「
莊
子
内
篇
註
卷
之
二
」

〔
柱
題
〕「
莊
子
内
篇
註
」

〔
印
記
〕
表
紙
見
返
し
「
上
海
功
徳
林
」（
赤
陽
横
長
方
印
）、
巻

末
「
上
海
功
徳
林
」（
赤
陽
横
長
方
印
）、「
伊
藤
」（
朱
陽

円
印
）、
識
語
署
名
部
分
「
伊
藤
／
東
愼
」（
朱
陽
円
印
）

〔
書
入
〕
欄
上
・
本
文
中
に
訓
点
や
注
記
な
ど
の
書
き
入
れ
あ
り

（
墨
イ
ン
ク
書
き
、
鉛
筆
書
き
）

〔
備
考
〕
巻
末
に
「
龍
大
予
科
三
四　

建
仁
寺
両
足
院　

伊
藤
東

慎
」
の
墨
書
あ
り
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冊
首
に
「
荘
子
内
篇
註
／
存
巻
一
至
二
／180-24-1

止
」
と
記
さ
れ
た
紙
片
（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り

25　
　

纂
訂
評
註
老
子
道
徳
経　

刊
本　

二
巻　

二
冊

（
宋
）
蘇
轍
解　
（
元
）
呉
徴
註　
（
日
本
）
木
山
槐
所
編

袋
綴
装
（
四
つ
目
綴
）　

朱
色
卍
繋
ぎ
（
紗
綾
形
）
地
表
紙
（
原
表

紙
）

〔
匡
郭
〕
四
周
双
辺
・
有
界　

一
七
・
一
×
一
一
・
六

〔
版
心
〕
単
黒
魚
尾
、
白
口　

魚
尾
上
「
柱
題
」、
魚
尾
下
「
巻

幾
」「
丁
幾
」

〔
本
文
〕
漢
字
、
句
点
・
返
り
点
付　

毎
半
葉
九
行
・
一
行
十
六

字
（
注
文
双
行
）

〔
柱
題
〕「
老
子
道
德
經
」

〔
刊
記
〕「
明
治
廿
三
年
八
月
廿
一
日
印
刷
出
版
／
明
治
廿
三
年

九
月
一
日
貮
版
發
行
／
明
治
廿
六
年
三
月
一
日
三
版
發

行
」

〔
印
記
〕「
杉
浦
」（
朱
陽
楕
円
印
）

〔
備
考
〕
上
巻
表
紙
見
返
し
、「
宋
蘇
轍
元
呉
徵
註
／
日
本
木
山

槐
所
編
／
〈
訂
／
正
〉
第
参
版
／
評
註
老
子
道
德
經
／

版
權
所
有　

松
山
堂
藏
版
」
と
あ
り

上
巻
裏
表
紙
見
返
し
、
下
巻
表
紙
見
返
し
に
「
明
治

四
十
三
年
九
月
求
之
／
杉
浦
秀
賢
」
の
墨
書
あ
り

冊
首
に
「
評
註
老
子
道
徳
経
／180-25-1

（
～
2
止
）」

と
記
さ
れ
た
紙
片
（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り

上
：
二
二
・
七
×
一
五
・
〇　

四
十
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「〈
木
山
／
鴻
吉
／
編
纂
〉
評
註
老
子
道
德
經　

上
」（
表

紙
左
上　

原
刷
り
題
簽
）

〔
首
題
〕「〈
纂
／
訂
〉
評
註
老
子
道
德
經
巻
上
／
宋　

眉
山
蘇
轍

子
由
解
／
日
本
東
京
木
山
鴻
吉
編
」

〔
尾
題
〕「〈
纂
／
訂
〉
評
註
老
子
道
德
經
巻
之
上
終
」

下
：
二
二
・
七
×
一
五
・
一　

四
十
二
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「〈
木
山
／
鴻
吉
／
編
纂
〉
評
註
老
子
道
德
經　

下
」（
表

紙
左
上　

原
刷
り
題
簽
）

〔
首
題
〕「〈
纂
／
訂
〉
評
註
老
子
道
德
經
巻
之
下
／
宋　

眉
山
蘇

轍
子
由
解
／
日
本
東
京
木
山
鴻
吉
編
」

〔
尾
題
〕「〈
纂
／
訂
〉
評
註
老
子
道
德
經
巻
之
下
〈
大
尾
〉」
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26　
　

詩
語
砕
金　

刊
本　

二
巻　

一
冊

泉
要
編　

石
作
貞
訂
正

袋
綴
装
（
六
ツ
目
綴
）　

赤
茶
色
表
紙

二
二
・
五
×
一
四
・
八　

六
十
四
丁
、
表
紙
二
紙

〔
匡
郭
〕
左
右
双
辺
・
有
界　

一
六
・
二
×
一
一
・
七

〔
版
心
〕
単
黒
魚
尾
、
下
横
単
線
、
白
口　

魚
尾
上
「
柱
題
」、

魚
尾
下
「
巻
之
幾
」、
下
横
線
下
「
丁
幾
」

〔
本
文
〕
漢
字
：
採
録
語
の
左
に
カ
タ
カ
ナ
で
振
り
仮
名
、
右
に

平
仄
、
下
に
語
意
を
施
す　

毎
半
葉
十
行

〔
外
題
〕「
詩
語
碎
金　

全
」（
表
紙
左　

直
書
、
墨
書
）

〔
首
題
〕「
詩
語
碎
金
巻
之
上
／
東
都　

泉　

要
士
徳　

編
纂
／

信
陽　

石
作
貞
士
幹　

訂
正
」

〔
尾
題
〕「
詩
語
碎
金
巻
之
下
〈
終
〉」

〔
柱
題
〕「
詩
語
碎
金
」

〔
刊
記
〕
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
跋

〔
書
入
〕
欄
上
・
本
文
中
に
墨
書
・
朱
書
の
書
き
入
れ
あ
り

〔
備
考
〕
後
遊
び
紙
に
、「
澗
月
求
之
／
慶
應
三
龍
舎
丁
卯
萩
月

初
蓂
／
久
悲
破
損
再
造
作
文
／
萬
成
寺
弟
子
」、
異
筆

「
夢
窓
軒
／
樵
隱
齋
」「
恵
啓
」
の
墨
書
あ
り

冊
首
に
「
詩
語
碎
金
／180-26-1

止
」
と
記
さ
れ
た
紙

片
（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り

27　
　
［
臨
済
宗
九
派
寺
院
名
簿
］　

七
冊

袋
綴
装
（
紙
縒
留
）

〔
備
考
〕
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
三
・
四
月
ご
ろ
の
成
立

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）、
明
治
政
府
に
よ
っ
て
仏
教
諸

宗
は
七
宗
（
天
台
宗
・
真
言
宗
・
浄
土
宗
・
禅
宗
・
浄
土
真

宗
・
日
蓮
宗
・
時
宗
）
に
統
合
さ
れ
た
が
、
同
七
年
に
は

「
臨
済
宗
一
宗
独
立
許
可
」
が
出
て
臨
済
宗
と
曹
洞
宗
と

な
り
、
同
九
年
に
は
九
派
（
天
龍
寺
派
・
相
国
寺
派
・
建
仁

寺
派
・
南
禅
寺
派
・
妙
心
寺
派
・
建
長
寺
派
・
東
福
寺
派
・
大

徳
寺
派
・
円
覚
寺
派
）
が
独
立
し
た
。
当
該
史
料
は
九
派

当
時
、
各
地
の
中
教
院
か
ら
明
治
政
府
へ
提
出
し
た
と
み

ら
れ
る
寺
院
名
簿

各
冊
、
冊
首
に
「（
無
題
）
／180-27-1

（
～
7
止
）」
と

記
さ
れ
た
紙
片
（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り

ZD
A

 N
o.

：180-27

第
一
冊
：
二
六
・
〇
×
二
〇
・
〇　

六
十
四
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
臨
濟
宗
九
派
寺
院
表
〈
六
冊
／
之
内
〉」（
表
紙
左　

直

書
、
墨
書
）、「
東
京
府
／
神
奈
川
縣
／
山
梨
縣
／
静
岡

縣
」（
表
紙
中
央　

直
書
、
墨
書
）
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第
二
冊
：
二
五
・
七
×
一
九
・
五　

四
十
七
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
臨
濟
宗
九
派
寺
院
表
〈
六
冊
之
内
〉」（
表
紙
左　

直
書
、

墨
書
）、「
埼
玉
縣　

秋
田
縣
／
群
馬
縣　

青
森
縣
／
長

野
縣　

岩
手
縣
／
新
潟
縣　

宮
城
縣
／
山
形
縣　

福
島

縣
／
栃
木
縣　

千
葉
縣
／
茨
木
（
マ
マ
）縣
」（
表
紙
中
央　

直
書
、

墨
書
）

第
三
冊
：
二
五
・
八
×
一
九
・
四　

六
十
七
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
臨
濟
宗
九
派
寺
院
表
〈
六
冊
／
之
内
〉」（
表
紙
左　

直

書
、
墨
書
）、「
岐
阜
縣
／
愛
知
縣
／
三
重
縣
／
和
哥

（
マ
マ
）山
縣
」

（
表
紙
中
央　

直
書
、
墨
書
）

第
四
冊
：
二
五
・
六
×
一
九
・
五　

二
十
一
丁
、
表
紙
一
紙

〔
外
題
〕「
臨
濟
宗
九
派
寺
院
表
〈
六
冊
之
内
〉」（
表
紙
左　

直
書
、

墨
書
）、「
岡
山
縣
／
廣
島
縣
／
島
根
縣
／
山
口
縣
」（
表

紙
中
央　

直
書
、
墨
書
）

第
五
冊
：
二
五
・
三
×
一
九
・
五　

四
丁
、
表
紙
二
紙

〔
首
題
〕「
山
口
縣
中
教
院
所
轄
寺
院
簿
」

第
六
冊
：
二
五
・
八
×
一
九
・
三　

三
十
一
丁
、
表
紙
一
紙

〔
外
題
〕「
臨
濟
宗
九
派
寺
院
表
〈
六
冊
／
之
内
〉」（
表
紙
左　

直

書
、
墨
書
）、「
愛
媛
縣　

熊
本
縣
／
高
知
縣　

長
崎
縣
／

大
分
縣
／
福
岡
縣
」（
表
紙
中
央　

直
書
、
墨
書
）

第
七
冊
：
二
五
・
〇
×
一
九
・
五　

十
九
丁
、
表
紙
一
紙

〔
文
首
〕「
福
岡
縣
下
中
教
院
所
轄
大
徳
寺
派
簿
」

〔
文
尾
〕「
長
崎
縣
下
佐
賀
／
明
治
十
一
年
四
月　

臨
濟
宗
中
教

院
／
内
務
卿
大
久
保
利
通
殿
」

〔
備
考
〕「
臨
濟
宗
大
教
院
」
の
罫
紙

28　
［
禅
三
派
寺
院
住
職
名
簿
］	

六
冊

袋
綴
装
（
紙
縒
留
）

〔
備
考
〕
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
五
・
六
月
ご
ろ
の
成
立

明
治
五
年
か
ら
の
禅
三
派
（
臨
済
宗
・
曹
洞
宗
・
黄
檗

宗
）
時
代
の
寺
院
名
簿
で
、
地
方
の
触
頭
寺
院
な
ど
か
ら

提
出
さ
せ
た
も
の
と
み
ら
れ
る

各
冊
、
冊
首
に
「（
無
題
）
／180-28-1

（
～
6
止
）」
と

記
さ
れ
た
紙
片
（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り

ZD
A

 N
o.

：180-28
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第
一
冊
：
二
六
・
七
×
一
九
・
五　

三
十
六
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
豊
岡
縣
下
禪
三
派
名
簿
」（
表
紙
左　

直
書
、
墨
書
）、

「
イ
」（
表
紙
左
上　

朱
書
）

第
二
冊
：
二
七
・
〇
×
一
九
・
五　

十
五
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
鳥
取
縣
下
禪
三
派
名
簿
録
」（
表
紙
左　

直
書
、
墨
書
）、

「
ロ
」（
表
紙
左
上　

朱
書
）

第
三
冊
：
二
八
・
二
×
二
〇
・
二　

七
丁
、
表
紙
二
紙　

二
十
二
丁
、

　
　
　
　

表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
島
根
縣
下
臨
濟
派
名
簿
〈
洞
派
合
冊
（
朱
書
）〉」（
表

紙
左　

直
書
、
墨
書
）、「
ハ
」（
表
紙
左
上　

朱
書
）

〔
備
考
〕
二
冊
合
冊

第
四
冊
：
二
七
・
〇
×
一
八
・
五　

八
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「〈
濵
田
縣　

□
山
ノ
分　

濵
田　

津
和
野
合
冊
〉
／
禪

三
派
／
寺
院
住
職
姓
名
簿
」（
表
紙
中
央　

直
書
、
墨
書
）、

「
ニ
」（
表
紙
左
上　

朱
書
）

第
五
冊
：
二
五
・
〇
×
一
七
・
八　

八
丁
、
表
紙
一
紙　

六
丁
、
表
紙

　
　
　

一
紙　

八
丁
、
表
紙
一
紙

〔
外
題
〕「
濵
田
縣
下
／
禪
三
派
／
寺
院
住
職
姓
名
簿
」（
表
紙
中

央　

直
書
、
墨
書
）

〔
備
考
〕
三
冊
合
冊

「
濵
田
縣
管
下
岩
見
國　

那
賀
郡
」、「
〃　

鹿
足
郡
」

な
ど
の
罫
紙
使
用

第
六
冊
：
二
五
・
五
×
一
七
・
三　

十
五
丁

〔
外
題
〕「
ト
」（
表
紙
左
上　

朱
書
）

〔
首
題
〕「
臨
済
／
小
田
縣
兩
派
名
簿　
〈
清
書
□
ゟ
差
返
り
之
物

　

此
分
少
々
書
損
有
〉」（
本
紙
右
上　

墨
書
）

〔
備
考
〕「
小
田
縣
小
教
院
」
の
罫
紙
使
用

29　
　

禅
三
派
名
員
録
：［
禅
三
派
寺
院
住
職
名
簿
］　

一
括

一・二
、一
括
紙
糸
留
（
一
：
未
装
〔
紙
包
〕、
二
：
袋
綴
装
〔
紙
縒
留
〕）

〔
備
考
〕
一
の
包
紙
：
因
州
鳥
取
龍
峰
寺
差
出
、
両
足
院
宛
の
郵

便
包
紙

禅
三
派
（
臨
済
宗
・
曹
洞
宗
・
黄
檗
宗
）
時
代
の
名
簿

で
、
28
の
清
書
と
み
ら
れ
る

各
冊
、
冊
首
に
「（
無
題
）
／180-29-1

（
～
2
止
）」
と

記
さ
れ
た
紙
片
（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り
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ZD
A

 N
o.

：180-29

一
：
二
八
・
〇
×
二
〇
・
〇　

九
十
七
紙

〔
首
題
〕「
豊
岡
縣
下
禪
三
派
名
員
録
」

二
：
二
八
・
〇
×
二
〇
・
〇　

二
十
二
丁

〔
首
題
〕「
山
口
縣
下
禪
三
派
名
員
録
」

30　
　
［
禅
三
派
教
導
職
試
補
撰
挙
願
書
并
名
簿
］　

十
冊

袋
綴
装
（
紙
縒
留
）

〔
備
考
〕
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
六
月
の
成
立
で
、
大
教
院
宛

明
治
政
府
は
、
一
般
の
神
官
・
僧
侶
を
補
し
て
教
導
職

と
し
た
。
当
該
史
料
は
そ
の
選
挙
に
お
け
る
願
書
・
名
簿

で
、
地
方
の
触
頭
寺
院
や
本
寺
な
ど
か
ら
提
出
さ
せ
た
も

の
と
み
ら
れ
る

各
冊
、
冊
首
に
「（
無
題
）
／180-30-1

（
～

止
）」
と

記
さ
れ
た
紙
片
（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り

ZD
A

 N
o.

：180-30

第
一
冊
：
二
七
・
〇
×
一
九
・
六　

四
十
七
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
豊
岡
縣
禪
三
派
試
補
願
書
」（
表
紙
左　

直
書
、
墨
書
）、

「
壹
」（
表
紙
左
上　

朱
書
）

第
二
冊
：
二
七
・
一
×
一
九
・
三　

三
十
一
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
鳥
取
縣
下
禪
三
派
試
補
願
書
」（
表
紙
左　

墨
書
）、「
貳
」

（
表
紙
左
上　

朱
書
）、「
ロ
」（
表
紙
右
上　

墨
書
）

第
三
冊
：
二
六・六
×
一
九・〇　

十
一
丁
、
表
紙
一
紙　

二
十
五
丁
、

　
　
　
　

表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
島
根
縣
下
濟
派
〈
洞
派
別
冊　

合
冊
〉
／
試
補
打
合

〈
並
〉
願
書
」（
表
紙
中
央　

直
書
、
墨
書
）、「
三
」（
表
紙

左
上　

朱
書
）

〔
備
考
〕
二
冊
合
冊

第
四
冊
：
二
四
・
五
×
一
六
・
八　

十
五
丁
、
表
紙
一
紙

〔
外
題
〕「〈
濵
田
縣
下
臨
濟
派
／
洞
家
共
〉
／
教
導
職
試
補
撰
擧
」

（
表
紙
中
央　

直
書
、
墨
書
）、「
四
」（
表
紙
左
上　

朱
書
）

〔
備
考
〕「
濵
田
縣
管
下
岩
見
國　

那
賀
郡
」、「
〃　

鹿
足
郡
」

な
ど
の
罫
紙
を
使
用

第
五
冊
：
二
五
・
〇
×
一
七
・
六　

九
丁
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〔
首
題
〕「
山
口
縣
下
試
補
」、「
五
」（
左
上　

朱
書
）

〔
備
考
〕「
中
教
院
明
道
學
舎
」
の
罫
紙
を
使
用

第
六
冊
：
二
五
・
九
×
一
七
・
七　

十
二
丁
、
表
紙
一
紙　

六
丁
、
表

　
　
　
　

紙
一
紙

〔
外
題
〕「
廣
島
縣
管
下
禪
宗
試
補
撰
舉
名
簿
〈
轉
級
願
共
〉」（
表

紙
中
央　

直
書
、
墨
書
）、「
六
」（
表
紙
左
上　

朱
書
）

〔
備
考
〕
二
冊
合
冊

「
廣
島
縣
中
教
院
」
の
罫
紙
を
使
用

第
七
冊
：
二
五
・
〇
×
一
七
・
四　

七
丁

〔
首
題
〕「
小
田
縣
下
兩
派
試
補
」、「
七
」（
左
上　

朱
書
）

〔
備
考
〕「
小
田
縣
小
教
院
」
の
罫
紙

第
八
冊
：
二
四
・
四
×
一
六
・
六　

四
丁

〔
首
題
〕「
北
條
縣
下
三
派
試
補
」、「
八
」（
左
上　

朱
書
）

第
九
冊
：
二
五
・
〇
×
一
七
・
七　

九
丁
、
表
紙
一
紙

〔
外
題
〕「
教
導
職
試
補
撰
擧
／
臨
濟
派
」（
表
紙
中
央　

直
書
、
墨

書
）、「
當
分
不
用　

山
口
縣
ナ
リ　

見
合
〈
セ
ニ
〉
入

〈
ル
モ
〉
シ
レ
ン
」（
表
紙
右　

墨
書
）、「
番
外
」（
表
紙
左

上　

朱
書
）

〔
備
考
〕「
濵
田
縣
管
下
岩
見
國　

那
賀
郡
」、「
中
教
院
明
道
學

舎
」
の
罫
紙

第
十
冊
：
二
四
・
三
×
一
六
・
五　

十
四
丁

〔
首
題
〕「
撰
舉
試
補
」（
表
紙
右　

墨
書
）、「
番
／
外
」（
左
上　

朱
書
）

〔
備
考
〕
第
一
葉
右
上
に
「
廣
島
縣
草
案
之
分　

本
紙
別
〈
ニ
〉

有
」（
墨
書
）
と
認
め
ら
れ
る

「
廣
島
縣
中
教
院
」
の
罫
紙

31　
　
［
臨
済
宗
教
導
職
名
簿
：
訓
導
］　

一
冊

九
本
山
事
務
所
職
務
課

袋
綴
装
（
紙
縒
留
）

二
八
・
四
×
二
〇
・
三　

五
十
一
丁
、
表
紙
一
紙

〔
外
題
〕「
訓
導
／
九
本
山
事
務
所
／
職
務
課
」（
表
紙
中
央　

直

書
、
墨
書
）

〔
備
考
〕
教
導
職
「
訓
導
」
の
名
簿

補
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
七
月
九
日
～
十
四
年
二
月

十
日

「
臨
濟
宗
」
の
罫
紙
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冊
首
に
「（
無
題
）
／180-31-1

止
」
と
記
さ
れ
た
紙
片

（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り

ZD
A

 N
o.

：180-31
32　
　
［
臨
済
宗
教
導
職
名
簿
：
権
訓
導
］　

一
冊

九
本
山
事
務
所
職
務
課

袋
綴
装
（
紙
縒
留
）

二
八
・
三
×
二
〇
・
三　

七
十
二
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
權
訓
導
／
九
本
山
事
務
所
／
職
務
課
」（
表
紙
中
央　

直

書
、
墨
書
）

〔
備
考
〕
教
導
職
「
権
訓
導
」
の
名
簿

補
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
四
月
二
十
九
日
～
十
二
年

十
一
月
二
十
一
日

「
臨
濟
宗
」
の
罫
紙

冊
首
に
「（
無
題
）
／180-32-1

止
」
と
記
さ
れ
た
紙
片

（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り

ZD
A

 N
o.

：180-32
33　
　

幼
学
詩
韻　

刊
本　

一
冊

成
徳
隣
伯
敬
・
檜
長
裕
君
益
編
輯

袋
綴
装
（
四
つ
目
綴
）　

縹
色
表
紙
（
原
）

二
一
・
三
×
一
四
・
四　

五
十
四
丁
、
表
紙
二
紙

〔
匡
郭
〕
左
右
双
辺
・
有
界　

一
五
・
四
×
一
一
・
四

〔
版
心
〕
単
黒
魚
尾
、
下
横
単
線
、
白
口　

魚
尾
上
「
柱
題
」、

魚
尾
下
「
巻
幾
」、
下
横
線
上
「
丁
幾
」

〔
本
文
〕
漢
字
：
採
録
語
の
左
に
カ
タ
カ
ナ
で
振
り
仮
名
、
右
に

平
仄
、
下
に
語
意
を
施
す　

毎
半
葉
九
行

〔
外
題
〕「
幼
（
題
簽
破
損
）　

完
」（
表
紙
左
上　

原
刷
り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
幼
學
詩
韻
／
北
總
／
成
徳
隣
伯
敬
／
檜
長
裕
君
益
／
編
輯
」

〔
尾
題
〕「
幼
學
詩
韻
〈
終
〉」

〔
柱
題
〕「
幼
學
詩
韻
」

〔
刊
記
〕「
享
和
二
壬
戌
年
（
一
八
〇
二
）
正
月
／
江
戸
書
林
…
」

〔
備
考
〕
表
紙
に
「
東
福
禪
寺
／
通
天
橋
〈
ニ
而
〉
夜
座

［　

］」、
裏
表
紙
に
「
東
福
僧
堂
／
聖
侍
［　

］」
の
墨

書
あ
り

冊
首
に
「（
無
題
）
／180-33-1

止
」
と
記
さ
れ
た
紙
片

（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り
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34　
　

幼
学
詩
韻　

刊
本　
（
欠
首
尾
）　

一
冊

成
徳
隣
伯
敬
・
檜
長
裕
君
益
編
輯

袋
綴
装
（
紙
縒
留
）　

二
二
・
二
×
一
五
・
二　

四
十
九
丁

〔
匡
郭
〕
左
右
双
辺
・
有
界　

一
五
・
五
×
一
一
・
一

〔
版
心
〕
単
黒
魚
尾
、
下
横
単
線
、
白
口　

魚
尾
上
「
柱
題
」、

魚
尾
下
「
巻
幾
」・
右
小
字
「
小
題
」、
下
横
線
下
「
丁

幾
」

〔
本
文
〕
漢
字
：
採
録
語
の
左
に
カ
タ
カ
ナ
で
振
り
仮
名
、
右
に

平
仄
、
下
に
語
意
を
施
す　

毎
半
葉
九
行

〔
首
題
〕「
幼
學
詩
韻
／
北
總
／
成
徳
隣
伯
敬
／
檜
長
裕
君
益
／
編

輯
」

〔
柱
題
〕「
幼
學
詩
韻
」

〔
印
記
〕
冊
首
右
下
「
佐
賀
」（
朱
陽
円
印
）、
同
欄
上
「
藤
田
」

（
朱
陽
円
印
）、「
義
春
」（
朱
陽
円
双
枠
）

〔
備
考
〕
33
と
は
版
が
異
な
る

冊
首
に
「（
無
題
）
／180-34-1

止
」
と
記
さ
れ
た
紙
片

（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り

35　
　

幼
学
詩
韻
三
編
：
附
幼
学
詩
話　

刊
本　
（
欠
首
尾
）　

一
冊

小
里
景
儔
・
吉
田
清
輯　

東
条
耕
閲

袋
綴
装
（
紙
縒
留
）　

二
二
・
〇
×
一
四
・
八　

五
十
二
丁

〔
匡
郭
〕
左
右
双
辺
・
有
界　

一
六
・
〇
×
一
一
・
八

〔
版
心
〕
単
黒
魚
尾
、
下
横
単
線
、
白
口　

魚
尾
上
「
柱
題
」、

魚
尾
下
「
巻
幾
」・
右
小
字
「
小
題
」、
下
横
線
下
「
丁

幾
」

〔
本
文
〕
漢
字
：
採
録
語
の
左
に
返
り
点
、
右
に
仄
声
、
下
に
語

意
を
施
す　

毎
半
葉
十
行

〔
首
題
〕「
幼
學
詩
韻
三
編
／
永
溪　

小
里
景
儔
子
朋
／
靈
鳳　

吉
田
清　

士
廉
／
同
輯
」

〔
柱
題
〕「
幼
學
詩
韻
三
編
」

〔
印
記
〕
冊
首
中
央
下
部
、
目
録
下
「
佐
賀
」（
朱
陽
円
印
）

〔
備
考
〕
冊
首
に
「（
無
題
）
／180-35-1

止
」
と
記
さ
れ
た
紙
片

（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り

36　
　

新
編
文
語
砕
金　

刊
本　

二
巻
（
存
巻
上
）　

一
冊

太
田
屋
顕
編

袋
綴
装
（
四
つ
目
綴
）　

茶
色
表
紙
（
も
と
縹
色
カ
）

二
一
・
五
×
一
五
・
二　

六
十
五
丁
、
表
紙
二
紙

〔
匡
郭
〕
四
周
双
辺
・
有
界　

一
七
・
六
×
一
二
・
〇

〔
版
心
〕
単
黒
魚
尾
、
下
横
線
、
白
口　

魚
尾
上
「
柱
題
」、
魚
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尾
下
「
巻
之
幾
」、
下
横
線
上
「
丁
幾
」

〔
本
文
〕
漢
字
：
採
録
語
の
左
に
送
り
点
、
右
に
送
り
が
な
、
下

に
語
意
を
施
す　

毎
半
葉
十
行

〔
外
題
〕「
新
徧
文
語
碎
金
」（
表
紙
左
上　

書
き
題
簽
）

〔
首
題
〕「
新
編
文
語
碎
金
巻
之
上
／
太
田
屋
顕　

編
輯
」

〔
尾
題
〕「
新
編
文
語
碎
金
巻
之
上
〈
畢
〉」

〔
柱
題
〕「
新
編
文
語
碎
金
」

〔
備
考
〕
冊
首
に
「（
下
冊
な
し
）
／180-36-1

止
」
と
記
さ
れ
た

紙
片
（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り

37　
　

孟
子
（
校
正
訓
点
四
書
）　

刊
本　

二
巻　

二
冊

（
宋
）
朱
熹
集
註

上
：
綴
紐
脱
落
、
下
：
袋
綴
装
（
紙
縒
留
）　

臙
脂
色
卍
繋
ぎ
（
紗

綾
形
）
文
表
紙
（
原
表
紙
）

〔
匡
郭
〕
左
右
双
辺
・
有
界　

一
五
・
五
×
一
〇
・
二

〔
版
心
〕
単
黒
魚
尾
、
黒
口　

魚
尾
上
「
柱
題
」、
魚
尾
下
「
巻

之
幾
」・
右
小
字
「
小
題
」・「
○
」「
丁
幾
」

〔
本
文
〕
漢
字
、
句
点
・
返
り
点
・
傍
訓
付　

毎
半
葉
九
行
・
一

行
十
八
字

〔
柱
題
〕「
孟
子
」

〔
刊
記
〕「
文
化
十
癸
酉
歳
（
一
八
一
三
）
春
新
刻
／
天
保
十
三
壬

寅
（
一
八
四
二
）
春
再
刻
／
安
政
三
丙
辰
歳
（
一
八
五
六
）

冬
三
刻
／
書
林
…
」

〔
印
記
〕
上
下
と
も
冊
首
に
「
法
幢
山
」（
朱
陽
円
印
）

〔
備
考
〕
叢
書
名
の
記
載
な
し

上
巻
尾
欠
、
下
巻
裏
表
紙
欠
落

冊
首
に
「（
無
題
）
／180-37-1

（
～
2
止
）」
と
記
さ
れ

た
紙
片
（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り

上
：
一
八
・
二
×
一
二
・
八　

四
十
一
丁
、
表
紙
一
紙

〔
外
題
〕
題
簽
剥
落
（
表
紙
左
上
）

〔
首
題
〕「
孟
子　

朱
熹
集
註
」

〔
尾
題
〕
欠
落

下
：
一
八
・
二
×
一
二
・
八　

七
十
一
丁
、
表
紙
一
紙

〔
外
題
〕「〈
改
正
／
［　
　

］〉
孟
子　

下
（
左
側
上
部
剥
落
）」（
表

紙
左
上　

原
刷
り
題
簽
）

〔
尾
題
〕「
孟
子
大
尾
」
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38　
　

論
語
集
註　

刊
本
〔
唐
本
〕　

十
巻
（
存
巻
七
至
八
）　

一
冊

（
宋
）
朱
熹
集
註

線
装
本
（
四
針
眼
、
綴
紐
脱
落
）　

茶
色
表
紙
（
原
表
紙
）

二
〇
・
〇
×
一
三
・
四　

三
十
三
丁
、
表
紙
二
紙

〔
匡
郭
〕
四
周
双
辺
・
有
界　

一
四
・
九
×
一
〇
・
四

〔
版
心
〕
単
黒
魚
尾　

魚
尾
上
「
柱
題
」、
魚
尾
下
「
巻
幾
」・「
丁
幾
」

〔
本
文
〕
漢
字
、
句
点
付　

毎
半
葉
九
行
・
一
行
二
十
字
（
注
文

双
行
）

〔
外
題
〕「
論
語
集
註
〈
子
路　

憲
問
／
衛
靈
公　

季
氏
〉」（
表
紙

左
上　

外
題
印
刷
）

〔
首
題
〕「
論
語
卷
之
七　

朱
熹
集
註
」

〔
柱
題
〕「
論
語
」

〔
備
考
〕
紙
力
低
下
の
た
め
取
扱
注
意

冊
首
に
「
全
10
巻
の
う
ち
／
巻
７
８
の
み
／180-38-1

止
」
と
記
さ
れ
た
紙
片
（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り

39　
　
［
略
韻
］　

刊
本　
（
存
下
平
侵
十
二
至
厳
凡
十
六
）　

一
冊

袋
綴
装
（
四
つ
目
綴
、
綴
紐
脱
落
）　

灰
色
表
紙　

一
八
・
〇
×
一
二
・
八

〔
匡
郭
〕
四
周
単
辺
・
無
界　

一
六
・
〇
×
一
〇
・
三

〔
版
心
〕
双
花
口
魚
尾　

上
魚
尾
下
「
韻
目
」・「
○
」「
丁
幾
」

〔
本
文
〕
漢
字
、
返
り
点
・
送
り
が
な
付

〔
文
首
〕「
侵
十
二
／
【
乾
】
潯
〈
水
深
也
、
又
水
厓
也
…
」

〔
文
尾
〕「［　
　

］
○
棱
嚴
咒
」

〔
書
入
〕
朱
点
・
朱
引
、
欄
上
・
本
文
中
に
墨
書
・
朱
書
の
書
き

入
れ

〔
備
考
〕
本
紙
固
着
の
た
め
披
見
不
可

冊
首
に
「（
無
題
）
／180-39-1

止
」
と
記
さ
れ
た
紙
片

（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り

40　
［
明
治
初
年
仏
教
政
策
関
係
文
書
］　

七
点

袋
綴
装
（
紙
縒
留
）・
一
紙
形
態
混
在
、
薄
葉
紙
包

〔
備
考
〕
明
治
初
期
の
宗
教
政
策
に
関
す
る
文
書
の
控
な
ど

収
納
さ
れ
る
薄
葉
紙
に
、「〔
明
治
初
期
大
教
院
／
関
係

書
類
〕
／180-40

（
7
点
）//

」
と
記
さ
れ
た
紙
片
（
薄

葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り

当
時
の
建
仁
寺
管
長
は
、
当
院
第
十
五
世
・
荊
叟
東

玟
。
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
に
関
連
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る

ZD
A

 N
o.

：180-40
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一
：「［
覚
書
］（
教
院
の
規
則
に
付
）」　

横
帳

一
二
・
五
×
三
一
・
四　

二
丁

〔
文
首
〕「（
前
欠
カ
）
□
教
院
ヲ
興
隆
シ
諸神

官宗
及
神諸

宗官
／
マ
テ
彼

我
ヲ
忘
却
シ
一
致
シ
テ
同
心
／
戮
力
國
教
ヲ
恢
張
ス
ル

ノ
条
勿
論
／
ノ
ヿ
ニ
ソ
ロ
…
」

〔
文
尾
〕「
…
其
餘
小
同
小
異
ノ
／
事
々
適
宜
便
宜
ノ
件
々
ハ
／

後
ノ
規
則
條
々
ニ
分
列
ス
」

二
：「［
書
状
案
］（
諸
末
派
代
理
人
之
儀
）」　

一
紙
形
態

一
八
・
〇
×
四
五
・
〇　

一
紙
（
継
紙
二
紙
）

〔
文
首
〕「
三
府
五
港
七
十
二
縣
代
理
人
ノ
儀
、
兼
〈
而
〉
御
承

／
知
も
被
下
候
通
…
」

〔
文
尾
〕「
八
月
朔　

相
國
寺
承
珠
印
／
列
嶽
大
和
尚
」（
別
筆
）

〔
備
考
〕
別
筆
は
荊
叟
カ
。
ま
た
、
貼
継
が
あ
り
、「
追
曰
…
」

と
所
見
が
認
め
ら
れ
て
い
る

三
：「
御
逹
ノ
覚
〈
目
録
抄
出
〉：［
明
治
五
年
四
月
至
六
月
］」　

竪
帳

二
四
・
五
×
一
六
・
八　

二
丁

〔
首
題
〕「
御
逹
ノ
覚
〈
目
録
抄
出
〉」

〔
文
首
〕「
一　

教
則
三
條
〈
四
月
〉
…
」

〔
文
尾
〕「
一　

諸
末
寺
從
前
別
格
ノ
分
可
申
出
」

四
：「［
覚
書
］（
布
教
に
付
）」　

一
紙
形
態

　

二
四
・
二
×
三
三
・
九　

一
紙

〔
文
首
〕「
一　

謹
テ
三
條
ノ
旨
ヲ
守
ル
ヘ
キ
事　

一　

深
ク
宗

意
ヲ
信
ス
ヘ
キ
事
／
一　

厚
ク
祖
先
ヲ
敬
ス
ヘ
キ
事
／

右
ノ
趣
違
犯
ニ
於
テ
ハ
神
佛
ノ
冥
罰
ヲ
蒙
ル
ヘ
キ
■
也

／
右
合
議
決
定
ノ
事
／
一　

第
一　

從
前
ノ
…
」

〔
文
尾
〕「
一　

第
八　

社
中
朝
夕
神
佛
ノ
廣
前
ニ
於
テ
別
帋
三

條
ヲ
風
讀
シ
異
端
／
妖
邪
ノ
煽
惑
セ
サ
ル
様
、
懇
到
誓

願
セ
シ
ム
ヘ
シ
」

五
：「
口
上
覚
（
宗
名
之
儀
）」　

竪
帳　

二
四
・
五
×
一
六
・
九　

二
丁

〔
文
首
〕「
口
上
覺
／
宗
名
之
儀
者
、
天
竺
ニ
而
佛
所
説
之
經
、

或
ハ
菩
薩
所
造
之
論
ニ
／
依
而
…
」

〔
文
尾
〕「
申
八
月
傳
写　

増
上
内
通
玄
院
□
□
之
文
」

〔
備
考
〕
江
戸
中
期
か
ら
明
治
初
頭
に
か
け
て
争
わ
れ
た
、
浄
土

宗
と
浄
土
真
宗
間
の
「
真
宗
」
の
名
前
を
巡
る
宗
名
論

争
に
関
す
る
も
の
で
、
浄
土
宗
（
増
上
寺
）
側
の
主
張
と

み
ら
れ
る

六
：「［
願
書
下
書
］（
僧
タ
ル
者
ハ
）」
一
紙
形
態

二
七
・
九
×
四
〇
・
六
―
一
紙
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〔
文
首
〕「
一　

僧
タ
ル
者
ハ
諸
民
教
導
ノ
職
任
ニ
ソ
ロ
ヘ
ハ
…
」

〔
文
尾
〕「
…
教
法
萬
國
ヘ
モ
相
及
／
ヒ
ソ
ロ
様
ニ
モ
相
成
ル
ヘ

ク
ト
奉
存
ソ
ロ
此
段
御
聞
届
成
シ
下
サ
レ
／
ソ
ロ
条
偏

ニ
奉
願
ソ
ロ
也
」

七
：「
設
小
教
社
議
」　

一
紙
形
態　

二
七
・
八
×
二
八
・
九　

一
紙

〔
文
首
〕「
設
小
教
社
議
／
大
教
院
建
築
ノ
議
、
既
ニ
立
テ
〈
將

ニ
〉
営
繕
ノ
事
ヲ
舉
ン
／
ト
ス
…
」

〔
文
尾
〕「
壬
申
七
月　

六
級
課
議
」

41　
　
［
道
歌
集
］
残
欠　

写
本　

一
冊

一
紙
形
態
（
紙
縒
等
脱
落
）

二
二
・
八
×
一
六
・
八　

四
紙

〔
文
首
〕「
後
世
願
フ
人
ニ　

死
テ
后
ヲ
佛
ト
人
ヤ
思
フ
ラ
ン
…
」

〔
文
尾
〕「
ハ
ツ
カ
シ
ト
問
テ
錯
ル
法
ノ
道
、
フ
ミ
迷
フ
ベ
キ
人

ハ
カ
ナ
シ
キ
」

〔
備
考
〕
江
戸
後
期
か
ら
明
治
時
代
の
成
立
と
み
ら
れ
る

内
容
は
、
至
道
無
難
の
『
即
心
記
』
や
、
仙
厓
義
梵
の

「
老
人
六
歌
選（
仙
カ
）」
ほ
か
で
構
成

冊
首
に
「〔
狂
歌
集
〕
残
欠
／180-41//

」
と
記
さ
れ

た
紙
片
（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り

ZD
A

 N
o.

：180-41

42　
　
［
絶
海
録
考
証
］
草
稿
残
欠　

写
本　

一
冊

［
高
峰
東
晙
編
］

袋
綴
装
（
紙
縒
留
）　

二
五
・
二
×
一
七
・
五　

三
紙

〔
文
首
〕「〈
巻
一
ノ
二
丈
〉
／
△
満
翁　

了
道
號
満
翁
、
初
為
天

台
宗
…
」

〔
文
尾
〕「
…
信
州
人
也
、
嗣
絶
海
在
相
國
／
典
賓
之
職
」

〔
備
考
〕
絶
海
中
津
（
一
三
三
六
～
一
四
〇
五
）
の
語
録
で
あ
る

『
絶
海
和
尚
語
録
』
に
つ
い
て
、
当
院
第
十
三
世
・
高
峰

東
晙
が
註
解
し
た
『
絶
海
録
考
証
』
の
草
稿
の
残
欠
か

覚
書
の
類
い
と
み
ら
れ
る

冊
首
に
「〔
絶
海
和
尚
語
録
註
〕
／180-42//

」
と
記

さ
れ
た
紙
片
（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り

ZD
A

 N
o.

：180-42
43　
　
［
華
厳
五
教
章
注
解
］
零
葉　

写
本　

一
紙

［
高
峰
東
晙
］
編
カ
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一
紙
形
態
（
紙
縒
等
脱
落
）　

二
五
・
二
×
一
六
・
八　

一
紙

〔
文
首
〕「
△
光
曜
宮
殿
等　

経
曰
…
」

〔
文
尾
〕「
…
此
□
浄
土
、
而
亦
不
離
以
」

〔
備
考
〕
内
容
は
、『
華
厳
一
乗
教
義
分
斉
章
』
巻
第
一
の
「
施

設
異
相
第
八
」
の
部
分
、「
光
曜
宮
殿
等
」
か
ら
「
此
華

厳
〈
ハ
〉
皆
云
在
華
蔵
〔
厳
〕
界
內
摩
竭
国
等
」
ま
で

冊
首
「〔
華
厳
一
乗
教
義
／
分
斉
章
註
〕
零
葉
／180-

43//

」
と
記
さ
れ
た
紙
片
（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）

44　
　
［
詩
語
辞
典
］
残
欠　

写
本　

一
括

一
紙
形
態
（
紙
縒
等
脱
落
）・
薄
葉
紙
包

一
九
・
四
×
一
三
・
八　

四
十
六
紙

〔
文
首
〕「
赤
泉
〈
負
丘
山
上
有
ー
ー
／
飲
之
不
老
〉
…
」

〔
文
尾
〕「
…
分
〈
ソ
ム
ク
諸
侯
ー
ー
〉」

〔
備
考
〕
冊
首
「
左
下
虫
損
部
分
／
注
意
〔
聯
句
用
熟
語
辞
典
〕

／180-44//

」
と
記
さ
れ
た
紙
片
（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）

あ
り

ZD
A

 N
o.

：180-44
45　
　

馬
島
朝
鮮
別
幅
目
録　

一
冊

袋
綴
装
（
紙
縒
留
）　

共
紙
表
紙

一
二
・
五
×
一
八
・
〇　

七
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「〈
馬
島
／
朝
鮮
〉
別
幅
目
録
」（
表
紙
左　

直
書
、
墨

書
）、「
五
伍
／
七
漆
」（
表
紙
右
上　

墨
書
）

〔
首
題
〕「
△
朝
鮮
別
幅
」

〔
備
考
〕「
別
幅
」
は
贈
答
品
一
覧
。
こ
れ
ら
の
品
は
、
朝
鮮
・

馬
島
（
対
馬
）
と
も
に
持
参
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
、
第

一
船
・
一
特
送
使
船
・
以
酊
庵
送
使
船
な
ど
、
船
に

よ
っ
て
異
な
る
。
こ
の
目
録
は
、
朝
鮮
と
対
馬
そ
れ
ぞ

れ
の
持
参
品
の
名
称
や
数
量
を
船
別
に
書
き
上
げ
た
も

の
で
、
内
容
か
ら
年
例
送
使
時
の
も
の
と
み
ら
れ
る

ま
た
、
児
名
送
使
（
対
馬
島
主
で
あ
る
宗
氏
の
嫡
子
の
名

前
で
派
遣
さ
れ
る
送
使
）
の
と
こ
ろ
で
は
、「
義
真
送
使
」

と
み
ら
れ
る
。
こ
の
名
称
に
つ
い
て
、
対
朝
鮮
通
交
関
連

の
覚
書
を
ま
と
め
た
「
対
韓
使
船
要
説
」（
建
仁
寺
両
足

院
所
蔵
聖
教
目
録
Ⅰ
～
Ⅲ
、「
第
百
八
十
一
函
」
41
号
、ZD

A
 

N
o.:181-041

）
の
児
名
送
使
の
項
に
、「
…
寛
永
十
九
年
彦

滿
之
圖
書
差
越
。
彦
滿
者
義
眞
之
兒
名
故
義0

眞0

送
使

0

0

共
号

ス
。
其
後
太
守
之
子
息
有
之
時
者
…
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
本
書
の
内
容
が
、
府
中
藩
第
二
代
藩
主
・
宗
義
成
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（
一
六
〇
四
～
一
六
五
七
）
の
時
代
、
年
例
送
使
と
し
て
の

児
名
送
使
が
始
め
ら
れ
た
時
期
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る

冊
首
に
「〈
馬
島
朝
鮮
〉
／
別
幅
目
録
／180-45//

」

と
記
さ
れ
た
紙
片
（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り

ZD
A

 N
o.

：180-45

46　
　
［
山
門
疏
］　

二
通

一
紙
形
態
〔
奉
書
紙
七
ツ
折
半
〕

〔
備
考
〕
法
量
は
広
げ
た
状
態
の
も
の

「〔
山
門
疏　

二
通
〕／180-46
」
と
記
さ
れ
た
紙
片
（
薄

葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り

ZD
A

 N
o.

：180-46

一
：
三
二
・
七
×
四
四
・
一　

一
紙

〔
首
題
〕「
東
嶺
西
堂
住
建
長
山
門
」

二
：
三
二
・
八
×
四
五
・
八　

一
紙

〔
首
題
〕「
憲
道
和
尚
再
住
相
国
山
門
」

47　
　

回
向
記
（
過
去
帳
）　

一
帖

折
本
装　

緑
青
色
蓮
華
唐
草
文
表
紙

一
三
・
三
×
五
・
七　

三
十
三
折

〔
外
題
〕「
回
向
記
」（
表
紙
中
央　

直
書
、
墨
書
）

〔
備
考
〕
紙
背
数
葉
に
真
言
を
認
め
る

冊
首
に
「
…
回
向
記
（
外
）
／180-47

」
と
記
さ
れ
た

紙
片
（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り

48　
　

袖
珍
有
司
武
鑑　

刊
本
〔
横
帳
〕　

一
冊

袋
綴
装
（
三
ツ
目
）　

薄
黄
色
表
紙
（
原
表
紙
）

七
・
一
×
一
六
・
二　

九
十
一
丁
、
表
紙
二
紙

〔
匡
郭
〕
四
周
単
辺
・
有
界　

五
・
六
×
一
四
・
四

〔
版
心
〕
無
魚
尾　

横
単
線
で
二
格
に
分
割
、
第
二
格
「
丁
幾
」

〔
本
文
〕
漢
字
ひ
ら
が
な
交
じ
り

〔
外
題
〕「〈
袖
／
珍
〉
有
司
□
（
武
）
鑑　

全
」（
表
紙
左　

刷
り

題
簽
）

〔
刊
記
〕「
文
久
元
辛
酉
年
（
一
八
六
一
）
毎
月
改
／
御
書
物
師 

出

雲
寺
萬
次
郎
板
」

〔
備
考
〕
又
丁
。
巻
末
に
出
版
広
告
あ
り

冊
首
に
「〈
袖
珍
〉
有
司
武
鑑
（
外
）
／180-48

」
と
記
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さ
れ
た
紙
片
（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り

49　
　

一
刀
流
兵
法
目
録　

写
本　

一
巻

巻
子
装　

一
八
・
六
×
三
・
八

〔
首
題
〕「
一
刀
流
兵
法
目
録
／
同
外
物
之
事
」

〔
奥
書
〕「
天
明
七
年
／
丁
未
（
一
七
八
七
）
四
月
吉
日
／
若
槻
菊

太
郎
殿
／
参
」

〔
備
考
〕
法
量
は
巻
い
て
あ
る
状
態
の
も
の

冊
首
に
「
一
刀
流
兵
法
目
録
／180-49//

」
と
記
さ
れ

た
紙
片
（
薄
葉
紙
・
鉛
筆
書
き
）
あ
り

【
番
外
】

1　
　

祖
堂
集　

刊
本
〔
謄
写
版
〕　

二
十
巻
（
存
巻
第
十
三
之
第

十
六
）　

一
冊

（
中
国
・
五
代
）
静
・
筠
共
編

袋
綴
装
（
四
つ
目
綴
、
綴
糸
脱
落
）　

焦
茶
色
表
紙
（
原
表
紙
）

二
五
・
〇
×
一
七
・
七　

六
十
四
丁
、
表
紙
一
紙
、
遊
び
紙
一
紙

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
十
四
行
・
一
行
十
八
字

〔
備
考
〕
端
本
。
ま
た
、
百
二
十
八
頁
ま
で
で
後
欠

本
書
は
、
南
唐
保
大
十
年
（
九
五
二
）
に
成
っ
た
禅
宗

灯
史
の
一
つ
で
、
祖
師
た
ち
の
堂
奥
の
意
か
ら
、
祖
堂
集

と
名
付
け
ら
れ
た

原
本
は
、
花
園
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
朝
鮮
・
海

印
寺
版
（
高
麗
・
高
宗
三
十
二
年
〈
一
二
四
五
〉
開
板
）。
こ

の
本
が
花
園
大
学
図
書
館
に
入
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、

「
戰
後
の
學
制
改
革
で
、
臨
濟
學
院
専
門
學
校
は
、
新
制

度
の
花
園
大
學
と
な
る
。
當
時
、
鈴
木
大
拙
の
直
弟
子
を

自
認
し
て
い
た
緒
方
宗
博
先
生
が
、
學
校
の
新
し
い
出
發

を
記
念
し
て
、
祕
蔵
の
『
祖
堂
集
』
原
本
を
、
大
學
圖

書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
」（
柳
田
聖
山
『
祖
堂
集
索
引
』
下
册
、

京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
、
一
九
八
四
年
）
と
い
う

ま
た
同
館
に
は
、
も
う
一
点
、
別
の
海
印
寺
版
『
祖
堂

集
』
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
、
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究

所
所
長
（
当
時
）
の
柳
田
聖
山
師
が
、
一
九
九
一
年
六
月

に
韓
国
の
海
印
寺
と
僧
伽
大
学
を
訪
問
さ
れ
た
際
に
寄
贈

さ
れ
た
も
の
で
、
原
板
に
よ
る
新
摺
本
で
あ
る

本
書
は
、
行
数
・
字
数
と
も
原
本
通
り
に
手
書
き
謄
写

版
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）

か
ら
数
年
間
、
柳
田
師
に
よ
っ
て
、
花
園
大
学
か
ら
出
版

さ
れ
た
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2　
　

建
仁
寺
塔
頭
末
寺
略
伝
記　

複
製
本　

一
冊

私
製
：
複
写
版　

袋
綴
装
（
綴
り
紐
結
び
留
め
）　

ク
ラ
フ
ト
厚
紙

表
紙

二
六
・
七
×
一
九
・
八　

八
十
九
紙
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
建
仁
塔
頭
末
寺
畧
傳
記　

霊
洞
院
蔵
」

〔
書
入
〕
部
分
的
に
注
記
（
青
イ
ン
ク
書
き
）
あ
り

〔
備
考
〕
当
院
第
二
十
二
世
・
伊
藤
東
慎
師
が
作
成
と
推
測

建
仁
寺
霊
洞
院
所
蔵
と
み
ら
れ
る
本
の
複
製
。
感
光
紙

に
よ
る
複
写
で
、
少
々
退
色
が
み
ら
れ
る

原
本
表
紙
、「
建
仁
塔
頭
末
寺
畧
傳
記
」（
表
紙
左
上　

直
書
、
墨
書
）、「
住
持
方
用
」（
表
紙
右
上　

直
書
、
墨
書
）。

複
写
さ
れ
た
表
紙
の
中
央
に
、「
享
保
四
年(

一
七
二
一)

編　

cf

大
龍
菴
□
」
の
記
述
（
青
イ
ン
ク
書
き
）
あ
り

本
編
の
三
箇
所
に
「（
参
考
・
草
稿
本
）」
と
注
記
さ
れ

る
異
本
の
複
写
が
入
り
、
ま
た
、
末
尾
に
異
本
の
目
録

（
題
名
「
東
山
建
仁
寺
畧
傳
目
録
」、
右
下
に
「
常
光
／
文
庫
」

の
赤
イ
ン
ク
書
き
あ
り
）
と
、
丁
表
に
題
名
（「
建
仁
及
塔

頭
末
寺
略
傳
」）、
裏
に
「
此
畧
傳
享
保
七
年
寅
冬
改
正
之
」

の
墨
書
が
確
認
で
き
る
複
写
紙
が
入
る

ZD
A

 N
o.

：
番
外-2

３　
　

元
寇
史
料
集	:	

付
解
説	

一
箱

国
民
精
神
文
化
研
究
所

二
六
・
四
×
七
・
五　

本
編
二
軸
、
解
説
一
冊

〔
刊
記
〕
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）

〔
備
考
〕
國
民
精
神
文
化
文
獻　

二

本
編
と
解
説
と
を
併
せ
て
一
箱
に
収
納
。
法
量
は
収
納

し
て
あ
る
箱
の
も
の

一
：「
元
寇
史
料
集 

一
」　

一
軸

巻
子
装

〔
首
題
〕「
正
傳
寺
文
書
・
石
清
水
八
幡
宮
文
書
」

二
：「
元
寇
史
料
集 

二
」　

一
軸

巻
子
装

〔
首
題
〕「
壬
生
官
務
家
日
記
」

三
：「
解
説
」　

一
冊

大
和
綴
装　

二
六
頁
、
表
紙
二
紙

〔
首
題
〕「
元
寇
史
料
集
解
説
」
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別
置

四
　
桐
箱
（
一
件
五
点
）

〔
備
考
〕
腹
紐
付
き
で
、
指
物
師
に
よ
っ
て
作
成
（
底
板
内
側
に
署

名
あ
り
）
さ
れ
た
も
の

【
第
二
十
八
番
】

(11)　
　

仏
果
圜
悟
禅
師
碧
巌
録　

刊
本
〔
妙
心
寺
正
眼
庵
・
特
大

版
〕
十
巻　

五
冊

（
宋
）
雪
竇
重
顕
頌
古　

圜
悟
克
勤
評
唱

袋
綴
装
（
五
つ
目
綴
）　

柿
渋
塗
り
表
紙

〔
匡
郭
〕
左
右
双
辺
・
有
界　

一
七
・
七
×
一
一
・
四

〔
版
心
〕
黒
魚
尾
、
中
黒
口　

上
下
向
魚
尾
下
「
柱
題
」「
巻
幾
」

「
○
」、
下
双
魚
尾
の
間
「
丁
幾
」

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
十
一
行
・
一
行
二
十
一
字

〔
柱
題
〕「
碧
巖
」（
一
部
「
碧
岩
」、「
碧
」）

〔
刊
記
〕
巻
首
扉
・
右
「
杭
州
北
槁
北
街
東
嵎
中
張
氏
書
隠
印

行
」、
左
「
山
城
州
西
京
妙
心
禅
寺
内
正
眼
菴
新
刊
」

〔
印
記
〕
各
冊
巻
首
、「
兩
足
院
」（
朱
陰
長
方
飾
枠
）

〔
書
入
〕
朱
点
・
朱
引
、
墨
書
に
よ
る
訓
点
・
送
り
が
な
・
欄
外

に
詳
細
な
注
記
の
書
き
入
れ
あ
り

〔
備
考
〕
覆
元
〔
延
祐
四
年
跋
〕
刊
本
で
、
室
町
時
代
の
刊
行

特
大
版
で
、
全
体
的
に
多
め
に
余
白
が
と
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
書
き
入
れ
し
や
す
い
よ
う
に
作
成
さ
れ
た
も

の
と
伝
わ
っ
て
お
り
、
該
書
に
も
室
町
か
ら
江
戸
初
期
あ

た
り
と
み
ら
れ
る
書
き
入
れ
が
多
数
確
認
で
き
る

現
在
所
用
目
録
、「
第
廿
八
番
」
に
著
録
、
欄
上
に

「
別
」
の
墨
書
あ
り

ZD
A

 N
o.

：28-6

巻
一
之
二
：
三
〇
・
一
×
二
〇
・
八　

八
十
二
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「　
　

巻
一
／
聖
諦
第
一
義　

趙
州
至
道　

馬
祖
不
安

／
徳
山
挾
複
問
答　

雪
峰
粟
米
粒　

雲
門
好
日
／
惠
超

問
佛　

翠
岩
眉
毛　

趙
州
四
門
／
睦
州
掠
虚
頭
漢
／　

　

巻
二
／
黄
蘗
噇
酒
糟
漢　

洞
山
麻
三
斤　

巴
陵
銀
椀

／
雲
門
對
一
説　

雲
門
倒
一
説　

鏡
清
啐
啄
／
香
林

久（
上
下
）坐
成
労　

國
師
無
縫
塔　

倶
胝
一
指
／
竜
牙
西
來
意
」

〔
首
題
〕「
佛
果
圜
悟
禪
師
碧
巖
録
卷
第
一
／
師
住
澧
州
夾
山
靈

泉
禪
院
評
唱
／
雪
竇
顯
和
尚
頌
古
語
要
」

〔
尾
題
〕「
佛
果
圜
悟
禪
師
碧
巖
録
卷
第
二
」
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巻
三
之
四
：
三
〇
・
一
×
二
〇
・
七　

六
十
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「　
　

第
三
／
智
門
蓮
花　

雪
峰
鼈
鼻
蛇　

保
福
妙
峰

頂
／
潙
山
老
牸
牛　

蓮
花
峰
庵
主
拈
杖　

百
丈
奇
特
／

雲
門
体
露
金
風　

南
泉
不
説
心
佛　

大
隋
壊
／
趙
州
蘿

蔔
／　
　

巻
四
／
麻
谷
三
匝　

定
上
座
大
悟　

資
福
掩

却
門
／
仰
山
五
老
峰　

文
殊
無
著　

長
沙
遊
山
／
盤
山

無
法　

風
穴
鉄
牛　

雲
門
花
薬
欄
／
南
泉
指
庭
前
花
」

〔
首
題
〕「
佛
果
圜
悟
禪
師
碧
巖
録
卷
第
三
」

〔
尾
題
〕「
佛
果
圜
悟
禪
師
碧
巖
録
卷
第
四
」

巻
五
之
六
：
三
〇
・
二
×
二
〇
・
八　

五
十
一
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「　
　

巻
五
／
趙
州
大
死
底
人　

龐
居
士
好
雪　

洞
山

無
寒
暑
／
禾
山
解
打
皷　

趙
州
布
衫　

鏡
清
雨
滴
聲
／

雲
門
六
不
收　

朗
上
座
捧
炉
神　

三
聖
透
網
金
鱗
／
雲

門
塵
々
三
昧
／　
　

巻
六
／
雪
峰
岩
頭
末
後
句　

趙
州

石
橋　

百
丈
野
鴨
子
／
雲
門
展
兩
手　

道
吾
不
道　

良

禅
客
一
鏃
破
三
關
／
趙
州
田
厙
奴　

趙
州
五
年
分
疎
不

下　

趙
州
何
不
尽
這
語
／
雲
門
拄
杖
化
龍
」

〔
首
題
〕「
佛
果
圜
悟
禪
師
碧
巖
録
卷
第
五
」

〔
尾
題
〕「
佛
果
圜
悟
禪
師
碧
巖
録
卷
第
六
」

巻
七
之
八
：
三
〇
・
一
×
二
〇
・
八　

四
十
九
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「　
　

巻
七
／
風
穴
國
家
興
亡　

雲
門
一
宝
秘
在　

南

泉
斬
猫
児
／
趙
州
戴
鞋　

外
道
問
佛　

岩
頭
引
頸
㘞
／

傅
大
士
講
經　

惠
寂
惠
然　

麻
谷
女
人
拜
／
潙
山
却
請

和
上
道
／　
　

巻
八
／
五
峰
和
尚
併
却　

雲
岩
和
上
有

也
未　

馬
祖
蔵
頭
白
／
金
牛
喫
飯
來　

烏
臼
消
得
恁
麼

　

丹
霞
喫
飯
也
未
／
雲
門
餬
餅　

十
六
開
士
入
浴　

投

子
一
切
聲
佛
聲
／
趙
州
孩
子
六
識
」

〔
首
題
〕「
佛
果
圜
悟
禪
師
碧
巖
録
卷
第
七
」

〔
尾
題
〕「
佛
果
圜
悟
禪
師
碧
巖
録
卷
第
八
」

巻
九
之
十
：
三
〇
・
二
×
二
〇
・
八　

六
十
七
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「　
　

巻
九
／
藥
山
麈
中
王　

大
竜
堅
固
法
身　

雲
門

古
佛
露
柱
□
／
維
摩
入
不
二
法
門　

桐
峰
菴
主
虎
声　

雲
門
厨
庫
山
門
／
雲
門
藥
病
相
治　

玄
沙
三
種
病
人　

雲
岩
大
悲
手
眼
／
智
門
般
若
体
用
／　
　

巻
十
／
鹽
官

犀
牛
扇
子　

世
尊
陞
座　

大
光
野
狐
精
／
楞
厳
非
物
非

汝　

長
慶
羅
漢
三
毒　

趙
州
三
轉
語
／
金
剛
經
輕
賤
消

滅　

西
院
兩
錯　

国
師
十
身
調
御
／
巴
陵
吹
毛
剣
」

〔
首
題
〕「
佛
果
圜
悟
禪
師
碧
巖
録
卷
第
九
」

〔
尾
題
〕「
佛
果
圜
悟
禪
師
碧
巖
録
卷
第
十
終
」
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五
　
薄
葉
紙
包
〔
一
件
四
点
〕

〔
備
考
〕
蓋
箱
天
板
と
身
箱
に
、「
第
四
十
五
箱
の
内
（
別
出
）
／

敕
規
桃
源
鈔　

四
冊
」
の
墨
書
の
あ
る
箱
が
あ
る
が
、

大
き
さ
が
合
わ
な
い
た
め
、
現
在
で
は
箱
を
残
し
な
が

ら
、
該
書
を
薄
葉
紙
で
包
ん
で
収
納

【
第
四
十
五
番
】

[22]
百
丈
清
規
抄　
　

写
本　

四
冊

雲
章
一
慶
講　

桃
源
瑞
仙
録　
［
高
峰
東
晙
］
跋
・
補
綴

袋
綴
装
（
四
つ
目
綴
）　

亜
麻
色
表
紙
（
高
峰
東
晙
補
）

〔
本
文
〕
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り　

毎
半
葉
十
四
行
（
第
三
冊
の

み
十
三
行
）

〔
奥
書
〕「
寛
正
三
年
（
一
四
六
二
）
歳
在
壬
午
八
月
十
日
、
瑞
林

之
東
軒
抄
畢
、
蓋
／
雲
翁
始
講
於
恵
日
之
宝
渚
而
、
終

巻
於
鷲
峰
、
従
己
卯
（
長
禄
三
年
・
一
四
五
九
）
春
迄
今

前
後
／
四
更
星
霜
焉
…
」

第
四
冊
の
末
尾
、
高
峰
に
よ
る
識
語
「
昔
寛
正
中
、
東

福
雲
章
講
敕
修
清
規
、
相
國
桃
源
以
國
字
記
／
其
所
聞
世

稱
之
雲
桃
鈔
、
一
日
書
賈
携
此
書
来
、
題
曰
隨
／
方
毘

尼
、
讀
之
所
謂
雲
桃
鈔
者
也
、
毎
卷
有
光
隣
印
記
、
隣

／
者
東
福
寳
勝
院
芳
卿
之
名
而
去
雲
章
桃
源
不
遠
矣
、

竊
／
知
古
物
、
復
讀
到
第
二
卷
末
記
曰
、
明
應
五
丙
辰

（
一
四
九
六
）
書
之
、
因
是
／
推
考
此
鈔
成
僅
廿
五
年
也
、

至
今
安
永
丙
申
（
一
七
七
六
）
既
二
百
八
／
十
年
、
於
是

奇
而
居
之
、
補
綴
裱
褙
、
以
為
珍
襲
／
東
晙
誌
」
あ
り

〔
印
記
〕
各
冊
巻
首
「
光
／
鄰
」（
黒
陽
円
印
）

高
峰
識
語
署
名
下
、「
東
晙
／
之
印
」（
朱
陰
方
印
）、

「
高
／
峰
」（
朱
陽
方
印
）

〔
書
入
〕
朱
点
・
朱
引
、
欄
上
・
本
文
中
朱
墨
の
書
き
入
れ
あ
り

第
一
冊
：
二
八・八
×
二
〇・八　

七
十
丁
、
表
紙
二
紙
、
遊
び
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
敕
規
桃
源
鈔　
（「
夋
」
朱
陽
楕
円
印
）　

一
」（
表
紙
左
上

　

書
き
題
簽
、
墨
書
）

第
二
冊
：
二
九
・
一
×
二
一
・
〇　

六
十
六
丁
、
表
紙
二
紙
、
遊
び
紙

　
　
　
　

二
紙

〔
外
題
〕「
敕
規
桃
源
鈔　
（「
夋
」
朱
陽
楕
円
印
）　

二
」（
表
紙
左
上

　

書
き
題
簽
、
墨
書
）

第
三
冊
：
二
八・七
×
二
一・〇　

九
十
丁
、
表
紙
二
紙
、
遊
び
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
敕
規
豺
源
鈔　
（「
夋
」
朱
陽
楕
円
印
）　

三
」（
表
紙
左
上

　

書
き
題
簽
、
墨
書
）
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第
四
冊
：
二
九
・
〇
×
二
〇
・
八　

九
十
七
丁
、
表
紙
二
紙
、
遊
び
紙

　
　
　
　

二
紙

〔
外
題
〕「
敕
規
桃
源
鈔　
（「
夋
」
朱
陽
楕
円
印
）　

四
」（
表
紙
左
上

　

書
き
題
簽
、
墨
書
）

六
　
折
込
帙
〔
一
件
一
三
点
〕

〔
備
考
〕
四
方
帙
、
題
簽
白
紙

【
第
百
五
十
六
番
】

1　
　

毛
詩
抄
：
毛
詩
環
翠
口
義　

写
本　

二
十
巻　

十
三
冊

［
清
原
宣
賢
］
講　

林
宗
二
・
林
宗
和
筆

袋
綴
装
（
包
背
）　

焦
茶
色
表
紙
（
補
修
：
原
表
紙
利
用
）

〔
本
文
〕
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り

〔
印
記
〕
各
冊
巻
首
「
兩
足
院
」（
朱
陰
長
方
飾
枠
印
）

〔
備
考
〕
本
書
は
、
室
町
時
代
に
清
原
宣
賢
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た

『
毛
詩
』
の
講
義
を
林
宗
二
と
林
宗
和
が
書
写
し
た
も
の
。

古
く
か
ら
最
善
本
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、『〈
両
足
院
叢

書
〉
林
宗
二
・
林
宗
和
自
筆
毛
詩
抄
：
毛
詩
環
翠
口
義
』

（
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）
と
し
て
影
印
刊
行
さ
れ
て
い
る

表
紙
・
本
紙
と
も
に
補
修
が
あ
る
が
、
前
掲
書
の
解
説

に
「
影
印
す
る
に
は
傷
み
す
ぎ
て
い
る
…
最
小
限
の
修
理

を
行
い
」
と
あ
る
の
で
、
大
体
は
こ
の
時
の
も
の
と
推
定

で
き
る
。
ま
た
、
第
八
冊
の
丁
番
号
「
3
」「
4
」
の
間

に
「
14
」
が
、
ま
た
第
十
三
冊
で
「
13
」
と
「
14
」
の
間

に
無
番
号
の
丁
が
見
ら
れ
る
が
、
刊
行
さ
れ
て
い
る
影
印

も
同
じ
順
序
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
指
摘
の

み
に
と
ど
め
る

ZD
A

 N
o.

：156-1

巻
一
：
二
四
・
七
×
一
八
・
三　

五
十
八
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
毛
詩
環
翠
口
義
〈
第
一
〉
□
（
十
）
三
冊
之
□
（
内
）」

（
表
紙
左
上　

直
書
、
墨
書
）

〔
首
題
〕「
毛
詩
序
抄
」

〔
尾
題
〕「
毛
詩
抄
第
一
」

〔
奥
書
〕「
五
十
□
（
八
カ
）
丁
」

巻
二
：
二
三
・
九
×
一
八
・
五　

四
十
二
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
毛
詩
環
翠
口
義
〈
第
二
〉
十
三
冊
之
内
」（
表
紙
左
上

　

直
書
、
墨
書
）

〔
首
題
〕「
毛
詩
抄
巻
第
二
」

〔
尾
題
〕「
二
終
」
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巻
三
：
二
四
・
〇
×
一
八
・
三　

四
十
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
毛
詩
環
翠
口
義
〈
第
三
〉
十
三
冊
之
内
」（
表
紙
左
上

　

直
書
、
墨
書
）

〔
首
題
〕「
毛
詩
巻
第
三
」

〔
尾
題
〕「
毛
詩
巻
第
三
」

巻
四
：
二
四
・
三
×
一
九
・
〇　

三
十
九
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
毛
詩
環
翠
口
義
〈
第
四
〉
十
三
冊
之
内
」（
表
紙
左
上

　

直
書
、
墨
書
）

〔
首
題
〕「
毛
詩
巻
第
四
」

〔
尾
題
〕「
毛
詩
巻
第
四
」

〔
奥
書
〕「
天
文
八
年
四
月
十
日
」

巻
五
之
六
：
二
四
・
九
×
一
八
・
五　

五
十
七
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
毛
詩
環
翠
□
（
口
）
義
〈
五
之
六
〉
十
三
冊
之
内
」

（
表
紙
左
上　

直
書
、
墨
書
）

〔
首
題
〕「
毛
詩
抄
第
五
」

〔
尾
題
〕「
毛
詩
巻
第
六
」

巻
七
之
八
：
二
四
・
二
×
一
八
・
九　

五
十
四
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
毛
詩
環
翠
口
義
〈
七
之
八
〉
十
三
冊
之
内
」（
表
紙
左

上　

直
書
、
墨
書
）

〔
首
題
〕「
毛
詩
抄
巻
之
七
」

〔
尾
題
〕「
毛
詩
抄
巻
之
八
」

巻
九
之
十
：
二
四
・
二
×
一
八
・
八　

四
十
八
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
□
（
毛
）
詩
環
翠
口
義
〈
九
之
十
〉
十
三
□
（
冊
）
之

内
」（
表
紙
左
上　

直
書
、
墨
書
）

〔
首
題
〕「
毛
詩
抄
巻
第
九
」

〔
尾
題
〕「
毛
詩
抄
巻
第
十
」

〔
奥
書
〕
巻
十
尾
「
天
文
八
□
〈
己
／
亥
〉〔
閏
〕
七
夕
書
之
了
」

巻
十
一
之
十
二
：
二
四
・
三
×
一
八
・
七　

五
十
一
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
毛
詩
環
翠
口
義
〈
十
一
之
十
二
〉
□
□
（
十
三
）
冊
之

内
」（
表
紙
左
上　

直
書
、
墨
書
）

〔
首
題
〕「
毛
詩
抄
巻
之
十
一
」

〔
尾
題
〕「
毛
詩
抄
巻
之
十
二
」

〔
奥
書
〕
巻
十
一
尾
「
天
文
八
年
〈
己
／
亥
〉
毛
閏
六
月
四
日
於

法
隆
寺
脇
坊
抄
之　

安
盛
」、
巻
十
二
尾
「
天
文
第
八

〈
己
／
亥
〉
閏
六
月
十
七
日
於
法
隆
寺
抄
之
／
太
子
／
傳

講
在
之
」
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巻
十
三
之
十
四
：
二
四
・
一
×
一
八
・
五　

五
十
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
毛
詩
環
翠
口
義
〈
十
三
之
十
四
〉
十
三
冊
之
内
」（
表

紙
左
上　

直
書
、
墨
書
）

〔
首
題
〕「
毛
詩
之
抄
巻
十
三
」

〔
尾
題
〕「
毛
詩
抄
巻
之
十
四
」

〔
奥
書
〕
巻
十
三
尾
「
天
文
第
八
〈
己
／
亥
〉
閏
六
月
廿
二
日
於

法
隆
寺
太
子
傳
講
演
次
抄
之
／
安
盛
」、
巻
十
四
尾
「
閏

六
廿
六
」

巻
十
五
之
十
六
：
二
四
・
二
×
一
八
・
四　

六
十
一
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
毛
詩
環
翠
口
義
〈
十
五
之
□
（
十
）
六
〉
十
三
冊
之

内
」（
表
紙
左
上　

直
書
、
墨
書
）

〔
首
題
〕「
毛
詩
抄
巻
之
十
五
〈
六
月
九
日
〉」

〔
尾
題
〕「
毛
詩
巻
第
十
六
」

〔
奥
書
〕
巻
十
五
尾
「
天
文
第
八
己
亥
七
月
三
日
於
法
隆
寺
脇
坊

抄
之
、
侍
於
定
誉
律
師
太
／
子
傳
〔
講
〕
席
間
暇
之
時

節
抄
之
了
」、
巻
十
六
尾
「
天
文
〈
己
／
亥
〉
八
年
九
月

十
三
日
於
南
都
旅
停
書
之
／
今
日
轉
害
會
執
行
、
貴
賤

群
集
近
代
之
壮
観
也
」

巻
十
七
：
二
四
・
一
×
一
八
・
四　

四
十
二
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
毛
詩
環
翠
口
義
〈
□
（
第
）
十
七
〉
十
三
［　
　

］

（
冊
之
内
）」（
表
紙
左
上　

直
書
、
墨
書
）

〔
首
題
〕「
毛
詩
抄
第
十
七
」

〔
尾
題
〕「
毛
詩
巻
之
十
七
」

巻
十
八
：
二
四
・
〇
×
一
八
・
三　

五
十
二
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
毛
詩
環
翠
口
義
〈
第
十
八
〉
十
三
［　
　

］（
冊
之

内
）」（
表
紙
左
上　

直
書
、
墨
書
）

〔
首
題
〕「
毛
詩
巻
之
十
八
〈
天
文
甲
午
（
三
年
・
一
五
三
四
）
卯

月
十
四
日
〉」

〔
尾
題
〕「
毛
詩
抄
巻
之
十
八
」

〔
奥
書
〕「
天
文
八
年
〈
己
／
亥
〉
九
月
廿
五
日
一
部
功
畢
、
西

大
寺
愛
染
万
座
執
行
」

巻
十
九
之
二
十
：
二
四
・
〇
×
一
八
・
八　

六
十
八
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
毛
詩
環
翠
口
義
〈
□
（
十
九
）
之
廿
〉
十
三
冊
之
内
」

（
表
紙
左
上　

直
書
、
墨
書
）

〔
首
題
〕「
毛
詩
抄
巻
第
十
九
」

〔
尾
題
〕「
毛
詩
抄
巻
之
二
十
」

〔
奥
書
〕
巻
十
九
尾
「
天
文
八
年
〈
己
／
亥
〉
七
月
十
一
日
於
法

隆
寺
抄
之
了
、
今
日
太
子
傳
結
願
了
」、
巻
二
十
尾
「
天
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文
八
年
〈
己
／
亥
〉
七
月
七
日
於
法
隆
寺
脇
坊
抄
之
、

正
義
四
十
巻
畢
了
／
安
盛
」

七
　
折
込
帙
〔
一
件
六
点
〕

〔
備
考
〕
四
方
帙
、
題
簽
白
紙

【
第
百
五
十
六
番
】

2　
　

柳
文
抄　

写
本　

四
十
三
巻　

六
冊

袋
綴
装
（
四
つ
目
綴
）
枡
型　

 
焦
茶
色
表
紙

〔
本
文
〕
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り　

毎
半
葉
十
四
行
・
一
行
不
定

〔
印
記
〕
各
冊
巻
首
「
兩
足
院
」（
朱
陰
長
方
飾
枠
印
）

〔
備
考
〕
本
書
は
、
中
国
の
文
人
・
柳
宗
元
の
詩
文
に
つ
い
て
の

注
釈
書
で
、
林
宗
二
の
書
写
。『〈
両
足
院
叢
書
〉
柳
文

抄
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）
と
し
て
影
印
刊
行
さ
れ

て
い
る

こ
ち
ら
も
、
第
一
冊
の
巻
之
三
と
巻
之
四
の
間
の
丁

番
号
「
62
」
が
欠
け
て
お
り
、
第
二
冊
で
「
52
」
と

「
53
」
が
互
い
違
い
、
第
三
冊
の
「
50
」
と
「
51
」
の
間

に
「
53
」
が
入
り
、
第
四
冊
で
「
35
」
と
「
36
」
の
間
に

「
23
」
と
「
24
」
が
入
り
、
第
六
冊
の
「
4
」
と
「
5
」

の
間
に
無
番
号
の
一
丁
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
も
刊
行

さ
れ
て
い
る
影
印
と
同
じ
順
序
な
の
で
、
ま
ず
は
指
摘
の

み
に
と
ど
め
る

小
口
書
「
柳
抄
風
（
～
頌
）」（
毛
詩
の
序
に
あ
る
詩
の
六

義
、
風･

賦･

比･

興･

雅･

頌
）

本
紙
、
虫
損
補
修
あ
り

ZD
A

 N
o.

：156-5

序
・
巻
一
之
六
：
二
三
・
九
×
二
〇
・
三　

八
十
五
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
柳
文
抄
〈
序
一
之
六
〉」（
表
紙
左
上　

書
き
題
簽
、
墨
書
）

〔
首
題
〕「
柳
文
序
抄
」

巻
七
之
十
六
：
二
三
・
九
×
二
〇
・
四　

五
十
四
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
柳
文
抄
〈
七
之
十
六
〉」（
表
紙
左
上　

書
き
題
簽
、
墨
書
）

〔
首
題
〕「
柳
文
抄
巻
之
七
」

巻
十
七
之
二
十
二
：
二
三
・
八
×
二
〇
・
四　

五
十
九
丁
、
表
紙
二

紙
、
遊
び
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
柳
文
抄
〈
十
七
之
廿
二
〉」（
表
紙
左
上　

書
き
題
簽
、
墨
書
）

〔
首
題
〕「
柳
文
刻
楮
抄
第
十
七
」
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巻
二
十
三
之
二
十
九
：
二
三
・
八
×
二
〇
・
五　

六
十
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
柳
文
抄
〈
廿
三
之
廿
□
（
九
）〉」（
表
紙
左
上　

書
き
題

簽
、
墨
書
）

〔
首
題
〕「
柳
文
抄
廿
三
」

巻
三
十
之
三
十
九
：
二
三
・
七
×
二
〇
・
五　

四
十
九
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
柳
文
抄
〈
三
十
之
卅
九
〉」（
表
紙
左
上　

書
き
題
簽
、
墨
書
）

〔
首
題
〕「
柳
文
抄
巻
卅
一
〈
此
以
下
至
卅
四
自
書
〉」

巻
四
十
之
四
十
三
：
二
三
・
九
×
二
〇
・
四　

四
十
一
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
柳
文
抄
〈
四
十
之
四
十
三
／
終
〉」（
表
紙
左
上　

書
き

題
簽
、
墨
書
）

〔
首
題
〕「
柳
文
抄
第
四
十
」

〔
奥
書
〕「
永
禄
第
八
乙
丑
（
一
五
六
五
）
十
月
朔
日
書
写
之
了
、

□
（
禅
カ
）
昌
院
継
天
首
座
本
借
用
／
宗
二
六
十
八
歳
不

休
庵
／
書
之
」

八
　
木
箱
〔
一
件
二
点
〕

〔
備
考
〕「
一　

時年

代
記
／
百
五
十
七
番
／
大
日
本
帝
王
略
記
／
重

撰
倭
漢
皇
統
編
年
合
運
圖
／
祖
師
部
／
洛
下
埜
釋
圓
智

撰
」
の
書
付
あ
り

【
第
百
五
十
七
番
】

[62]　
　

倭
漢
皇
統
編
年
合
運
図　

刊
本
〔
古
活
字
版
〕　

二
巻　

二

冊円
智
撰
述

袋
綴
装
（
五
つ
目
綴
）　

黄
土
色
表
紙

古
活
字
版　

有
界
（
上
下
二
段
）

〔
本
文
〕
漢
字

〔
柱
題
〕「
年
代
記
」

〔
印
記
〕
各
冊
巻
首
「
兩
足
院
」（
朱
陰
長
方
飾
枠
）

〔
書
入
〕
部
分
的
に
朱
点
・
朱
引
あ
り

〔
備
考
〕
上
代
か
ら
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
ま
で
の
和
漢
対
照

の
年
代
記
で
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
に
初
版
が
刊
行

さ
れ
、
八
年
、
十
年
、
十
六
年
に
版
が
重
ね
ら
れ
た

本
書
は
、
そ
の
慶
長
八
年
版
で
、
川
瀬
一
馬
氏
の
『
古

活
字
版
之
研
究
』（
日
本
古
書
籍
商
協
会
、
一
九
六
七
年
）

に
掲
載
。
上
冊
は
垂
仁
天
皇
五
十
三
年
ま
で
、
下
冊
は
垂

仁
天
皇
五
十
四
年
以
降
を
収
録
し
、「
慶
長
九
」「
甲
辰
」

ま
で
が
刻
さ
れ
る

ま
た
、
慶
長
十
年
乙
巳
以
降
、
寛
永
十
七
年
庚
辰
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（
一
六
四
〇
）
ま
で
の
年
号
と
干
支
を
追
記
し
、
元
和
元

年
（
一
六
一
五
）
で
は
「
五
七
大
坂
落
城
」、
寛
永
三
年

（
一
六
二
六
）
に
は
「
九
六
主
上
幸
長
安
二
条
」
と
追
記

（
墨
書
）
が
あ
る

昭
和
法
宝
総
目
録
本
で
は
「
第
百
三
番
」
に
著
録
、

「
倭
漢
年
代
記
〈
慶
長
活
〉　

二
」
と
記
載
さ
れ
る

現
在
所
用
目
録
で
は
、「
時
代
紀　

二
」
と
記
載
さ
れ
、

欄
上
に
「
別
」
の
墨
書
、
本
行
に
ピ
ン
ク
色
で
「
小
箱
ニ

入
ル
」
と
誌
さ
れ
る

第
一
冊
：
三
一
・
九
×
二
一
・
五　

七
十
丁
、
表
紙
二
紙

〔
首
題
〕「
重
撰
倭
漢
皇
統
編
年
合
運
圖
／
洛
下　

埜
釋
圓
智　

撰
」

第
二
冊
：
三
二
・
〇
×
二
一
・
三　

七
十
五
丁
、
表
紙
二
紙

九
　
布
帙
〔
二
件
二
点
〕

〔
備
考
〕
帙
の
材
質
で
表
紙
・
背
・
裏
表
紙
を
覆
い
、
反
対
側
は

板
帙
の
よ
う
に
紐
で
結
ぶ
形
状

「
僧
録
大
和
尚
語
等　

天
文
年
間
寫
／
悦
巖
詩
集　

天

正
六
年
寫
」
の
貼
紙
あ
り

【
第
百
六
十
番
】

[19]　
　

悦
巌
之
詩
集　

写
本　

一
冊

悦
巌
東
悆
撰

袋
綴
装
（
四
つ
目
綴
）　

薄
茶
色
表
紙

二
五
・
五
×
一
六
・
三　

十
九
丁
、
表
紙
二
紙

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
九
行
・
一
行
十
八
字

〔
外
題
〕「
悦
巖
之
詩
集
」（
表
紙
左
上　

直
書
、
墨
書
）

〔
文
首
〕「
東
風
二
月
澗
邊
梅
猶
爲
餘
寒
全
未
開
…
」

〔
文
尾
〕「
…
朝
天
多　

八
月
梅
花
一
炷
香　
　

詣
北
野
神
庿

〈
八
月
廿
五
〉」

〔
奥
書
〕「
天
正
第
六
〈
戊
寅
〉（
一
五
七
八
）
仲
秋
初
七
令
書
写

了　
（
花
押
）」

〔
書
入
〕
朱
点
、
一
部
に
朱
引
あ
り

〔
備
考
〕
当
院
第
五
世
・
悦
巌
東
悆
（
一
四
六
〇
～
一
五
二
九
）
の

詩
集
で
、
百
四
十
五
首
を
収
録

総
裏
打
補
修
を
施
す

現
在
所
用
目
録
に
は
、
欄
上
に
「
別
帙
入
」
と
注
記

（
墨
書
）
あ
り

冊
首
に
「
悦
巌
之
詩
集
」
と
記
さ
れ
た
紙
片
（
半
紙
、

鉛
筆
書
き
）
と
、「
未
了
」
と
記
載
（
鉛
筆
書
き
）
さ
れ
た

短
冊
状
の
和
紙
あ
り
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【
番
外
】

4　
　
［
水
上
山
万
寿
禅
寺
一
件
之
事
］　

一
冊

袋
綴
装
（
四
つ
目
綴
）　

茶
色
表
紙

二
四
・
五
×
一
六
・
八　

九
丁
、
表
紙
二
紙

〔
本
文
〕
毎
半
葉
九
行
程
度

〔
文
首
〕「
僧
録
大
和
尚
ゟ
肥
前
家
老
衆
〈
江
〉
被
遣
候
□
／
札
之

写
」

〔
文
尾
〕「
天
文
龍
集
〈
丁
酉
〉（
六
年
・
一
五
三
七
）
冬
十
月
十
七
日
、

前
南
禅
茂
彦
／
叟
善
叢
暮
齢
七
十
八
於
無
價
□
□
拝
讃
」

〔
書
入
〕
部
分
的
に
朱
点
・
朱
引
あ
り

〔
備
考
〕
書
状
、
僧
伝
、
讃
等
の
写
し

内
容
は
、（
年
未
詳
）
五
月
二
十
三
日　

金
地
院
崇
寛
書

状　

多
久
長
門
・
鍋
島
若
狭
宛
、（
年
未
詳
）
十
月
廿
五
日

付　

東
福
寺
書
状
（
首
欠
カ
）、
東
福
寺
條
々
之
事
、
元
亨

釈
書
「
慧
日
山
辯
圓
」
抄
録
（「
肥
州
有
榮
尊
者
。
與
爾

跨
海
游
宋
地
。
尊
三
歳
／
而
帰
。
領
水
上
山
寺
、
及
爾
還

改
禅
林
、
請
爾
／
開
山
。
自
居
板
頭
〈
云
々
〉」、
恵
峰
大

同
菴
再
興
化
縁
疏
并
序
、
神
子
和
尚
賛
、
在
山
禅
師
（
在

山
素
璿
）
真
讃
、
□
（
肖
）
伯
禅
師
（
肖
伯
令
恵
）
寿
像
賛

／
茂
彦
善
叢
賛
で
構
成
さ
れ
て
い
る

水
上
山
万
寿
寺
は
、
佐
賀
県
に
あ
る
臨
済
宗
寺
院
。
仁

治
元
年
（
一
二
四
〇
）
に
神
子
栄
尊
（
聖
一
派
・
一
一
九
五

～
一
二
七
二
）
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
が
、
現
在
は
南
禅

寺
派
に
属
し
て
い
る

本
書
に
よ
っ
て
、
万
寿
寺
の
帰
属
を
め
ぐ
る
一
件
が

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
内
容
か
ら
、
近
世
初
期

あ
た
り
の
東
福
寺
側
の
記
録
と
み
ら
れ
る

最
後
に
記
録
さ
れ
る
「
肖
伯
禅
師
寿
像
賛
」
の
賛
者
で

あ
る
茂
彦
善
叢
は
、（
番
外
）
17
「［
諸
書
抜
萃
録
］」
で

も
関
与
が
み
と
め
ら
れ
、
ま
た
、
ほ
ぼ
同
じ
装
幀
と
扱
い

が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
二
本
の
伝
来
に
は
、
何

ら
か
の
関
わ
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

総
裏
打
補
修
（
表
紙
も
同
時
カ
）
を
施
す

冊
首
に
「
僧
録
大
和
尚
語
〈
等
〉」
と
記
載
（
鉛
筆
書

き
）
さ
れ
た
短
冊
状
の
和
紙
あ
り

ZD
A

 N
o.

：
番
外-4
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一
〇
　
薄
葉
紙
包
〔
一
件
一
点
〕

【
第
百
六
十
三
番
】

[28]　
　

古
澗
稽
禅
師
語
録
：
附
祭
梅
仙
和
尚
文
及
悼
梅
仙
和
尚
偈
并

和
韻　

写
本　

一
冊

古
磵
慈
稽
撰　
［
梅
仙
東
逋
］

袋
綴
装
（
紙
縒
留
）　

新
補
表
紙
（
伊
藤
東
慎
補
）

二
六
・
五
×
二
〇
・
三　

九
丁
、
原
表
紙
四
紙
、
新
表
紙
二
紙

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
十
三
行
・
一
行
二
十
字
か
ら
二
十
五
字

程
度
、
不
定

〔
外
題
〕「〈
題
簽
／
私
設
〉
古
澗
（
稽
禪
師
）〔
和
尚
〕
語
録　

東

慎
識
」（
表
紙
左
上　

直
書
、
墨
書
）、「
一
六
三
番
／
合
本

（
大
統
古
礀
和
尚
入
寺
法
語　

一
六
三
番
／
陞
座
及
問
禅　

六
〇

番
）」（
表
紙
中
央　

直
書
、
墨
書
）

〔
文
首
〕「
慈
稽
拝
／
建
仁
入
寺
拙
語
謹
録
呈
／
諸
大
老
師
法
座

前　

慈
悲
改
正
／
山
門
…
」

〔
文
尾
〕「
…
□
來
月
落
涅
槃
光　

宗
仲
」

〔
印
記
〕「
壹
／
宗
」（
黒
陽
重
郭
方
印
）

〔
書
入
〕
朱
点
・
朱
引
あ
り

〔
備
考
〕
本
書
は
、
表
紙
等
の
情
報
に
よ
る
と
、
当
院
第
二
十
二

世
・
伊
藤
東
慎
師
に
よ
っ
て
、「
第
百
六
十
三
番
」
の

『
大
統
古
礀
和
尚
入
寺
法
語
〈
并
〉
問
禪
』
と
、「
第

六
十
番
」
の
『
陞
座
〈
并
〉
問
禪
』
が
合
冊
さ
れ
た
も

の内
容
は
、
古
澗
慈
稽
（
？
～
一
六
三
三
・
建
仁
寺
第

二
百
九
十
四
世
）
の
建
仁
寺
に
お
け
る
入
寺
式
で
の
法
語
、

慶
長
十
三
年
（
一
六
〇
八
）
九
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
常
光
院

殿
大
歛
忌
（
四
十
九
日
）
に
お
け
る
釣
天
永
洪
（
一
五
九
二

～
一
六
五
三
）
の
問
禅
法
語
、
当
院
第
七
世
・
梅
仙
東
逋

（
一
五
二
九
～
一
六
〇
八
）
へ
の
祭
文
、
悼
偈
・
和
韻
で
構
成

本
書
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
成
立
で
、
印
記
か
ら
建
仁

寺
普
光
庵
の
一
宗
元
乗
（
？
～
一
六
三
七
）
の
手
沢
本
と

推
定
さ
れ
る

現
在
所
用
目
録
に
は
、
書
名
の
上
に｢

古
澗
稽
禅
師
語

録
〈
ト
改
題
〉　

六
」
と
い
う
付
箋
紙
あ
り
。
こ
の
「
六
」

以
降
、
第
六
十
番
に
収
納
さ
れ
る｢

陞
座
及
問
禅｣

と
の

合
冊
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
た
と
の
こ
と
だ
が
現
在
は
欠

落
し
て
い
る

ZD
A

 N
o.

：163-28
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一
一
　
木
箱
〔
二
件
二
点
〕

〔
備
考
〕「
第
百
六
十
八
番
」、『
澹
居
稾
』
同
箱

蓋
箱
天
板
に
「
五
山
版
／
無
門
和
尚
因
禅
寺
語
録
／
澹

居
稾
」
の
墨
書
、
身
箱
に
「
一
六
八
／
澹
居
稾　

一　

五

山
版
／
無
門
和
尚
語
録　

一　

仝
」
の
貼
紙
あ
り

【
第
百
六
十
五
番
】

[8]　
　

無
門
和
尚
語
録　

刊
本
〔
覆
元
刊
本
〕　

一
冊

（
宋
）
無
門
慧
開
撰　

普
敬
等
録

袋
綴
装
（
四
つ
目
綴
）　

柿
渋
塗
り
表
紙

二
一
・
三
×
一
四
・
九　

五
十
九
丁
、
表
紙
二
紙
、
遊
び
紙
二
紙

〔
匡
郭
〕
左
右
双
辺
・
有
界　

一
七
・
二
×
一
二
・
一

〔
版
心
〕
単
黒
魚
尾　

中
程
あ
た
り
「
丁
幾
」

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
十
行
・
一
行
二
十
字

〔
首
題
〕「
無
門
開
和
尚
住
湖
州
報
因
禪
寺
語
録
〈
月
林
和
尚
開

山
／
師
爲
第
二
代
〉
／
侍
者　

普
敬　

録
」

〔
尾
題
〕「
無
門
和
尚
語
録
終
」

〔
奥
書
〕「
參
學
比
丘
慧
廣
化
到
寳
鈔
伍
兩
／
參
學
弟
子
程
普
覺

丁　

堅　

顧　

覺
通
／
女
弟
子
朱
氏
妙
慧
共
捨
寳
鈔
伍

兩
／
小
師　

嗣
源　

嗣
本　

募
縁
重
新
刊
／
行
庶
廣
流

通
至
元
己
卯
（
十
六
年
・
一
二
七
九
）
中
秋
日
謹
識
」

〔
印
記
〕
巻
首
・
巻
尾
、
本
編
第
一
丁
オ
、「
兩
足
院
」（
朱
陰
長

方
飾
枠
）、
巻
首
に
鼎
印
（
印
文
未
詳
、
朱
陽
印
）、
本
編
第

一
丁
オ
、「
禪
門
」（
朱
陰
長
方
印
）

〔
書
入
〕
朱
点
・
朱
引
あ
り

〔
備
考
〕
無
門
慧
開
（
一
一
八
三
～
一
二
六
〇
）
は
中
国
・
南
宋
時

代
の
人
。
無
門
が
著
わ
し
た
公
案
集
、『
無
門
関
』
は
、

日
本
の
禅
林
に
お
い
て
『
碧
巌
録
』
と
同
様
に
重
要
視

さ
れ
た

本
書
は
そ
の
語
録
。
中
国
・
元
時
代
、
至
元
己
卯

（
十
六
年
・
一
二
七
九
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
本
を
日
本
で
覆

刻
し
た
覆
元
刊
本
で
、
鎌
倉
末
の
刊
行
と
み
ら
れ
る

程
公
許
の
序
か
ら
「
建
康
府
保
寧
禪
寺
語
録
」
ま
で
が

刊
本
で
、「
開
山
護
國
仁
王
禪
寺
語
録
」
以
降
は
補
写

小
口
書
「
無
門
録　

全
」

巻
末
に
「
野
狐
□
（
口
偏
に
「
延
」
字
）
唾
」
等
が
認
め

ら
れ
た
短
冊
状
の
紙
が
貼
付
さ
れ
て
い
る

保
管
状
況
か
ら
、
現
在
所
用
目
録
に
お
い
て
、「
第

百
六
十
五
番
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
と
推
定
す
る

が
、
目
録
の
書
名
欄
上
に
ピ
ン
ク
色
で
「
不
足
」
と
書
き

入
れ
ら
れ
て
い
る

ZD
A

 N
o.

：165-10
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一
二
　
薄
葉
紙
包
（
木
箱
）〔
一
件
一
点
〕

〔
備
考
〕
箱
あ
る
も
破
損
。
そ
の
た
め
薄
葉
紙
を
紙
紐
状
に
し
て

箱
を
一
括
り
に
し
、
該
書
と
一
緒
に
薄
葉
紙
で
包
ま
れ
て
い
る

【
第
百
六
十
八
番
】

24　
　

西
山
西
禅
寺
入
寺
法
語
：［
大
圭
和
尚
語
録
］　

写
本　

一
冊

［
大
圭
宗
价
］
撰

袋
綴
装
（
四
つ
目
綴
、
綴
紐
脱
落
ぎ
み
）　

焦
茶
色
表
紙

二
五
・
七
×
一
八
・
六　

二
十
六
丁
、
表
紙
二
紙

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
十
一
行
か
ら
十
四
行
程
度

〔
外
題
〕「
西
山
西
禅
寺
入
寺
法
語
」（
表
紙
左
上　

直
書
、
墨
書
）

〔
首
題
〕「
西
山
西
禅
寺
入
寺
法
語
」

〔
奥
書
〕「
以
上
廿
六
丁
」

〔
備
考
〕
成
立
は
室
町
ご
ろ
と
推
測
さ
れ
る

内
容
は
、
西
山
西
禅
寺
入
寺
法
語
、
萬
年
山
真
如
禅

寺
入
寺
法
語
、
東
山
建
仁
禅
寺
語
録
（
享
徳
甲
戌
三
年

〈
一
四
五
四
〉
八
月
十
七
日
）
で
構
成

表
紙
見
返
し
に
当
院
第
二
十
世
・
後
藤
東
㝔
師
に

よ
る
、「
一
山
―
雪
村
―
太
清
―
叔
英
―
大
圭
／
建
仁

百
八
十
六
世
・
大
圭
和
尚
、
名
宗
价
、
嗣
／
叔
英
宗
播
、

播
嗣
太
清
渭　

松
蔭
軒
／
昭
和
五
年
二
月
三
日
節
分
於
／

尊
天
堂
番
所　

龍
宗
識
」
の
貼
紙
（
墨
書
）
あ
り

小
口
書
、「
西
山
入
寺
語
」「
大
圭
」（
異
筆
）
の
墨
書

現
在
所
用
目
録
の
「
第
百
六
十
八
番
」
上
の
貼
紙
に
著

録本
書
を
収
納
す
る
薄
葉
紙
に
は
、「
四
七
、
西
山
西
禅

寺
入
寺
語　

両
足
院
藏
／
壱
冊
」
と
墨
書
の
あ
る
和
紙
の

短
冊
が
同
封
さ
れ
る

十
七
丁
裏
に
、「
徳
政
令
の
事
（
朱
書
）　

建
（
朱
印
）」

と
い
う
付
箋
紙
が
あ
り
、
そ
の
部
分
に
は
、「
天
下
徳
政

之
群
賊
蜂
起
故
爾
云
／
由
寺
中
徳
政
之
紛
争
而
九
月
十
九

日
暫
退
席
、
及
十
一
月
而
歸
住
」
と
誌
さ
れ
る

ZD
A

 N
o.

：168-54

一
三
　
薄
葉
紙
包
（
木
箱
）〔
三
件
三
点
〕

〔
備
考
〕
蓋
箱
は
破
損
し
て
天
板
の
一
部
の
み
で
、
身
箱
は
あ
る

も
の
の
蓋
箱
と
一
具
で
は
な
く
若
干
小
さ
い
。
現
状
は
、

身
箱
に
図
書
を
入
れ
て
、
上
に
天
板
を
置
き
、
そ
の
上

か
ら
薄
葉
紙
で
包
ま
れ
て
い
る

蓋
箱
天
板
に
「
大
燈
國
［　
　

］
／
一
漚
［　
　

］」

と
、「
拈
香
［　
　

］」
の
付
箋
紙
あ
り
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【
第
百
六
十
八
番
】

(61)　
　

大
燈
国
師
行
状
：［
付
通
翁
鏡
円
記
録
抜
萃
］　

写
本　

一
冊

袋
綴
装
（
紙
縒
留
）　

共
紙
表
紙

二
四
・
七
×
一
九
・
一　

十
四
丁
、
表
紙
一
紙

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
十
行
・「
大
燈
國
師
行
状
」：
一
行
二
十

字
、「
普
照
大
光
國
師
百
年
忌
陞
座
…
」
以
降
：
一
行

二
十
一
字

〔
外
題
〕「
大
燈
國
師
行
状
」（
表
紙
左
上　

直
書
、
墨
書
）

〔
文
首
〕「
大
燈
國
師
行
状
／
大
應
國
師
、
唱
臨
斉

（
マ
マ
）宗

旨
、
於
横

嶽
・
萬
寿
・
建
長
也
。
幾
乎
四
…
」

〔
文
尾
〕「
…
慈
誨
／
於
是
名
延
暦
寺
講
師
曰
宗
山
」

〔
書
入
〕
朱
点
、
一
部
に
朱
引
と
注
記
あ
り

〔
備
考
〕
成
立
は
、
室
町
時
代
末
期
か
ら
近
世
初
期
あ
た
り
と
推

測
さ
れ
る

内
容
は
、
大
燈
国
師
（
宗
峰
妙
超
）
行
状
／
春
作
禅
興

撰
、
普
照
大
光
国
師
（
通
翁
鏡
円
）
百
年
忌
陞
座
就
于
正

眼
禅
院
／
大
愚
性
智
撰
、
大
光
国
師
自
賛
、
大
光
国
師
与

東
寺
虎
聖
宗
論
、
同
影
之
賛
、
南
禅
正
眼
院
大
光
国
師
与

東
寺
虎
聖
問
答
（
後
欠
カ
）
で
構
成
。「
大
燈
国
師
行
状
」

は
『
続
群
書
類
従
』
巻
第
二
百
三
十
（
第
九
輯
下
）
に
収

録

現
在
所
用
目
録
の
書
名
の
右
に
鉛
筆
書
き
で
、

「
百
六
十
九
ノ
南
禅
寺
記
ニ
入
ル
」
と
書
き
込
み
が
あ

り
、『
南
禅
寺
記
』
の
書
名
の
下
に
同
じ
く
鉛
筆
書
き
で
、

「〈
大
燈
國
師
行
状
／
百
六
十
八
ゟ
〉」
と
あ
る
が
、
現
状

と
は
一
致
し
な
い

冊
首
に
、「
七　

大
燈
國
師
行
状　

両
足
院
藏
／
壱
冊
」

と
墨
書
さ
れ
た
短
冊
と
、
片
面
に
「
史
七
／
大
燈
國
師
行

状
」（
墨
書
）
と
あ
り
、
も
う
片
面
に
「
百
六
十
八
（
墨

書
）
／
京
都
東
山
建
仁
寺
塔
頭
／
両
足
院
（
印
）」
と
あ

る
荷
札
、
ま
た
、「
未
／2010.10

」
と
鉛
筆
書
き
さ
れ
た

和
紙
の
短
冊
が
入
る

ZD
A

 N
o.

：168-6

(62)　
　

拈
香
下
火
等
：［
無
等
和
尚
法
語
集
］　

写
本　

一
冊

［
無
等
以
倫
］
撰

袋
綴
装
（
紙
縒
留
）　

後
補
表
紙
（
カ
）

二
二
・
二
×
一
三
・
七　

四
十
七
丁
、
表
紙
二
紙

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
八
行
・
一
行
二
十
字

〔
外
題
〕「〈
拈
香
／
下
火
〉
等
／
二
本
□
内
」（
表
紙
左
上　

直
書
、

墨
書
）
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〔
文
首
〕「
大
日
本
国
山
城
州
京
師
居
住
奉
佛
弟
子
…
」

〔
文
尾
〕「
…
一
念
若
回
光
、
五
障
忽
解
脱
」

〔
書
入
〕
一
部
朱
点
・
朱
引
あ
り

〔
備
考
〕
作
者
の
当
院
第
二
世
・
無
等
以
倫
は
、
伊
藤
東
慎
師
の

『
黄
龍
遺
韻
』（
両
足
院
、
一
九
五
七
年
）
に
よ
る

成
立
は
、
室
町
時
代
と
推
測
さ
れ
、
自
筆
の
可
能
性
も

あ
る伝

に
よ
る
と
、
無
等
は
摂
津
の
広
厳
寺
の
住
持
を
し
た

の
ち
、
知
足
院
の
守
塔
と
な
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
本
書

も
、
応
安
元
年
（
一
三
六
八
）
九
月
二
十
七
日
に
広
厳
寺

で
行
わ
れ
た
と
い
う
「
佛
日
燄
慧
禅
師
明
極
和
尚
三
十
三

年
忌
拈
香
」
法
語
が
掲
載
さ
れ
、
そ
れ
以
降
に
行
わ
れ
た

知
足
院
等
で
の
法
語
が
確
認
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
、
無
等

の
伝
記
と
一
致
し
て
い
る

ま
た
、
至
徳
二
年
（
一
三
八
五
）
に
行
わ
れ
た
と
い
う

「
知
足
院
彌
勒
佛
點
眼
」
で
は
、「
先
師
真
源
大
照
禅
師

（
龍
山
徳
見
）
塔
處
／
東
山
知
足
禅
院
、
相
共
守
塔
比
丘
、

立
岩
本
公
座
元
撰
擇
／
良
工
刻
彫
厳
飾
弥
勒
尊
像
、
以
安

置
于
本
院
」
と
み
え
る
。
こ
の
「
立
岩
本
公
」
は
、
無
等

と
同
じ
龍
山
徳
見
の
法
嗣
の
立
岩
寿
本
と
推
定
さ
れ
、
初

期
知
足
院
の
様
子
を
物
語
っ
て
お
り
、
重
要
で
あ
る

表
紙
見
返
し
に
は
、「
拈
香
下
火
集
」
と
墨
書
さ
れ
た

付
箋
紙
と
、「
五
二
、
拈
香
下
火
集　

壱
冊　

両
足
院
藏
」

と
墨
書
さ
れ
た
和
紙
の
短
冊
が
貼
付
さ
れ
て
い
る

ZD
A

 N
o.

：168-62

(71)　
　

一
漚
余
滴　

写
本　

一
冊

中
巌
円
月
撰

袋
綴
装
（
四
つ
目
綴
）　

茶
色
刷
毛
目
横
縞
表
紙

二
五
・
二
×
一
九
・
五　

十
五
丁
、
表
紙
二
紙

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
十
三
行
・
一
行
十
九
字

〔
外
題
〕「
一
漚
餘
滴
」（
表
紙
左
上　

書
き
題
簽
）

〔
首
題
〕「
一
漚
餘
滴
」

〔
印
記
〕
巻
首
右
下
「
□
／
□
」（
朱
陽
方
印
・
印
記
未
詳
）

〔
書
入
〕
一
部
に
朱
点
・
朱
引
あ
り

〔
備
考
〕
玉
村
竹
二
編
『
五
山
文
学
新
集
』
第
四
巻
（
東
京
大
学

出
版
会
、
一
九
七
〇
年
）
所
収

ま
た
、
同
書
に
お
い
て
、
上
村
観
光
編
『
五
山
文
学
全

集
』
第
二
巻
に
も
、
両
足
院
蔵
本
の
「
東
海
一
漚
餘
滴
」

が
掲
載
さ
れ
る
が
、
本
書
と
は
内
容
が
異
な
る
も
の
で
あ

り
、
現
在
こ
の
本
が
蔵
書
の
中
に
存
在
し
て
い
な
い
と
す
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る
玉
村
氏
の
指
摘
が
あ
る
が
、
今
回
の
調
査
で
も
同
様
の

結
果
を
得
た
の
で
付
記
し
て
お
く

冊
首
に
、「
一
、一
漚
餘
滴　

壱
冊　

両
足
院
藏
」
と
墨

書
さ
れ
た
短
冊
と
、
片
面
に
「
一
六
八
」（
墨
書
）
と
あ

り
、
も
う
片
面
に
「
京
都
東
山
建
仁
寺
塔
頭
／
両
足
院

（
印
）」
と
あ
る
荷
札
が
入
る

ZD
A

 N
o.

：168-42

一
四
　
黒
塗
箱
〔
七
件
七
点
〕

〔
備
考
〕
収
納
さ
れ
て
い
る
七
件
の
う
ち
、
六
件
は
料
紙
二
折

（
一
紙
形
態
）
で
、
紙
帯
な
ど
で
一
括
り
と
な
っ
て
い
る

ま
た
、
四
件
で
紙
背
文
書
が
確
認
で
き
る
が
、
も
と
袋

綴
装
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
り
、
故
意
に
綴
じ
糸
が
外
さ

れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

【
第
百
六
十
八
番
】

(63)　
　

攅
柬
：［
入
寺
疏
語
集
］　

写
本　

一
括

一
紙
形
態
（
紙
帯
括
り
）　

共
紙
表
紙

二
六
・
八
×
二
二
・
五　

三
十
七
紙

〔
本
文
〕
漢
字

〔
外
題
〕「
攅
囂
」（
表
紙
左
上　

直
書
、
墨
書
）

〔
文
首
〕「
松
壑
西
堂
□
（
住
）
建
仁
山
門
［　
　

］
／
去
年
印
今

年
印
…
」

〔
文
尾
〕「
…
今
朝
四
月
初
一　

世
尊
不
説
ニ
鵓
鳩
樹
上
鳴
〈
□

□
□
〉　

特
謂
□
□
無
覓
處
、
誰
知
轉
□
□
〈
□
／
來
〉」

〔
印
記
〕
巻
首
右
下
に
二
箇
所
あ
る
も
、
墨
抹
の
た
め
不
詳

〔
書
入
〕
部
分
的
に
朱
点
・
朱
引
あ
り

〔
備
考
〕
現
在
所
用
目
録
、「
第
百
六
十
八
番
」
に
著
録
さ
れ
る

「
攅
東
（
写
）　

一
」
カ
。
た
だ
し
、
外
題
の
「
囂
」
字

は
、「
东
」
と
は
別
字
で
、「
柬
」
の
略
字
と
思
わ
れ
る

内
容
は
、
前
半
は
入
寺
疏
（
山
門
・
諸
山
・
江
湖
・
同
門

な
ど
）、
後
半
は
「
元
旦
」
や
「
祖
忌
」
な
ど
の
項
目
に

お
け
る
語
録
か
ら
の
抄
録
と
な
っ
て
お
り
、
松
壑
西
堂
住

建
仁
入
寺
疏
（
山
門
・
諸
山
・
道
旧
・
江
湖
・
同
門
）、
常

庵
西
堂
住
建
仁
江
湖
、
圭
甫
西
堂
住
東
福
江
湖
、
前
真
如

芳
卿
西
堂
住
東
福
諸
山
、
少
蕙
和
尚
住
相
国
諸
山
、
曇
英

西
堂
住
宝
林
山
門
、
東
嶺
西
堂
住
真
如
同
門
、
東
輝
西

堂
住
建
仁
入
寺
疏
（
山
門
・
諸
山
・
道
旧
・
江
湖
・
同
門
）、

河
清
西
堂
住
建
仁
入
寺
疏
（
山
門
・
道
旧
・
江
湖
・
同
門
）、

蘭
室
和
尚
住
建
長
江
湖
疏
で
構
成
さ
れ
、
表
紙
見
返
し

に
、「
松
□
建
仁
入
門
仏
事
」
と
「
東
輝
建
仁
入
門
仏
事
」
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法
語
が
誌
さ
れ
る

ま
た
、
紙
背
文
書
が
確
認
で
き
、
そ
の
中
に
は
「
永
□

（
瑾
カ
）（
花
押
）
／
識
廬
（
別
の
文
書
で
は
「
十
如
院
」）」

や
、
知
足
院
・
霊
泉
院
の
名
前
の
あ
る
「
贈
進
祖
忌
奉
加

錢
…
周
□
（
花
押
）」
と
み
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
が
、
こ

の
「
永
□
」
が
十
如
院
の
雪
嶺
永
瑾
で
あ
る
な
ら
ば
、
室

町
後
期
あ
た
り
の
も
の
と
推
定
可
能
と
思
わ
れ
る

虫
損
あ
り

ZD
A

 N
o.

：168-63

(67)　
　

先
師
文
集
：［
水
拙
文
集
残
欠
］　

写
本　

一
括

［
祖
渓
徳
濬
］
撰

一
紙
形
態
（
紙
帯
括
り
）　

素
紙
表
紙
（
後
補
表
紙
カ
）

二
三
・
七
×
二
〇
・
四　

十
一
丁
、
表
紙
一
紙

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
十
七
行
・
一
行
二
十
三
字
か
ら
二
十
九

字
程
度
、
不
定

〔
外
題
〕「
先
師
／
文
集
」（
表
紙
左
上　

直
書
、
墨
書
）、「
春
沢
乎
／

□
□
和
尚
ヲ
云
」（
表
紙
右　

小
字
墨
書
）

〔
文
首
〕「［　
　

］
望
。
灯
下
執
筆
。
病
眼
有
花
。
字
々
欹
斜
。

勿
怪
也
。
万
祝
若
／
［　

］
嗇
。
不
宣
／
与
慈
視
／
爾

来
音
耗
不
嗣
…
」

〔
文
尾
〕「
…
有
客
掀
□
而
坐
。
□
（
恋
）
山
而
来
耶
。
背
山
而

［　
　
　
　
　

］
倘
非
楽
山
□
水
者
。
不
可
」

〔
書
入
〕
朱
点
・
朱
引
あ
り

〔
備
考
〕
本
来
、『
水
拙
文
集
』
は
、
手
簡
、
説
、
記
、
雑
文
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
は
手
簡
の
後
半
か
ら
記

の
中
ほ
ど
ま
で
の
残
欠
本

手
簡
の
み
「
水
拙
手
簡
」
と
し
て
『
続
群
書
類
従
』
巻
第

三
百
五
十
八
（
第
十
三
輯
下
）
に
所
収

現
在
所
用
目
録
、「
第
百
六
十
八
番
」
に
「
先
師
文
集

（
写
）　

一
」
と
著
録

虫
損
あ
り

ZD
A

 N
o.

：168-19

【
第
百
七
十
番
】

[2]　
　

嬾
室
語
録
：［
仲
方
和
尚
語
録
］　

写
本　

一
括

［
仲
芳
円
伊
］
撰

一
紙
形
態
・
紙
帯
括
り　

共
紙
表
紙

二
九
・
五
×
二
一
・
七　

六
十
五
紙

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
十
三
行
・
一
行
二
十
一
字
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〔
首
題
〕「
嬾
室
語
録
」

〔
文
首
〕「
○
佛
祖
諸
讃
／
出
山
像
」

〔
文
尾
〕「
…
即
答
他
道
、
今
日
四
月
八
日
」

〔
書
入
〕
部
分
的
に
朱
点
・
朱
引
あ
り

〔
備
考
〕
も
と
袋
綴
装
と
思
わ
れ
る
が
、
綴
じ
糸
が
外
さ
れ
、
紙

帯
で
一
括
り
に
さ
れ
て
い
る

建
仁
寺
長
慶
院
開
基
・
仲
芳
円
伊
（
一
三
五
四
～
一
四
一

三
）
の
語
録

内
容
は
、「
懶
室
漫
稿
」（『
五
山
文
学
全
集
』
第
三
巻
、

所
収
）
の
「
佛
祖
讚
」
以
降
に
み
ら
れ
る
が
、
若
干
の
異

同
が
あ
る

後
半
、
虫
損

ZD
A

 N
o.

：170-2

【
番
外
】

5　
　
［
月
舟
和
尚
作
品
集
］　

写
本　

一
括

［
月
舟
寿
桂
］
撰

一
紙
形
態
・
紙
帯
括
り　

二
五
・
五
×
二
一
・
五　

四
十
八
紙

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
十
行
か
ら
十
三
行
・
一
行
十
八
字
か
ら

二
十
一
字
程
度
、
不
定

〔
文
首
〕「
答
祖
渓
書
／
僕
去
歳
夏
、
以
事
適
越
…
」

〔
文
尾
〕「
…
不
知
何
人
為
公
作
詩
、
莫
愧
梅
花
下
之
僧
」

〔
備
考
〕
も
と
袋
綴
装
と
み
ら
れ
る
が
、
綴
じ
糸
が
外
さ
れ
、
紙

帯
で
一
括
り
に
さ
れ
て
い
る

建
仁
寺
一
華
院
開
基
・
月
舟
寿
桂
（
一
四
七
〇
～

一
五
三
三
）
の
作
品
集

月
舟
の
作
品
は
、
四
六
文
集
で
あ
る
『
幻
雲
稿
』
や

『
幻
雲
文
集
』
な
ど
、
後
人
に
よ
っ
て
分
類
・
整
理
さ
れ

て
い
る
が
、
本
書
は
そ
れ
ら
が
未
整
理
の
ま
ま
混
在
し
て

い
る
。
ま
た
文
首
の
「
答
祖
渓
書
」
は
続
群
書
類
従
本
で

は
「
復
祖
渓
老
人
書
」
と
題
が
改
め
ら
れ
て
い
る
な
ど
、

多
く
の
異
同
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
写
本
は
後

人
に
よ
る
編
纂
前
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る

さ
ら
に
、
こ
の
史
料
に
は
紙
背
文
書
が
存
在
し
、「
永

源
庵
／
古
岳
座
元
禅
師
（
建
仁
寺
第
二
八
五
世
・
古
岳
永

淳
）」
等
と
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
室
町
後
期
か
ら
近
世

初
期
ぐ
ら
い
ま
で
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
宛
所
に
は

「
蔵
春
軒
」
と
「
永
源
庵
」
に
宛
て
た
も
の
が
多
い
。
蔵

春
軒
は
清
住
院
の
寮
舎
の
名
称
で
あ
る
と
と
も
に
、『
東

山
建
仁
禅
寺
并
諸
塔
頭
略
記
』（「
第
三
十
六
番
」
三
十
二

号
）
に
よ
る
と
、
永
源
庵
の
寮
舎
（
細
川
元
有
〔
幽
斎
の
祖
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父
〕
の
建
立
）
と
し
て
も
確
認
で
き
る
た
め
、
特
に
こ
こ

に
関
し
て
は
、
注
意
深
く
考
察
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
る

ZD
A

 N
o.

：
番
外-5

6　
　

倒
々
痾
：［
秉
払
法
語
集
］　

写
本　

一
括

袋
綴
装
（
紙
縒
留
）　

共
紙
表
紙

二
六
・
五
×
二
一
・
六　

十
九
丁
、
表
紙
二
紙

〔
本
文
〕
漢
文

〔
外
題
〕「
倒
々
痾
」（
表
紙
左
上　

直
書
、
墨
書
）、「
遵
首
座
〈
西

來
派
〉
代
鉄
叟
和
尚　

防
州
惠
竺
首
座
〈
同
派　

二
會
〉

／
藝
州
玄
棟
首
座
〈
中
峯
派
／
二
會
〉　

防
州
玄
策
首
座

〈
西
來
派
／
二
會
〉
／
宗
悦
首
座
〈
妙
心
派
／
二
會
〉　

承

祥
第
一
座
〈
嵯
峨
派　

二
會
〉
／
元
真
首
座
〈
西
來
院

　

二
會
〉　

紹
益
首
座
〈
關
山
派　

□
（
二
）
會
〉
／
昌

演
首
座
〈
中
峯
派　

二
會
〉」（
表
紙
中
央　

墨
書
）、「
秉

払
」（
表
紙
右　

墨
書
）

〔
文
首
〕「
索
話
／
煎
西
來
百
尺
井
…
」

〔
文
尾
〕「
…
□
云
、
巣
父
不
牽
牛
、
許
由
不
洗
耳
」

〔
印
記
〕
表
紙
中
央
あ
た
り
に
朱
鼎
印
（
印
文
未
詳
）

〔
書
入
〕
朱
点
・
朱
引
、
本
文
中
に
朱
で
書
き
入
れ
あ
り

〔
備
考
〕
秉
払
法
語
を
集
め
た
作
品
で
、
江
戸
時
代
前
期
ご
ろ
の

成
立内

容
は
、
紹
益
首
座
（
三
江
紹
益
・
高
台
寺
開
山
）、
防

州
恵
竺
首
座
（
乾
龍
恵
竺
・
建
仁
寺
如
是
院
）、
芸
州
玄
棟

首
座
（
充
甫
玄
棟
・
洞
春
寺
第
二
世
）、
防
州
玄
策
首
座

（
建
仲
玄
策
・
妙
玖
寺
第
二
世
）
な
ど
、
安
土
桃
山
時
代
か

ら
江
戸
時
代
前
期
に
活
躍
し
た
僧
た
ち
の
法
語
が
収
録
さ

れ
て
い
る

ZD
A

 N
o.

：
番
外-6

7　
　

百
官
鈔
：
官
職
淵
源　

写
本　

一
括

［
林
宗
和
］
筆
（
カ
）

一
紙
形
態
（
紙
紐
括
り
）　

共
紙
表
紙

二
六
・
八
×
二
二
・
七　

三
十
九
紙
（
含
表
紙
二
紙
）

〔
本
文
〕
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り　

毎
半
葉
十
二
行
か
ら
十
五
行

〔
外
題
〕「
宦
職
淵
源
」（
表
紙
左
上　

直
書
、
墨
書
）

〔
首
題
〕「
百
□
（
官
）
鈔
上
」

〔
尾
題
〕「
百
官
鈔
畢
」

〔
奥
書
〕「
天
文
八
年
己
亥
（
一
五
三
九
）
壬
六
月
廿
日
終
功
畢　
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於
南
都
法
隆
寺
瓦
坊
□
／
于
時
太
子
伝
講
談
□
五
度
之

時
也　
　

宗
和
」

〔
備
考
〕
本
書
は
、
官
職
等
に
つ
い
て
の
注
釈
書
で
、
奥
書
に
よ

る
と
林
宗
和
の
書
写
本
。
ま
た
奥
書
の
日
付
に
よ
る
と
、

両
足
院
本
『
毛
詩
抄
』
と
同
時
期
の
書
写
と
な
る

本
編
冒
頭
五
紙
の
み
清
書
さ
れ
た
も
の
か
、
紙
質
や
書

か
れ
方
が
異
な
る

そ
の
清
書
部
分
以
外
に
は
紙
背
文
書
が
あ
り
、
宛
所
に

は
「
宗
和
殿
」「
宗
和
入
道
」「
破
關
齋
」
な
ど
が
、
差
出

に
は
「
紹
長
（
花
押
）」
な
ど
が
確
認
で
き
る

瓦
坊
は
、
管
見
に
よ
る
と
法
隆
寺
別
当
の
居
住
す
る
坊

で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
時
期
の
宗
和
の
事
績
や
、
そ

の
交
友
関
係
等
が
う
か
が
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る

昭
和
法
宝
総
目
録
本
で
は
、「
第
百
四
十
六
番
」
に
著

録
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
所
用
目
録
に
は
未
掲
載

ZD
A

 N
o.

：
番
外-7

8　
　
［
伝
庵
和
尚
大
徳
寺
視
篆
法
語
］　

写
本　

一
括

［
伝
庵
宗
器
］
撰

一
紙
形
態
（
紙
帯
括
り
）　

共
紙
表
紙

二
五・五
×
二
二・〇　

十
六
紙
（
含
表
紙
二
紙
、
後
遊
び
紙
一
紙
）

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
九
行
か
ら
十
二
行

〔
外
題
〕「
視
篆
語
／
傳
菴
入
寺
法
語　
　

全
」（
表
紙
左
上　

直

書
、
墨
書
）

〔
首
題
〕「
本
寺
視
篆
拙
語　

傳
菴
」

〔
印
記
〕
首
題
部
分
「
兩
足
院
」（
朱
陰
長
方
飾
枠
）

〔
書
入
〕
朱
点
・
朱
引
あ
り

〔
備
考
〕
も
と
袋
綴
装
と
思
わ
れ
る
が
、
綴
じ
糸
が
外
さ
れ
、
紙

帯
で
一
括
り
に
さ
れ
て
い
る

伝
庵
宗
器
（
？
～
一
五
三
三
）
は
大
徳
寺
第
八
十
八
世
。

本
書
は
、
伝
庵
の
大
徳
寺
入
寺
式
の
法
語
を
収
め
た
も

の
。
入
寺
法
語
の
尾
に
「
大
永
八
歳
（
一
五
二
八
）
四
月

十
二
日
」、
退
院
上
堂
の
尾
に
「
大
永
八
年
四
月
十
四
日

退
院
畢
」
と
あ
り
、
具
体
的
な
日
時
が
判
明
す
る

真
珠
庵
本
（『
大
徳
寺
禅
語
録
集
成
』
第
三
巻
所
収　

大
本

山
大
徳
寺
、
一
九
八
九
年
）
に
は
、
登
座
の
下
に
「
忘
却
此

語
故
小
参
釣
語
及
之
」
と
あ
る
が
、
本
書
で
は
こ
の
部
分

は
見
ら
れ
な
い
。
ち
な
み
に
真
珠
庵
本
で
は
、
こ
れ
に
続

け
て
「
山
門
疏　

常
庵
筆
」
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る

ま
た
、
紙
背
文
書
が
確
認
で
き
る
。
宛
所
に
は
春
松

院
と
み
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
が
、
春
松
院
は
以
天
宗
清
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（
一
四
七
二
～
一
五
五
四
）
が
名
乗
っ
て
い
た
寺
院
名
で
あ

り
、
伝
庵
と
同
時
代
、
室
町
後
期
の
も
の
と
推
測
す
る
こ

と
も
可
能
か
と
考
え
る

現
在
所
用
目
録
の
「
第
百
七
十
一
番
」
に
著
録
さ
れ
る

「
視
篆
拙
語
（
写
）　

一
」
カ

ZD
A

 N
o.

：
番
外-8

一
五
　
木
箱
〔
二
件
二
点
〕

〔
備
考
〕
蓋
箱
天
板
の
右
上
に
「
第
百
六
拾
八
番
」、
左
上
に

「
花
上
集
／168

大
雅
遺
韻　

1
冊
」、
側
面
に
「168

　

大
雅
遺
韻
（
写
）
一
冊
／168　

以
篤
禅
師
（
写
）　

一

冊
」
の
貼
紙
あ
り

【
第
百
六
十
八
番
】

(64)　
　

信
仲
篤
禅
師
疏
：［
以
篤
禅
師
疏
］　

写
本　

一
冊

信
仲
明
篤
（
以
篤
）
撰

袋
綴
装
（
四
つ
目
綴
）　

右
上
か
ら
左
下
へ
の
柿
渋
刷
毛
目
表
紙

（
後
補
、
高
峰
東
晙
カ
）

二
五
・
八
×
二
一
・
八　

七
十
六
丁
、
表
紙
二
紙

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
十
三
行

〔
外
題
〕「［　
　

］（
信
仲
）
篤
禅
師
疏
」（
表
紙
左
上　

書
き
題
簽
、

墨
書
、
高
峰
東
晙
筆
）

〔
文
首
〕「
山
門
疏　

日
本
釈　

以
篤　

信
仲
／
大
愚
和
尚
住
恵

日
…
」

〔
文
尾
〕「
…
况
是
丈
人
之
行
力
、
興
先
業
母
負
遠
期
」

〔
印
記
〕
巻
首
、「
兩
足
院
」（
朱
陰
長
方
飾
枠
）

〔
備
考
〕
信
仲
以
篤
は
明
篤
と
も
い
い
、
聖
一
派
の
人
。
四
六
文

の
作
成
に
秀
で
、
惟
肖
得
巌
や
江
西
龍
派
等
と
並
び
称

さ
れ
た
と
い
う
。
本
書
は
、
そ
の
信
仲
の
四
六
文
集

昭
和
法
宝
総
目
録
本
で
は
「
第
四
十
二
番
」
に
「
信
仲

疏
〈
寫
〉　

一
」、
現
在
所
用
目
録
で
は
「
百
六
十
八
番
」

に
「
以
篤
禪
師
疏
〈（
写
）〉　

一
」
と
記
載
さ
れ
る

こ
の
書
は
、
当
院
第
十
三
世
・
高
峰
東
晙
に
よ
っ
て

改
装
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
外
題
に
つ
い
て
は
、

「
篤
」
以
上
が
剥
落
し
て
い
る
た
め
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

「
篤
」
字
の
上
は
二
字
程
度
の
空
き
で
あ
り
、
か
つ
二
文

字
目
に
人
偏
ら
し
き
部
分
が
見
え
る
の
で
、
こ
の
書
も
、

高
峰
が
よ
く
用
い
た
道
号
に
法
名
の
系
字
を
省
い
た
下
字

の
み
を
連
ね
て
「
禅
師
」
を
付
け
る
命
名
法
（
こ
の
命
名

法
に
つ
い
て
は
、
玉
村
竹
二
氏
の
「
惟
肖
巌
禅
師
疏
」
の
解
説

〈「
惟
肖
得
巖
集
解
題
」「
二　

諸
本
」
10　
『
五
山
文
学
新
集
』
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第
二
巻
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
八
年
〉
な
ど
）
を
用

い
て
命
名
さ
れ
、
題
簽
が
認
め
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る

本
編
は
、
室
町
後
期
の
寄
合
書
に
よ
る
筆
写
と
み
ら

れ
、
小
口
書
に
「
信
仲
疏
」
と
あ
る

前
遊
び
紙
（
も
と
見
返
し
カ
）
表
左
上
に
「
二
二
、
以
篤

禅
師
疏　

両
足
院
藏
／
壱
冊　

一
六
八
」
と
墨
書
さ
れ
た

短
冊
状
の
和
紙
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る

冊
首
に
「
以
篤
禅
師
疏
（
写
）
１
冊
」
と
あ
る
和
紙

と
、
片
面
に
「
集
22
／
以
篤
疏
壱
冊
」
も
う
片
面
に

「
百
六
十
八
／
京
都
東
山
建
仁
寺
塔
頭
／
両
足
院
」
と
あ

る
荷
札
あ
り

ZD
A

 N
o.

：168-16

(65)　
　

花
上
集
：［
大
雅
遺
韻
］　

写
本　

一
冊

文
挙
国
契
（
文
挙
契
選
）
編

袋
綴
装
（
紙
縒
留
）　

共
紙
表
紙

前
半
：
二
七
・
八
×
一
九
・
八
、
後
半
：
二
三
・
六
×
一
七
・
八　

二
十
三
丁
、
表
紙
二
紙

〔
本
文
〕
漢
字　

丁
表
面
毎
半
葉
十
一
行
、
裏
面
十
行

〔
外
題
〕「
大
雅
遺
韻
」（
表
紙
左
上　

書
き
題
簽
、
墨
書
）

〔
首
題
〕「
花
上
集
」

〔
印
記
〕
巻
首
「
兩
足
院
」（
朱
陰
長
方
飾
枠
）、
題
簽
「
竹
／
□
」

（
朱
陰
円
印
）

〔
書
入
〕
部
分
的
に
朱
点
・
朱
引
あ
り

〔
備
考
〕
室
町
時
代
の
詩
集

内
容
は
、
義
堂
周
信
や
絶
海
中
津
等
、
二
十
人
の
詩

が
十
首
ず
つ
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
成
立
は
彦
龍
周

興
の
序
に
「
享
酉
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
長
享
三

年
（
一
四
八
九
）
と
み
ら
れ
る
。『
続
群
書
類
従
』
巻
第

三
二
〇
（
第
十
二
輯
上
）
に
掲
載

編
者
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
「
文
挙
国
契
」
と
さ
れ

る
が
、
序
に
「
玉
府
文
舉
少
年
」
と
あ
る
の
み
で
、「
国

契
」
の
名
は
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、『
東
山
歴
代
』（
高

峰
東
晙
撰
、
両
足
院
蔵
）
に
は
「
文
挙
〈
契
〉
選　

越
雪

住
光
音
山
門
疏
紫
岩
下
○
花
山
集
ヲ
選
フ
人
乎
」
と
あ

り
、
ま
た
玉
村
竹
二
氏
の
『
五
山
禪
僧
傳
記
集
成
』（
思

文
閣
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
や
、
市
木
武
雄
氏
の
『
五
山
文

学
用
語
辞
典
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
二
〇
〇
二
年
）
等

に
お
い
て
も
同
人
と
記
載
し
て
い
る
た
め
、（　
）
内
に

補
記
し
た

本
書
は
、
序
文
か
ら
「
謙
巌
」
ま
で
は
他
本
と
同
じ
だ
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が
、
そ
の
次
が
「
鄂
隠
」、「
惟
肖
」
と
い
う
順
番
に
な
っ

て
お
り
、「
惟
肖
」
以
降
は
鈔
配
。
ま
た
、
こ
の
部
分
は

順
番
が
ま
っ
た
く
他
本
と
異
な
っ
て
お
り
、
若
干
異
同
も

あ
る
よ
う
で
あ
る

さ
ら
に
、『
花
上
集
』
が
終
わ
っ
た
次
の
丁
に
、
杜
甫

の
「
碧
瓦
初
寒
外
」
や
「
晚
涼
看
洗
馬
」
等
を
題
し
た
句

の
残
欠
（
一
丁
の
み
）
が
あ
る
。『
大
雅
遺
韻
』
の
名
称
は

他
本
で
は
確
認
で
き
ず
、
管
見
で
は
こ
の
両
足
院
本
の
み

な
の
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
他
本
に
こ
の
杜
甫
の
詩
の
部
分
は

な
い
。
と
な
る
と
、
こ
の
部
分
が
「
大
雅
遺
韻
」
と
い
う

可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か

裏
表
紙
に
は
、
前
半
の
「
惟
肖
」
の
部
分
が
、
裏
返
し

て
使
用
さ
れ
て
い
る

昭
和
法
宝
総
目
録
本
で
は
「
第
五
十
七
番
」
に
著
録

冊
首
に
「
57
大
雅
遺
韻　

花
上
集　

１
冊
」
と
「
168
大

雅
遺
韻
（
写
）
１
冊
」
と
あ
る
和
紙
が
入
る

ZD
A

 N
o.

：168-18

一
六
　
木
箱
〔
二
件
三
点
〕

〔
備
考
〕「
第
百
六
十
八
番
」、『
竹
居
集
』
同
箱

身
箱
に
「
竹
居
集　

二　

江
西
一
節
集　

一
／

一
六
八
」
の
貼
紙
あ
り

【
第
百
六
十
八
番
】

(66)　
　

江
西
一
節
集　

写
本　

一
冊

心
田
清
播
編

袋
綴
装
（
四
つ
目
綴
）　

香
色
表
紙

二
二
・
二
×
一
六
・
〇　

三
十
一
丁
、
表
紙
二
紙

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
十
六
行
・
一
行
二
十
字

〔
首
題
〕「
江
西
一
節
集
」

〔
尾
題
〕「
江
西
一
節
集
終
」

〔
備
考
〕
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
初
期
の
成
立

玉
村
竹
二
氏
に
よ
る
「
江
西
一
節
集
」
の
解
説
（「
心

田
清
播
集
解
題
」「
二　

諸
本
」
11　
『
五
山
文
学
新
集
』
別
巻

一
）
の
中
に
、「
卷
首
に
『
兩
足
院
』
の
白
文
朱
印
が
あ

る
」
と
記
載
が
あ
る
。
し
か
し
、
該
書
に
お
い
て
は
、
成

立
や
字
数
な
ど
の
特
徴
に
は
合
致
す
る
も
の
の
、
印
記
は

見
ら
れ
な
い

表
紙
右
下
に
「
月
（
カ
）」
の
朱
書
あ
り

ZD
A

 N
o.

：168-49
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一
七
　
木
箱
〔
三
件
三
点
〕

〔
備
考
〕
蓋
箱
に
貼
紙
が
あ
る
も
の
の
、
剥
落
箇
所
が
多
く
確
認
で
き

ず
（「
天
□
〔
葩
〕［　
　

］／［　
　

］
□
□
〔
清
録
カ
〕／［　
　

］）

【
第
百
六
十
八
番
】

(68)　
　

天
葩
雑
集　

写
本　

一
冊

江
西
龍
派
撰　
［
南
江
宗
沅
］
筆

袋
綴
装
（
五
つ
目
綴
）　

薄
茶
色
表
紙

二
七
・
〇
×
二
〇
・
八　

百
五
十
丁
、
表
紙
二
紙

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
十
七
行
・
一
行
二
十
七
字

〔
首
題
〕「
天
葩
雜
集
」

〔
奥
書
〕「
續
翠
撰
此
集
之
始
、
沅
南
江
書
焉
。
翠
傳
九
渕
。
九

渕
遊
大
明
之
日
、
吾
以
／
先
靈
源
翁
所
寫
、
換
此
一
冊
。

欲
傳
諸
末
世
、
貴
其
始
也
。
統
志
焉
」

〔
印
記
〕
巻
首
、「
兩
足
院
」（
朱
陰
長
方
飾
枠
）、「
即
宗
院
」（
朱

陽
長
方
印
）、
巻
尾
、
識
語
下
、「
正
／
宗
」（
朱
陽
方
印
）、

「
九
／
淵
」（
朱
陽
方
印
）

〔
書
入
〕
朱
点
・
朱
引
あ
り

〔
備
考
〕
江
西
龍
派
（
？
～
一
四
四
六
）
は
、
建
仁
寺
霊
泉
院
開
基

の
一
庵
一
麟
（
一
三
二
九
～
一
四
〇
七
）
の
法
嗣
。
本
書

は
そ
の
抄
録
集
と
み
ら
れ
、
序
・
記
・
書
・
箚
子
・
表
・

策
問
・
伝
・
賛
・
論
・
説
・
祭
文
・
碑
・
跋
・
雑
文
・

録
か
ら
構
成
さ
れ
る

末
尾
の
正
宗
龍
統
（
一
四
二
八
～
一
四
九
八
）
の
奥
書
に

よ
る
と
、
こ
の
書
は
南
江
宗
沅
の
筆
で
、
裏
表
紙
見
返
し

に
、
当
院
第
二
十
世
・
後
藤
東
㝔
師
に
よ
る
、「
京
都
相

国
寺
ノ
禅
僧
ナ
リ
。
宗
沅
字
南
江
ト
云
フ
／
號
ハ
漁
菴
ト

云
、
相
国
寺
ニ
在
リ
テ
詩
名
ア
リ
。
後
／
法
衣
ヲ
脱
シ
テ

俗
ニ
皈
シ
、
和
泉
堺
海
會
寺
／
ニ
寓
シ
漁
菴
ト
號
ス
。
著

作
鷗
巣
集
ア
リ
／
昭
和
庚
午
五
仲
春　

龍
宗
東
㝔
誌
」
の

貼
紙
が
あ
る

ま
た
、
識
語
に
は
、
こ
の
書
は
江
西
龍
派
か
ら
九
淵
龍

賝
（
？
～
一
四
九
八
）
に
伝
来
し
た
が
、
九
淵
が
中
国
・

明
で
遊
学
し
て
い
る
間
に
、
正
宗
に
よ
っ
て
霊
源
翁
（
瑞

巌
龍
惺
・
一
三
八
四
～
一
四
六
〇
）
の
写
し
た
も
の
と
、
こ

の
本
を
交
換
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る

小
口
書
「
天
葩
」

冊
首
に
「
五
〇
、
天
葩
雜
集　

壱
冊　

両
足
院
藏
」
と

墨
書
さ
れ
た
短
冊
状
の
和
紙
あ
り

ZD
A

 N
o.

：168-27
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(70)　
　

見
聞
録
：
古
徳
入
寺
語　

写
本　

一
冊

咄
々
子
編

袋
綴
装
（
四
つ
目
綴
）　

左
上
か
ら
右
下
へ
の
柿
渋
の
刷
毛
目
表

紙
（
後
補
表
紙
）

二
四
・
四
×
二
〇
・
〇　

八
十
五
丁
、
表
紙
二
紙
、
遊
び
紙
二
紙

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
十
五
行

〔
外
題
〕「
見
聞
録
〈
古
徳
入
寺
語
〉（
表
紙
左
上
・
書
き
題
簽
、

墨
書
）

〔
首
題
〕「
見
聞
録
巻
第
一
／
咄
々
子
編
集
」

〔
印
記
〕
巻
首
「
兩
足
院
」（
朱
陰
長
方
飾
枠
）

〔
書
入
〕
朱
点
入
り

〔
備
考
〕
本
書
は
、
入
寺
法
語
を
集
め
た
も
の
で
、
義
堂
周
信
や

絶
海
中
津
を
は
じ
め
四
十
人
以
上
に
よ
る
八
十
以
上
の

語
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
首
題
に
は
「
見
聞
録
巻
第
一
」

と
あ
る
が
、
巻
二
以
降
は
見
ら
れ
な
い

恐
ら
く
当
院
第
十
三
世
・
高
峰
東
晙
師
に
よ
っ
て
改
装

さ
れ
て
お
り
、
題
簽
も
そ
の
時
に
師
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
前
遊
び
紙
表
に
も
、
師
に

よ
る
「
此
編
所
載
之
語
今
其
本
録
泯
滅
不
伝
者
多
矣
如
無

等 

子
喩
（
子
瑜
）
／
履
中 

勉
之 

夢
菴 

草
堂 

大
拙 

遠
芳
等

是
也
／
編
者
咄
々
子
未
詳
誰
人
観
其
所
編
則
蓋
天
文
以
前

之
人
也
」
の
墨
書
が
あ
る

編
者
の
咄
々
子
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
が
、
室
町
後

期
ご
ろ
の
成
立
と
推
測
さ
れ
る

冊
首
に
「
五
三
、
見
聞
錄　

壱
冊　

両
足
院
藏
」
と
墨

書
さ
れ
た
短
冊
状
の
和
紙
あ
り

ZD
A

 N
o.

：168-41

【
番
外
】

9　
　

太
清
和
尚
語
録　

写
本　

一
冊

太
清
宗
渭
撰

袋
綴
装
（
紙
縒
留
）　

素
紙
表
紙
（
新
補
、
近
代
以
降
）

二
九
・
五
×
二
三
・
七　

五
十
四
丁
、
表
紙
二
紙

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
十
二
行
か
ら
十
四
行
・
一
行
二
十
三
字

程
度
、
不
定

〔
外
題
〕「
太
清
宗
渭
和
尚
語
録
」（
表
紙
左
上　

書
き
題
簽
、
墨
書
）

〔
文
首
〕「
索
話
／
［　
　

］
句
全
提
、
直
下
更
無
纖
翳
、
千
車

合
轍
、
玄
機
随
処
斉
彰
、
衆
中
…
」

〔
文
尾
〕「
…
十
二
入
十
八
界
、
一
切
万
有
無
非
自
己
、
本
来
面

目
、
本
地
風
光
□
患
今
」

〔
備
考
〕
太
清
宗
渭
（
一
三
二
一
～
一
三
九
一
）
は
、
雪
村
友
梅
の
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法
嗣内

容
は
、
相
州
路
青
龍
山
東
勝
禅
寺
（
語
）、
相
州
路
金

宝
山
浄
智
禅
寺
語
、
播
州
路
赤
松
山
宝
林
永
昌
禅
寺
語

録
、
太
平
興
国
南
禅
寺
入
院
、
南
禅
再
住
、
相
国
承
天
禅

寺
語
録
で
構
成
さ
れ
て
い
る

冒
頭
三
丁
ほ
ど
裏
書
が
見
ら
れ
る
が
、
裏
打
補
修
に

よ
っ
て
確
認
で
き
ず
、
ま
た
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
若
干
の
互

い
違
い
が
生
じ
て
い
る
よ
う
に
も
み
ら
れ
る

表
紙
は
、
近
代
に
な
っ
て
付
さ
れ
た
（
補
修
も
同
時
カ
）

と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
表
紙
右
上
お
よ
び
最
終
丁
裏
の

左
端
に
、「
太
清
和
尚
諱
宗
渭
嗣
法
雪
村
」（
直
書
、
墨
書
）

と
あ
る

現
在
所
用
目
録
に
は
未
収
だ
が
、
昭
和
法
宝
総
目
録
本

で
は
「
第
四
十
六
番
」
に
著
録

ZD
A

 N
o.

：
番
外-9

一
八
　
木
箱
〔
二
件
二
点
〕

〔
備
考
〕「
第
三
十
番
」、『
禅
苑
清
規
総
要
』
同
箱

天
板
右
上
に
「
第
百
六
拾
九
番
」
の
貼
紙
、
右
下
に

「
劔
関
禅
師
語
録　

169

／
禅
苑
清
規　

一
冊　

30

」
の
付

箋
、
身
箱
に
「
劔
関
禅
師
語
録　

一
」
と
「
禅
苑
清
規　

一
」
の
貼
紙
あ
り

【
第
百
六
十
九
番
】

[9]　
　

剣
関
和
尚
語
録　

刊
本
〔
宋
版
〕　

一
冊

（
宋
）
剣
関
子
益
撰　

善
珙
・
徳
修
等
編

線
装
本
（
四
針
眼
）　

黄
色
裂
表
紙
（
後
補
表
紙
）

三
〇
・
〇
×
一
九
・
六　

三
十
八
丁
、
表
紙
二
紙
、
遊
び
紙
：
前

二
紙
・
後
二
紙

〔
匡
郭
〕
左
右
双
辺
・
有
界　

二
〇
・
四
×
一
四
・
三

〔
版
心
〕
序
の
み
双
黒
魚
尾
、
白
口　

下
方
に
「
丁
幾
」

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
十
行
・
一
行
十
八
字

〔
外
題
〕〔
表
紙
左
上　

無
地
題
簽
貼
付
〕

〔
首
題
〕「
劔
關
和
尚
初
住
隆
興
府
興
化
禪
寺
語
録
／
侍
者　

善

珙　

徳
修　

編
」

〔
尾
題
〕「
劔
關
和
尚
語
録
終
」

〔
印
記
〕
序
・
巻
首
「
兩
足
院
」（
朱
陰
長
方
飾
枠
）、
裏
に
「
□
峰

／
庵
記
」（
朱
陽
双
枠
印
）

〔
書
入
〕
部
分
的
に
朱
点
・
朱
引
あ
り

〔
備
考
〕
剣
関
子
益
（
生
没
年
未
詳
）
は
剣
州
（
四
山
省
）
の
人
で
、

東
福
寺
開
山
の
円
爾
と
同
じ
無
準
師
範
（
一
一
七
八
～
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一
二
四
九
）
の
法
嗣

本
書
は
、
南
宋
後
期
の
刊
行
と
み
ら
れ
る
。
天
下
の
孤

本
と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
漢
籍
で
主
に
貴
重
本
を

保
護
・
保
存
す
る
際
に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
金
鑲
玉
と
い

う
方
法
で
製
本
さ
れ
て
い
る
。
裏
表
紙
見
返
し
に
、
そ

の
経
緯
と
し
て
、「〈
昭
和
十
年
一
月
／
康
徳
二
年
一
月
〉

（
一
九
三
五
）
二
十
八
日
〈
日
本
東
京
水
野
梅
暁
／
満
州
長

白
栄
厚
〉
／
命
修
繕
書
工
石
興
周
修
補
／
両
足
院
蔵
本
宋

□
剣
関
禅
師
語
録
一
／
本
以
資
法
宝
永
存
」
と
認
め
ら
れ

て
い
る

ZD
A

 N
o.

：169-10

一
九
　
薄
葉
紙
包
（
木
箱
）〔
一
件
一
点
〕

〔
備
考
〕
身
箱
に
収
納
（
蓋
箱
な
し
）
さ
れ
、
上
か
ら
薄
葉
紙
で
包

ま
れ
る

（
第
百
七
十
一
番
）

[2]　
　

抜
：［
諸
書
抜
萃
録
］　

写
本　

一
冊

袋
綴
装
（
紙
縒
留
）　

共
紙
表
紙

二
三
・
八
×
一
八
・
二　

二
十
九
丁
、
表
紙
二
紙

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
十
三
行
・
一
行
二
十
五
字
程
度
、
不
定

〔
外
題
〕「
抜
」
の
大
書
（
表
紙
左
上　

直
書
、
墨
書
）、「［　
　
　

　
　
　

］
／
達
磨
眼
睛
渾
不
顧
常
尋
讀
作
一
聯
詩
／
元

亨
釈
書　

南
遊
集　

東
皈
集　

廣
灯
嵩
山
語　

普
濟
國

［　

］
／
建
仁
開
山
行
状　

大
應
國
師
塔
銘　

霊
洞
高
山

塔
銘　

別
源
塔
銘
／
佛
光
塔
銘
〈
文
□
〉　

此
山
傳
灯
录

化
疏　

若
木
集
抜　

紫
野
徹
翁
行
□
／
［　
　
　
　
　

　
　

］」（
表
紙
中
央　

直
書
、
墨
書
〈
異
筆
カ
〉）

〔
文
首
〕「
少
室
九
年　

曹
溪
一
宿　

少
室
分
皮
髓　

刹
々
宝
絲

網　

塵
々
車
軸
花
…
」

〔
文
尾
〕「
…
應
永
乙
巳
（
三
十
二
年
・
一
四
二
五
）
三
月
日
／
住

霊
山
徳
禅
第
四
世
孫
小
比
丘
禅
興
謹
状
」

〔
書
入
〕
朱
点
・
朱
引
、
上
部
の
空
白
に
朱
書
で
の
注
記
あ
り

〔
備
考
〕
語
録
な
ど
の
抜
萃
集

内
容
は
、［
中
峰
広
録
］、
元
亨
釈
書
、
南
遊
集
、
東
皈

集
、
建
仁
開
山
行
状
、
如
是
院
此
山
和
尚
天
潤
庵
伝
灯
録

化
縁
疏
〔
重
刊
景
徳
伝
灯
録
疏
〕、
霊
山
徳
禅
寺
徹
翁
義

亨
禅
師
行
状
ほ
か
で
構
成

ZD
A

 N
o.

：170-2
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二
〇
　
布
帙
〔
一
件
八
点
〕

〔
備
考
〕「
荘
子
集
注
［　
　

］
石
印
」
の
題
簽
あ
り

【
番
外
】

10　
　

荘
子
集
釈　

刊
本
〔
唐
本
〕　

十
巻　

八
冊

郭
慶
藩
孟
純
輯

線
装
本
（
四
針
眼
）　

香
色
表
紙
（
原
）、
封
面
「
郭
慶
藩
先
生
輯

／
荘
子
集
釋
／
掃
葉
山
房
石
印
」、
封
面
裏
「
民
國
十
三
年
石

印
」

〔
匡
郭
〕
四
周
双
辺
・
無
界

〔
版
心
〕
単
黒
魚
尾
、
下
横
単
線　

魚
尾
上
「
柱
題
」、
魚
尾
下
「
巻

幾
」、
下
横
線
上
「
丁
幾
」、
横
線
下
「
掃
葉
山
房
石
印
」

〔
本
文
〕
漢
字

〔
柱
題
〕「
莊
子
集
釋
」

〔
書
入
〕
部
分
的
に
朱
点
・
朱
引
、
本
文
・
欄
上
に
注
記
（
鉛
筆

書
き
）
あ
り

〔
備
考
〕
小
口
書
「
荘
子
集
釋
八
冊
」

帙
題
簽
、
剥
落
箇
所
多
し

第
一
冊
：
一
九
・
九
×
一
三
・
二　

三
十
九
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
莊
子
集
釋
〈
掃
葉
山
房
石
印
〉」（
表
紙
左
上　

原
刷
り

題
簽
）

〔
首
題
〕「
莊
子
集
釋
卷
一
／
湘
陰　

郭
慶
藩　

孟
純
輯
」

〔
尾
題
〕「
莊
子
集
釋
卷
一
終
」

第
二
冊
：
一
九
・
九
×
一
三
・
二　

三
十
一
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
莊
子
集
釋
〈
掃
葉
山
房
石
印
〉」（
表
紙
左
上　

原
刷
り

題
簽
）

〔
首
題
〕「
莊
子
集
釋
卷
二
／
湘
陰　

郭
慶
藩　

孟
純
輯
」

〔
尾
題
〕「
莊
子
集
釋
卷
二
終
」

第
三
冊
：
一
九
・
九
×
一
三
・
二　

五
十
二
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
莊
子
集
釋
〈
掃
葉
山
房
石
印
〉」（
表
紙
左
上　

原
刷
り

題
簽
）

〔
首
題
〕「
莊
子
集
釋
卷
三
／
湘
陰　

郭
慶
藩　

孟
純
輯
」

〔
尾
題
〕「
莊
子
集
釋
卷
四
終
」

第
四
冊
：
一
九
・
九
×
一
三
・
二　

三
十
四
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
莊
子
集
釋
〈
掃
葉
山
房
石
印
〉」（
表
紙
左
上　

原
刷
り

題
簽
）

〔
首
題
〕「
莊
子
集
釋
卷
五
／
湘
陰　

郭
慶
藩　

孟
純
輯
」

〔
尾
題
〕「
莊
子
集
釋
卷
五
終
」
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第
五
冊
：
一
九
・
九
×
一
三
・
二　

二
十
六
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
莊
子
集
釋
〈
掃
葉
山
房
石
印
〉」（
表
紙
左
上　

原
刷
り

題
簽
）

〔
首
題
〕「
莊
子
集
釋
卷
六
／
湘
陰　

郭
慶
藩　

孟
純
輯
」

〔
尾
題
〕「
莊
子
集
釋
卷
六
終
」

第
六
冊
：
一
九
・
九
×
一
三
・
二　

三
十
六
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
莊
子
集
釋
〈
掃
葉
山
房
石
印
〉」（
表
紙
左
上　

原
刷
り

題
簽
）

〔
首
題
〕「
莊
子
集
釋
卷
七
／
湘
陰　

郭
慶
藩　

孟
純
輯
」

〔
尾
題
〕「
莊
子
集
釋
卷
七
終
」

第
七
冊
：
一
九
・
九
×
一
三
・
二　

四
十
一
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
莊
子
集
釋
〈
掃
葉
山
房
石
印
〉」（
表
紙
左
上　

原
刷
り

題
簽
）

〔
首
題
〕「
莊
子
集
釋
卷
八
／
湘
陰　

郭
慶
藩　

孟
純
輯
」

〔
尾
題
〕「
莊
子
集
釋
卷
八
終
」

第
八
冊
：
一
九
・
九
×
一
三
・
二　

五
十
五
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
莊
子
集
釋
〈
掃
葉
山
房
石
印
〉」（
表
紙
左
上　

原
刷
り

題
簽
）

〔
首
題
〕「
莊
子
集
釋
卷
九
／
湘
陰　

郭
慶
藩　

孟
純
輯
」

〔
尾
題
〕「
莊
子
集
釋
卷
十
終
」

二
一
　
薄
葉
紙
包
〔
一
件
一
点
〕

【
番
外
】

11　
　

校
訂
荘
子
正
文　

訂
正
再
版　

刊
本　

一
冊

［
荘
子
］
著

袋
綴
装
（
四
つ
目
綴
）　

茶
色
表
紙
（
原
）　

見
返
し
に
「
大
正
七

年
四
月
新
刊
／
〈
校
／
訂
〉
莊
子
正
文
／
觀
文
堂
」

二
二
・
五
×
一
五
・
九　

百
三
丁
、
表
紙
二
紙

〔
匡
郭
〕
四
周
単
辺
・
無
界

〔
版
心
〕
単
黒
魚
尾
、
下
横
単
線　

魚
尾
上
「
柱
題
」、
魚
尾
下

「
卷
之
幾
」・「
小
題
」、
下
横
線
上
右
「
丁
幾
」、
横
線
下

「
觀
文
堂
藏
版
」

〔
本
文
〕
漢
字
、
句
点
・
返
り
点
付

〔
外
題
〕「〈
校
／
訂
〉
莊
子
正
文　
〈
訂
正
再
版
〉」（
表
紙
左
上　

刷
り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
莊
子
卷
之
一
」

〔
尾
題
〕「
莊
子
卷
之
六　

終
（
大
尾
）」
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〔
柱
題
〕「〈
校
／
訂
〉
莊
子
正
文
」

〔
書
入
〕
部
分
的
に
、
本
文
・
欄
上
に
注
記
あ
り
（
鉛
筆
・
黒
イ
ン

ク
書
な
ど
）

二
二
　
布
帙
〔
二
件
二
点
〕

〔
備
考
〕
帙
の
材
質
で
表
紙
・
背
・
裏
表
紙
を
覆
い
、
反
対
側
は

板
帙
の
よ
う
に
紐
で
結
ぶ
形
状

「
夢
窓
國
師
年
譜
〈
文
和
三
年
妙
葩
刊
／
五
山
版
〉
／

夢
窓
國
師
年
譜
〈
足
利
時
代
五
山
僧
／
寫
之
〉」
の
貼
紙

あ
り

【
番
外
】

12　
　

天
龍
開
山
夢
窓
正
覚
心
宗
普
済
国
師
年
譜　

刊
本　

一
冊

春
屋
妙
葩
撰

袋
綴
装
（
四
つ
目
綴
、
綴
紐
脱
落
ぎ
み
）　

茶
褐
色
表
紙

二
四
・
六
×
一
六
・
七　

六
十
八
丁
、
表
紙
二
紙

〔
匡
郭
〕
左
右
双
辺
・
有
界　

一
八
・
八
×
一
三
・
四

〔
版
心
〕
双
黒
魚
尾
（
上
下
下
向
）、
小
黒
口　

上
魚
尾
下
「
柱

題
」、
下
魚
尾
下
「
丁
幾
」

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
十
行
・
一
行
二
十
字

〔
外
題
〕「
夢
䆫
年
譜
」（
表
紙
左
上　

直
書
、
墨
書
）

〔
首
題
〕「
天
龍
開
山
夢
窻
正
覺
心
宗
普
濟
國
師
年
譜
／
臨
川
禪

寺
住
持
小
師　

妙
葩　

□
（
編
）」

〔
柱
題
〕
年
譜
部
分
「
譜
」、
西
山
夜
話
部
分
「
話
」、
臨
川
家
訓

部
分
「
訓
」、
塔
銘
部
分
「
塔
銘
」

〔
印
記
〕
巻
首
「
後
宇
多
天
皇
建
治
元
年
乙
亥
」
下
「
兩
足
院
」

（
朱
陰
長
方
飾
枠
印
）　

首
題
下
に
異
な
る
印
記
が
あ
る
が
、

墨
に
て
抹
消

〔
書
入
〕
朱
点
・
朱
引
あ
り

〔
備
考
〕
七
朝
帝
師
、
夢
窓
疎
石
（
一
二
七
五
～
一
三
五
一
）
の
年
譜

南
北
朝
末
の
刊
行
で
、
川
瀬
一
馬
氏
の
解
説
（『
五
山

版
の
研
究
』（
日
本
古
書
籍
商
協
会
、
一
九
七
〇
年
）
で
は
、

「
後
の
再
刊
と
目
す
べ
き
一
本
」
と
位
置
付
け
る
。
又
丁

（「
又
十
七
」）
あ
り

欄
上
に
年
齢
と
み
ら
れ
る
数
字
が
記
入
（
朱
書
・
墨
書
）

さ
れ
て
い
る
が
、
暦
応
あ
た
り
で
ズ
レ
が
生
じ
て
お
り
、

観
応
元
年
に
は
「
七
十
三
」、
二
年
に
は
「
七
十
六
」
と

あ
る本

書
は
、
現
在
所
用
目
録
で
は
、「
第
六
十
三
番
」
に

写
本
と
と
も
に
二
本
が
、「
第
百
六
十
九
番
」（
書
名
の
下

に
「
五
山
」
と
誌
さ
れ
る
）
で
も
う
一
本
が
確
認
で
き
る
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が
、
そ
の
「
第
六
十
三
番
」
の
書
名
の
欄
上
に
は
、
写
本

と
と
も
に
「
別
」
と
い
う
鉛
筆
に
よ
る
記
入
が
あ
る

そ
れ
を
念
頭
に
現
状
を
み
て
い
く
と
、「
第
六
十
三
番
」

の
刊
写
二
本
が
別
置
本
の
二
本
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ

る
が
、「
第
百
六
十
九
番
」
の
一
本
は
そ
の
通
り
確
認
で

き
、
か
つ
現
在
「
第
六
十
三
番
」
に
別
の
一
本
（
相
国
寺

刊
）
が
み
ら
れ
る
の
で
、
合
計
四
本
と
な
る
。
昭
和
法
宝

総
目
録
本
で
は
、「
第
六
十
三
番
」
に
、「
夢
窓
年
譜　

三

部　

写
／
五
山
版
・
新
版
・
妙
葩　

三
」
と
あ
る
の
で
、

そ
れ
以
降
に
一
本
増
え
た
こ
と
が
判
明
す
る
が
、
詳
細
に

つ
い
て
は
不
明
で
あ
る

ち
な
み
に
、
収
め
ら
れ
て
い
る
帙
の
貼
紙
に
、「
文
和

三
年
妙
葩
刊
／
五
山
版
」（
墨
書
）
と
あ
る
が
、
こ
の
文

和
三
年
（
一
三
五
四
）
は
碑
銘
に
関
す
る
年
で
あ
り
、
刊

行
と
は
無
関
係
と
思
わ
れ
る

虫
損
補
修
を
施
す

13　
　

天
龍
開
山
夢
窓
正
覚
心
宗
普
済
国
師
年
譜　

写
本　

一
冊

春
屋
妙
葩
撰

袋
綴
装
（
四
つ
目
綴
）　

茶
褐
色
表
紙

二
五
・
八
×
一
八
・
七　

六
十
一
丁
、
表
紙
二
紙

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
十
一
行
・
一
行
二
十
字

〔
外
題
〕「
夢
窓
年
譜
」（
表
紙
左
上　

直
書
・
朱
書
）

〔
首
題
〕「
天
龍
開
山
夢
窓
正
覚
心
宗
普
濟
國
師
年
譜
／
臨
川
禅

寺
住
持
小
師　

妙
葩　

編
」

〔
書
入
〕
朱
点
・
朱
引
、
墨
書
に
よ
る
訓
点
、
朱
書
・
墨
書
に
よ

る
注
記
等
あ
り

〔
備
考
〕
貞
和
版
と
み
ら
れ
る
五
山
版
の
写
し

収
め
ら
れ
て
い
る
帙
の
貼
紙
に
は
、「
夢
窓
國
師
年
譜

　
〈
足
利
時
代
五
山
僧
／
写
之
〉」（
墨
書
）
と
誌
さ
れ
る

虫
損
に
よ
る
総
裏
打
補
修
を
施
す

ZD
A

 N
o.

：
番
外-12

二
三
　
布
帙
〔
一
件
三
点
〕

〔
備
考
〕「
古
渡
録
」
の
題
簽
あ
り

【
番
外
】

14　
　

古
渡
録　

刊
本　

三
冊

［
竹
田
頴
川
］
撰　

建
仁
寺
專
門
道
場
編

袋
綴
装
（
四
つ
目
、
康
煕
綴
）　

鉄
紺
色
表
紙
（
原
表
紙
）
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印
刷　

四
周
双
辺
・
無
界

〔
版
心
〕
単
黒
魚
尾
、
下
横
単
線　

魚
尾
下
「
柱
題
」、
下
横
線

上
右
「
丁
幾
」

〔
本
文
〕
漢
字
、
漢
字
ひ
ら
が
な
交
じ
り

〔
柱
題
〕「
古
渡
録
」

〔
刊
記
〕「
昭
和
四
十
六
年
十
一
月
九
日
印
刷
／
昭
和
四
十
六
年

十
一
月
九
日
発
行
／
編
輯
兼
発
行
者　

建
仁
寺
専
門
道

場
／
印
刷
者　

貝
葉
書
院
／
発
行
所　

建
仁
寺
専
門
道

場
」（
住
所
省
略
）

〔
備
考
〕
下
半
分
、
水
濡
れ
痕

巻
上
：
二
三
・
八
×
一
六
・
六　

百
四
丁
、
表
紙
二
紙
、
巻
頭
グ
ラ
ビ

　
　
　

ア
十
四
紙

〔
外
題
〕「
古
渡
録　
〈
上
〉」（
表
紙
左
上　

刷
り
題
簽
・
単
辺
）

〔
首
題
〕「
古
渡
録
卷
上
／
小
師　

某
甲
等
編
」

巻
中
：
二
三
・
八
×
一
六
・
五　

百
六
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
古
渡
録　
〈
中
〉」（
表
紙
左
上　

刷
り
題
簽
・
単
辺
）

〔
首
題
〕「
古
渡
録
卷
中
／
小
師　

某
甲
等
編
」

巻
下
：
二
三
・
八
×
一
六
・
五　

七
十
丁
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
古
渡
録　
〈
下
〉」（
表
紙
左
上　

刷
り
題
簽
・
単
辺
）

〔
首
題
〕「
古
渡
録
卷
下
／
小
師　

某
甲
等
編
」

二
四
　
薄
葉
紙
包
（
木
箱
）〔
一
件
一
点
〕

〔
備
考
〕
身
箱
破
損
の
た
め
、
蓋
箱
に
収
め
ら
れ
、
そ
の
上
か
ら

薄
葉
紙
で
包
ま
れ
る

蓋
箱
貼
紙
「
節
用
集　

■
（
黒
抹
の
下
に
「
饅
頭
屋
」
と

誌
す
）
本　

一
」

該
書
の
巻
首
部
分
の
写
真
（
モ
ノ
ク
ロ
）、
同
箱

【
番
外
】

15　
　

節
用
集
〔
両
足
院
本
〕　

写
本　

存
上
（
自
伊
至
久
）　

一
冊

袋
綴
装
（
四
つ
目
綴
）　

暗
褐
色
表
紙

二
五
・
七
×
一
九
・
〇　

七
十
五
丁

〔
本
文
〕
漢
字
：
採
録
語
の
右
に
片
か
な
で
振
り
仮
名
を
施
す　

毎
半
葉
八
行
（
注
文
双
行
）・
一
行
十
五
字
程
度
、
不
定

〔
外
題
〕「
節
用
集
」（
表
紙
左
上　

直
書
、
墨
書
）

〔
首
題
〕「
節
用
集
」

〔
文
首
〕「
△
伊　

板
生
〈
丹
州
夜
／
久
ノ
郷
在
〉　

筏
〈
桴
〉　

沉
石
〈
舟
ノ
／
碇
〉　

籞
〈
留
魚
／
物
也
〉
／
天
／
地　
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印
度
〈
天
竺
／
也
〉　

一
部
〈
奥
州
馬
出
処
／
或
一
閉

伊
〉　

一
口
〈
城
州
〉
…
」

〔
文
尾
〕「
…
口
惜　

難
回
避　

如
件　

比　

賦　

草
臥　

労　

甘　

窕
」

〔
印
記
〕
首
題
下
「
兩
足
院
」（
朱
陰
長
方
飾
枠
）、「
宗
□
（
億

カ
）」（
黒
陽
方
印
）

〔
書
入
〕
朱
点
・
朱
引
あ
り

〔
備
考
〕
室
町
末
期
か
ら
近
世
初
期
の
成
立
と
み
ら
れ
る

印
度
本
の
系
統
で
、「
伊
」
よ
り
「
久
」
ま
で

「
伊
」
の
下
、
追
加
語
句
と
思
わ
れ
る
語
彙
が
書
し
て

あ
る
う
ち
、「
筏
」
と
「
沈
石
」
に
つ
い
て
は
国
会
図

書
館
蔵
『
伊
京
集
』
な
ど
他
の
本
で
も
確
認
で
き
る
が
、

「
板
生
」
と
「
籞
」
に
つ
い
て
は
未
掲
載
で
、
両
足
院
本

の
み
で
確
認
で
き
る

小
口
書
「
上
自
伊
至
久
」（
朱
書
）

現
在
所
用
目
録
に
は
未
収
だ
が
、
昭
和
法
宝
総
目
録
本

で
は
「
第
百
四
十
八
番
」
に
著
録

ZD
A

 N
o.

：168-

番
外-15

二
五
　
布
帙
〔
二
件
二
点
〕

〔
備
考
〕
帙
の
材
質
で
表
紙
・
背
・
裏
表
紙
を
覆
い
、
反
対
側
は

板
帙
の
よ
う
に
紐
で
結
ぶ
形
状

「
明
月
記
〈
文
祿
五
／
年
校
〉
／
禪
語
録
〈
天
文
頃
／

書
寫
〉」
の
貼
紙
あ
り

【
番
外
】

16　
　

明
月
記
歌
道
事　

写
本　

一
冊

［
後
成
恩
寺
禅
閤
（
一
条
兼
良
）］ 

抄

袋
綴
装
（
四
つ
目
綴
）　

灰
茶
色
表
紙

二
六
・
二
×
二
〇
・
五　

四
十
二
丁
、
表
紙
二
紙
、
原
表
紙
二
紙
、

遊
び
紙
一
紙

〔
本
文
〕
漢
字
ひ
ら
が
な
交
じ
り　

毎
半
葉
十
二
行
（
注
文
双

行
）・
一
行
二
十
三
字
～
二
十
六
字
程
度
、
不
定

〔
外
題
〕「
明
月
記
〈
□
（
歌
カ
）［　
　

］〉」（
表
紙
左
上　

直
書
、

墨
書
）

〔
首
題
〕「
明
月
記
〈
歌
道
事
〉」

〔
奥
書
〕「
私
勘
云
／
定
家
卿
／
建
保
二
年
二
月
十
一
日 

任
参
議

〈
従
三
位
／
元
侍
従 

即
日
賜
兼
字
〉
同
三
年
正
月
十
三
日 

兼
伊
与
〔
予
〕
権
守
／
同
四
年
正
月
十
三
日 

兼
治
部
卿 

三
月
廿
八
日 

辞
侍
従 

十
二
月
十
四
日 

叙
正
三
位
〈
俊
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忠
卿
去
天
永
二
年
／
春
日
行
幸
行
事
賞
〉
／
本
云
／
以

後
成
恩
寺
禅
閤
殿
下
令
書
抜
給
御
自
筆
之
本
／
所
書
写

之
也
／
〈
本
云
〉
此
写
本
不
審
繁
多
之
間 

或
推
以
改
之 

或
模
写
字
形 

今
求
得
資
直
卿
筆
之
本
直
之
／
異
本
之
由 

□
之
猶
非
無
不
審
者
也
／
文
禄
五
初
秋
五
日
校
之
」

〔
書
入
〕
朱
書
に
よ
る
書
き
入
れ
あ
り

〔
備
考
〕
藤
原
定
家
卿
（
一
一
六
二
～
一
二
四
一
）
の
『
明
月

記
』
の
和
歌
に
関
す
る
記
事
に
つ
い
て
、
文
治
四

年
（
一
一
八
八
）
か
ら
建
保
四
年
（
一
二
一
六
）
ま
で
を

抄
出
し
た
も
の
で
、
作
成
者
は
奥
書
か
ら
一
条
兼
良

（
一
四
〇
二
～
一
四
八
一
）
と
考
え
ら
れ
て
い
る

本
書
は
、
遠
藤
珠
紀
氏
の
「『
明
月
記
歌
道
事
』
伝

本
に
つ
い
て
」（『
明
月
記
研
究
』
十
四
号　

八
木
書
店
、

二
〇
一
六
年
一
月
）
に
よ
る
と
、
続
群
書
類
従
本
の
系
統

で
、
永
青
文
庫
本
に
近
い
特
徴
が
確
認
で
き
る

裏
打
補
修
を
施
し
て
あ
り
、
収
め
ら
れ
る
帙
の
貼
紙
に

は
、「
文
禄
五
年
（
一
五
九
六
）
校
」
と
あ
る

冊
首
に
は
、「
未
／2010.10

」
と
記
載
の
あ
る
短
冊
状

の
和
紙
と
、「
明
月
記
」
と
書
か
れ
た
半
紙
の
紙
片
が
入

るZD
A

 N
o.

：
番
外-16

17　
［
諸
書
抜
萃
録
］　

写
本　

一
冊

［
茂
彦
善
叢
］

袋
綴
装
（
四
つ
目
綴
）　

赤
茶
色
表
紙

二
七
・
〇
×
二
〇
・
二　

二
十
九
丁
、
表
紙
二
紙
、
後
遊
び
紙
一
紙

〔
本
文
〕
漢
字
・
一
部
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り　

毎
半
葉
十
五
行
か
ら

十
六
行
程
度

〔
文
首
〕「
言
々
錦
繡
句
句
珠
璣
〈
三
〉
…
」

〔
文
尾
〕「
…
楼
明
月　

硯
涵
星
」

〔
奥
書
〕『
圜
悟
録
』
尾
、「
志
玉
都
寺
助
鈔
壹
佰
貫
文　

竒
偉
都

文
助
鈔
壹
佰
伍
拾
貫
文
、
壬
申
／
夏
五
念
二
筆
畢
矣
」

　
『
鶴
林
玉
露
』
尾
、「
右
鶴
林
玉
露
自
甲
集
至
丙
集
而
書

訖
、
其
餘
未
能
覧
焉
。
有
待
新
書
□
／
須
覓
而
閲
之
。
永

正
九
年
壬
申
六
月
廿
八
日　

恕
庵
書
于
有
隣
室
下
」

　
『
圓
覺
集
解
』
尾
、「
右
圓
覺
集
解
十
二
巻
、
択
善
者
書

之
次
第
、
紛
乱
□
二
三
者
在
巻
之
所
可
／
考
写
、
峕
永
正

八
暦
辛
未
秋
九
月
十
有
五
、
書
有
隣
室
下　

恕
庵
」

〔
書
入
〕
朱
点
・
朱
引
あ
り

〔
備
考
〕
諸
書
抄
録
・
見
聞
集
。
作
者
は
、
茂
彦
善
叢
（
？
～

一
五
四
一
）
と
推
定
す
る

内
容
は
、『
圜
悟
仏
果
禅
師
語
録
』、『
鶴
林
玉
露
』、『
円

覚
経
略
疏
』
等
の
抄
録
と
、
見
聞
し
た
事
項
を
誌
し
た
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も
の
。
そ
の
中
に
は
「
近
代
四
六
集
抜
書
」
や
、
雪
嶺

永
瑾
に
よ
る
「
四
睡
図
賛
」、
ま
た
「
天
文
五
年
丙
申

（
一
五
三
六
）
十
二
月
廿
二
日
、
大
徳
寺
開
山
大
灯
国
師
正

当
二
百
年
忌
也
…
嚫
者
、
東
堂
二
緡
、
西
堂
一
緡
、
平
僧

五
百
文
也
」
な
ど
の
記
述
も
み
ら
れ
る

ま
た
、「
圜
悟
録
」
の
尾
に
み
ら
れ
る
の
は
、
抄
録
の

助
筆
代
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
代
金
を
支
払
っ
て

抜
萃
録
を
作
成
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
当
時
、
瑞
渓
周

鳳
の
『
刻
楮
集
』
を
は
じ
め
、
多
く
の
抄
録
が
作
成
さ
れ

た
が
、
こ
の
記
述
は
、
そ
の
中
で
金
銭
を
支
払
っ
て
作
成

さ
れ
て
い
た
も
の
が
存
在
す
る
証
拠
と
な
り
、
大
変
興
味

深
い本

書
の
作
者
と
み
ら
れ
る
茂
彦
善
叢
は
、【
番
外
】
4

「［
水
上
山
万
寿
禅
寺
一
件
之
事
］」
で
も
関
与
が
み
と
め

ら
れ
、
ま
た
、
ほ
ぼ
同
じ
装
幀
と
扱
い
が
み
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
二
本
の
伝
来
に
は
、
何
ら
か
の
関
わ
り
が

あ
る
と
思
わ
れ
る

冊
首
に
「
禅
語
録
」
と
記
さ
れ
た
紙
片
（
半
紙
・
鉛
筆

書
き
）
あ
り

ZD
A

 N
o.

：
番
外-17

二
六
　
紙
箱
〔
二
件
二
点
〕

〔
備
考
〕「
第
百
六
十
八
番
」、『
潤
甫
玉
禅
師
語
録
』
同
箱

蓋
箱
天
板
に
「
宗
門
御
改
帳
」
等
の
墨
書
あ
り

天
板
右
上
に
「
第
百
六
拾
八
番
」、
側
面
に
「
潤
甫
玉

禅
師
語
録　

一　

正
宗
録　

一
」
の
貼
紙
あ
り

【
番
外
】

18　
　

追
悼
偈
：［
潤
甫
周
玉
三
十
三
回
忌
預
修
］　

写
本　

一
冊

［
潤
甫
周
玉
］

袋
綴
装
（
紙
縒
留
）　

共
紙
表
紙

二
三
・
七
×
一
七
・
九　

四
丁
、
表
紙
二
紙
、
前
遊
び
紙
一
紙
、

後
遊
び
紙
二
紙

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
十
三
行
・
一
行
二
十
一
字

〔
外
題
〕「
追
悼
偈
」（
表
紙
左
上　

直
書
、
墨
書
）、「
潤
甫
周
玉

（
卅
三
回
忌
）
雲
峰
、
龍
興
、
玉
岫
」（
表
紙
右
上　

貼
紙
・

墨
書
）

〔
文
首
〕「
来
歳
季
夏
念
三
、
即
先
師　

潤
甫
老
漢
三
十
三
回
忌

之
／
辰
也
…
」

〔
文
尾
〕「
…
拱
手
窓
前
立
他
時　

宗
澄
頓
首
」

〔
印
記
〕
巻
首
「
兩
足
院
」（
朱
陰
長
方
飾
枠
）

〔
備
考
〕
本
書
は
、
潤
甫
周
玉
（
一
五
〇
四
～
一
五
四
九
）
の
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三
十
三
回
忌
に
あ
た
り
、
正
当
年
の
前
年
で
あ
る
天
正

八
年
（
一
五
八
〇
）
に
、
周
辺
の
僧
等
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
追
悼
偈
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
そ
の
当
時
の
成
立
と

み
ら
れ
る

冊
首
の
付
箋
、「
追
悼
偈
〈
潤
甫
〉　

一
」

名
前
が
確
認
で
き
る
の
は
、
景
廬
梵
伎
、
鉄
叟
景
秀
、

英
甫
永
雄
、
明
室
宗
旿
、
春
沢
永
恩
、
古
澗
慈
稽
な
ど
。

両
足
院
か
ら
は
「
南
城
東
逋
」（
当
院
第
七
世
・
梅
仙
東
逋
）

が
確
認
で
き
る

現
在
所
用
目
録
、
お
よ
び
昭
和
法
宝
総
目
録
本
で
は
未

確
認

ZD
A

 N
o.

：
番
外-18

二
七
　
薄
葉
紙
包
〔
五
件
五
点
〕

【
番
外
】

19　
　

東
山
建
仁
禅
寺
淋
汗
幹
縁
疏　

一
帖

［
拙
庵
東
養
］
製

折
本
装　

雲
母
引
料
紙

二
七
・
七
×
一
一
・
五　

十
五
折

〔
外
題
〕「
東
山
建
仁
禪
寺
淋
汗
幹
縁
疏
」（
表
紙
中
央　

書
き
題
簽
）

〔
日
付
〕「
享
保
七
年
壬
寅
（
一
七
二
二
）
六
月
日
」

〔
備
考
〕
当
時
、
禅
林
で
は
毎
年
六
月
に
開
浴
し
た
が
、
本
疏
は

そ
の
費
用
を
募
縁
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
幹
縁
疏

は
い
わ
ゆ
る
勧
進
帳
の
こ
と

内
容
は
、
疏
・
住
持
以
下
各
塔
頭
の
住
職
等
に
よ
る
署

名
と
施
入
金
額
・
開
浴
錢
下
行
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
下

行
の
項
目
に
は
、
薪
代
や
柄
杓
代
の
ほ
か
、
水
汲
や
火
焼

等
が
み
ら
れ
る

右
側
若
干
欠
損
、
裏
表
紙
欠
落

表
紙
見
返
し
に
「
拙
菴
西
堂
製
之
」
の
墨
書
あ
り

疏
、「
昔
海
上
人
知
浴
求
頌
扵
宏
智
禪
師
其
／
略
曰
妙
觸

宣
明
佛
子
住
首
楞
嚴
會
有
／
斯
人
豈
浪
語
哉
凡
叢
林
浴
僧

之
設
其
／
典
不
可
闕
焉
是
故
吾
山
毎
歳
隨
例
暑
天
淋
汗
雖

然
税
歛
菲
薄
而
乏
樵
汲
之
／
資
囙
製
短
疏
徧
募
衆
縁
冀
破

慳
悋
以
設
澡
灌
則
人
々
妙
觸
宣
明
箇
々
首
楞
／
嚴
會
之
人

者
也
詞
曰
／
［　
　

］
／
［　
　

］
／
杓
頭
八
倒
七
顛
鑊

湯
裡
生
蓮
華
文
彩
已
露
／
烈
熖
中
飛
雪
雹
六
月
猶
寒
與
其

服
仲
都
玄
／
冰
丸
孰
若
讀
退
子
明
水
賦
全
無
雨
點
萬
疉
／

奇
峰
聳
夏
雲
忽
破
暑
蒙
一
陣
清
風
動
天
地
／
弄
向
上
爪
解

黏
去
縛
現
離
垢
相
絶
類
超
倫
／
上
方
井
流
下
方
井
盈
徧
慰



建仁寺両足院所蔵聖教目録添足　一 （田口 幸滋）

556

群
渇
僞
錢
日
多
／
真
錢
日
少
願
得
等
施
／
享
保
七
年
壬
寅

（
一
七
二
二
）
六
月　

日
／
［　
　

］
／
□
□
（
證
明
）
／

賢
護
尊
者
」

ち
な
み
に
、
こ
こ
で
は
両
足
院
の
名
前
は
確
認
で
き

ず
、
知
足
院
と
し
て
「
東
竺
（
当
院
第
十
世
・
雲
外
東
竺
）」

「
東
養
（
第
十
一
世
・
拙
庵
東
養
）」「
知
亮
」
の
署
名
が
み

ら
れ
る

ZD
A

 N
o.

：
番
外-19

20　
　

東
山
建
仁
禅
寺
淋
汗
化
縁
疏　
　

一
帖

折
本
装　

卍
繋
ぎ
（
紗
綾
形
）
地
花
桐
文
表
紙　

雲
母
引
料
紙

二
六
・
二
×
一
二
・
四　

十
六
折

〔
外
題
〕「
東
山
建
仁
禪
寺
淋
汗
化
縁
疏
」（
表
紙
中
央　

書
き
題
簽
）

〔
首
題
〕「
東
山
建
仁
禪
寺
淋
汗
化
縁
疏
」

〔
日
付
〕「
明
和
六
年
己
丑
（
一
七
六
九
）
六
月
日
」

〔
備
考
〕
裏
表
紙
欠
落
、
本
紙
一
部
固
着
、
右
側
下
方
若
干
欠
損

疏
、「
暑
月
淋
汗
其
規
久
矣
吾
山
産
微
／
力
乏
樵
汲
故

募
稠
人
欲
補
不
足
／
古
德
銘
云
洗
心
滌
慮
日
新
又
新
／
可

謂
淸
昇
之
本
施
財
助
功
其
報
／
影
響
勸
以
短
疏
詞
曰
／
驢

年
洗
去
毘
藍
園
裡
毒
花
開
龍
泉
／
蕩
来
浮
幢
刹
海
流
香
遠

這
中
參
得
／
飽
叢
林
話
直
下
笑
倒
熱
闍
梨
禪
大
／
家
著
力

於
火
柴
頭
寒
□
□
□
□
□
／
摸
體
淸
赤
肉
上
沙
界
絶
□
□

□
□
／
水
獲
淸
凉
自
然
鑊
湯
無
冷
處
金
體
／
光
相
之
福
如

指
掌
乎
靑
綺
文
襦
之
／
神
希
點
頭
耳
／
明
和
六
年
己
丑
六

月　

日
／
知
浴
比
丘　

謹
疏
／
／
證
明
／
賢
護
尊
者
」

こ
ち
ら
も
両
足
院
の
名
前
は
確
認
で
き
ず
、
知
足
院
と

し
て
「
東
晙
（
第
十
三
世
・
高
峰
東
晙
）」「
玄
璆
」
の
署

名
が
み
ら
れ
る

疏
、
高
峰
製
カ

ZD
A

 N
o.

：
番
外-20

21　
　

黄
龍
十
世
録　

写
本　
（
存
巻
上
）
一
冊

［
龍
山
徳
見
］　

無
等
以
倫
撰

袋
綴
装
（
四
つ
目
綴
、
綴
紐
脱
落
）
縹
色
表
紙

二
三
・
三
×
一
六
・
七　

六
十
六
丁
、
表
紙
二
紙

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
九
行
・
一
行
二
十
字

〔
外
題
〕「
黄
龍
十
世
録　

上
」（
表
紙
左
上　

書
き
題
簽
、
墨
書
）

〔
首
題
〕「
龍
山
和
尚
住
山
城
州
東
山
建
仁
禪
寺
語
録
」

〔
奥
書
〕
巻
末
「
寓
禅
居
菴
下
正
璞
謹
拝
写
」

〔
書
入
〕
朱
点
・
朱
引
、
墨
書
に
よ
る
注
記
あ
り
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〔
備
考
〕
上
巻
の
み

別
本
（「
第
四
十
五
番
」
12
号
）
で
は
下
巻
末
に
あ
る
栄

西
の
和
歌
が
、「
寧
州
兜
率
禅
寺
請
龍
山
和
尚
疏
」
の
前

に
記
載
さ
れ
て
い
る

無
等
の
序
の
日
付
の
上
に
、「
矜
居
陵
反
□
／
不
自
安

見
又
／
戒
也
又
恭
也
／
凌
兢
懼
㒵
／
今
ー
ー
者
戒
与
恭
之

義
也
」
の
墨
書
あ
り

小
口
書
「
十
世
□
」

表
紙
見
返
し
に
、
当
院
第
二
十
世
・
後
藤
東
㝔
師
に
よ

る
、「
旧
目
録
／
百
三
番
に
入
レ
有
□
（
リ
）
シ
本
也
／

昭
和
十
三
年
七
月
卅
一
日
／
㝔
識
」
の
貼
紙
あ
り

昭
和
法
宝
総
目
録
本
の
「
第
百
三
番
」
に
は
、「
黄
龍

十
世
録
〈
寫
〉　

缺
本　

一
」
と
記
載
が
あ
り
、
こ
の
本

の
存
在
が
確
認
で
き
る
と
同
時
に
、
当
時
か
ら
欠
本
状
態

だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る

ZD
A

 N
o.

：
番
外-21

22　
　

物
初
和
尚
語
録　

刊
本
〔
覆
宋
刊
本
〕　

一
冊

（
宋
）
物
初
大
観
撰　

徳
溥
等
編

袋
綴
装　

縹
色
表
紙
（
原
表
紙
カ
）

二
四
・
四
×　

一
七
・
八　

五
十
丁
、
表
紙
二
紙

〔
匡
郭
〕
左
右
双
辺
・
有
界　

一
八
・
七
×
一
一
・
九

〔
版
心
〕
単
黒
魚
尾
、
下
横
単
線　

魚
尾
下
「
柱
題
」、
下
横
線

上
「
丁
幾
」

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
十
一
行
・
一
行
二
十
字

〔
外
題
〕「
物
初
□
（
録
）〈［　
　

］〉」（
表
紙
左
上　

書
き
題
簽
、

墨
書
）、
題
簽
下
「
月
中
巌
刊
本
／
（「
夋
」〔
高
峰
東
晙
〕

朱
陽
楕
円
印
）」
の
貼
紙

〔
首
題
〕「
物
［　
　

］（
初
和
尚
住
臨
安
府
法
相
禪
院
語
録
）
／［　
　

］

（
門
人　

德
溥
）
等　

編
校
」

〔
柱
題
〕「
物
初
」

〔
刊
記
〕「
法
孫
比
丘
圓
月
施
財
／
命
工
鏤
板
以
垂
後
學
／
功
徳

報
答
四
恩
三
有
」

〔
印
記
〕
冊
首
「
兩
足
院
」（
朱
陰
長
方
飾
枠
）

〔
書
入
〕
朱
点
・
朱
引
あ
り

〔
備
考
〕
昭
和
法
宝
目
録
本
、「
第
四
十
八
番
」
に
著
録

川
瀬
一
馬
氏
の
『
五
山
版
之
研
究
』（
日
本
古
書
籍
商
協

会
、
一
九
七
〇
年
）
に
掲
載

総
裏
打
ち
補
修
を
施
す
。
本
紙
一
部
固
着
、
全
体
的
に

背
か
ら
一
・
二
糎
ほ
ど
欠
損

ZD
A

 N
o.

：
番
外-22
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23　
　

物
初
和
尚
語
録　

刊
本
〔
宋
版
〕　

一
冊

（
宋
）
物
初
大
観
撰　

徳
溥
等
編

線
装
本
（
四
針
眼
、
綴
紐
脱
落
）　

薄
小
豆
色
表
紙
（
原
カ
）

二
五
・
七
×
一
五
・
九　

六
十
一
丁
、
表
紙
二
紙

〔
匡
郭
〕
左
右
双
辺
・
有
界　

一
九
・
二
×
一
二
・
二

〔
版
心
〕
単
黒
魚
尾
、
下
横
単
線　

魚
尾
上
小
字
「
文
字
数
」、

魚
尾
下
「
柱
題
」・「
丁
幾
」、
下
横
線
下
小
字
「
刻
工
名
」

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
十
一
行
・
一
行
二
十
字

〔
外
題
〕「
觀
物
初
録　

完
」（
表
紙
左
上　

書
き
題
簽
、
墨
書
）

〔
首
題
〕「
物
初
和
尚
住
臨
安
府
法
相
禪
院
語
録
／
門
人　

德
溥

等　

編
校
」

〔
柱
題
〕
語
録
部
不
定
（
無
題
、「
物
」、「
物
初
」、「
物
初
五
」、「
物

初
語
」）、
法
語
以
降
「
物
初
」

〔
刊
記
〕「
碩
人
魏
氏
道
昌
施
財
／
命
工
鏤
板
以
垂
後
學
／
功
徳

報
答
／
四
恩
三
有
」

〔
印
記
〕
冊
首
、
第
三
丁
表
「
兩
足
院
」（
朱
陰
長
方
飾
枠
）、
冊
首

「
智
勝
／
禪
院
」（
朱
陽
楕
円
印
）、「
喜
□
」（
朱
陰
長
方
印
）

〔
書
入
〕
朱
点
・
朱
引
あ
り

〔
備
考
〕
昭
和
法
宝
目
録
本
、「
第
四
十
八
番
」
に
著
録

小
口
書
「
觀
物
初
録
完
」（
墨
書
）

本
紙
中
ほ
ど
に
、「（
番
外
）
物
初
和
尚
語
録　

一
冊
」

（
黒
ペ
ン
書
）
と
記
さ
れ
た
紙
札
あ
り

総
裏
打
ち
補
修
を
施
す

背
上
部
破
損
、
本
紙
一
部
固
着

ZD
A

 N
o.

：
番
外-23

二
八
　
黒
塗
箱
〔
十
四
件
三
五
点
〕

〔
備
考
〕
蓋
箱
天
板
に
「
平
成
二
十
三
、七
末
現
在
／
未
調
査
」

の
付
箋
あ
り

【
番
外
】

24　
　

真
文　

一
冊

袋
綴
装
（
紙
縒
留
）　

共
紙
表
紙

二
四
・
四
×
二
〇
・
二　

二
丁
、
表
紙
一
紙

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
九
行
・
一
行
二
十
字

〔
外
題
〕「
真
文
」（
表
紙
左　

直
書
、
墨
書
）

〔
文
首
〕「
日
本
／
朝
鮮
／
時
令
…
」

〔
文
尾
〕「
文
化
／
對
馬
州
」

〔
備
考
〕
江
戸
時
代
、
幕
府
は
朝
鮮
と
の
外
交
に
お
い
て
、
南
禅

寺
を
除
く
京
都
五
山
に
属
す
る
碩
学
僧
を
選
び
、
対
馬
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の
以
酊
庵
に
輪
住
さ
せ
、
外
交
文
書
の
起
草
な
ど
の
任

に
あ
た
ら
せ
た
。
こ
の
史
料
は
、
文
化
年
間
に
朝
鮮
へ

宛
て
て
書
か
れ
た
書
契
だ
が
、
冒
頭
の
書
式
や
末
尾
の

署
名
な
ど
が
省
略
さ
れ
て
い
る

文
化
年
間
に
お
け
る
以
酊
庵
住
持
に
は
、
四
年
と
十
二

年
に
、
当
院
第
十
四
世
・
嗣
堂
東
緝
が
就
任
し
て
い
る
の

で
、
そ
の
時
に
起
草
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る

ZD
A

 N
o.

：
番
外-24

25　
　

出
陣　

一
冊

袋
綴
装
（
紙
縒
留
）　

共
紙
表
紙

二
七
・
九
×
二
一
・
二　

十
五
丁
、
表
紙
二
紙

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
十
六
行
・
一
行
不
定

〔
外
題
〕「
出
陣
」（
表
紙
左　

直
書
、
墨
書
）

〔
文
首
〕「
△
出
陣　

天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
九
月
廿
四
日　

□

侍
者
／
曹
源
一
滴
其
源
流
也
…
」

〔
文
尾
〕「
…
今
旹
学
者
、
機
関
蕙
草
罷
参
」

〔
書
入
〕
朱
点
・
朱
引
あ
り

〔
備
考
〕「
出
陣
」
は
法
戦
に
出
る
こ
と
で
、
問
答
の
た
め
に
出

て
行
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
本
書
は
、
こ
の
語
を

集
め
た
も
の

ZD
A

 N
o.

：
番
外25

26　
　

菩
薩
戒
義
疏
科	

写
本　

一
冊

袋
綴
装
（
紙
縒
留
）　

共
紙
表
紙

二
六
・
七
×
二
〇
・
三　

十
八
丁
、
表
紙
二
紙

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
十
行

〔
外
題
〕「［　
　
　

］
䟽
科
」（
表
紙
左
上　

直
書
、
墨
書
）、
表
紙

右
上
に
「
暑　

全
」
の
朱
書
あ
り

〔
首
題
〕「
□
（
菩
）
薩
戒
義
䟽
科
」

〔
尾
題
〕「
菩
薩
戒
義
䟽
科
」

〔
原
刊
記
〕「〈
慶
元
己
未
（
一
一
九
九
）
夏
日
四
明
／
延
慶
教
蔵

續
刊
行
〉
／
應
永
二
年
乙
亥
（
一
三
九
五
）
六
月
十
八
日

彫
刻
畢
／
法
勝
寺
住
持
沙
門
政
鎮　
「
開
板
良
賢
」（
四
周

単
辺
枠
）」

〔
奥
書
〕「
□
□
（
元
亀
カ
）
四
癸
酉
二
月
中
以
三
井
□
□
／
急
用

之
間
不
擇
紙
筆
之
□
之
寫
□
／
□
書
之
也　
　

泉
芙
」

〔
備
考
〕『
菩
薩
戒
義
疏
』
の
文
段
を
科
判
し
た
も
の

表
紙
、
上
部
と
下
部
（
以
降
計
三
紙
）
欠
落

表
紙
見
返
し
に
、「
天
台
大
師
菩
薩
義
記
科
文
〈
智
證
大
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師
述
〉
／
尊
通
私
云
十
重
四
十
八
輕
［　
　

］
／
永
正
十
八

年
〈
辛
／
巳
〉（
一
五
二
一
）
五
月
至
六
月
義
記
講
談
之
次
合

□
［　
　

］
／
見
之
処
得
義
□
者
莫
太
焉
作
者
誰
人
哉
重

［　
　

］
／
尊
契
□
（
記
）」
と
あ
る

27　
　
［
回
向
帳
］　

一
冊

袋
綴
装
（
紙
縒
留
）　

罫
紙
（
十
行
）　

二
二
・
〇
×
一
五
・
八　

三
丁

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
十
行

〔
文
首
〕「
總
持
猶
妙
藥　

能
療
衆
惑
病
／
亦
如
天
甘
露　

服
者

常
安
樂
／
南
閻
浮
提
大
日
本
國
山
城
州
洛
陽
東
山
建
仁

寺
兩
足
禪
院
住
持
…
」

〔
文
尾
〕「
…
生
々
紹
陰
（
隆
）
佛
種
。
處
々
建
／
立
法
幢
。
普
導

含
識
。
同
生
淨
邦
。
十
方
三
ー
ー
」

〔
備
考
〕
諸
々
の
行
事
で
唱
え
る
回
向
文
を
抜
き
書
き
し
た
も
の

内
容
は
、
祈
祷
回
向
、
十
大
願
文
、『
千
手
経
』
の
大

悲
呪
相
貌
の
言
（
大
慈
悲
心
是
、
平
等
心
是
…
）、
内
仏
諷

経
回
向
、
開
眼
供
養
諷
経
回
向
で
構
成

破
損
ぎ
み

28　
　

伝
灯
抜
萃
：［
灯
史
抜
萃
録
］　

写
本　

一
冊

［
雲
外
東
竺
］
筆

袋
綴
装
（
紙
縒
留
）　

共
紙
表
紙

二
四
・
四
×
一
七
・
六　

十
七
丁
、
表
紙
一
紙

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
十
一
行
か
ら
十
二
行
・
一
行
二
十
一
字

か
ら
二
十
四
字
程
度
、
不
定

〔
外
題
〕「
傳
燈
抜
萃
／
承
應
癸
巳
（
二
年
、
一
六
五
三
）」（
表
紙
左

上
直
書
、
墨
書
）

〔
首
題
〕「
續
高
僧
傳
／
唐
釋
道
宣
撰
」

〔
書
入
〕
朱
点
・
朱
引
あ
り

〔
備
考
〕
両
足
院
第
十
世
・
雲
外
東
竺
に
よ
る
抄
録
で
、
江
戸
時

代
中
期
の
成
立

内
容
は
、
唐
・
道
宣
撰
『
続
高
僧
伝
』（
残
欠
カ
）、
宋
・

道
原
撰
『
伝
灯
録
』（
前
欠
カ
）、
元
・
円
極
居
頂
撰
『
続

伝
灯
録
』
か
ら
の
抜
き
書
き
と
、
黄
庭
堅
撰
『
山
谷
詩

集
』
の
私
注
に
て
構
成

表
紙
見
返
し
に
「
○
一
切
偈
名
祇
夜　

大
論
（
大
智
度

論
）
三
十
三
ノ
十
八
反
」、
巻
頭
頁
に
は
達
磨
の
「
路
行

跨
水
復
逢
羊
…
」、
神
秀
の
「
身
是
菩
提
樹
…
」、
慧
能
の

「
菩
提
本
無
樹
…
」
の
偈
を
墨
書
す

筆
者
は
、
冊
首
の
付
箋
紙
「
傳
燈
抜
萃
〈
雲
外
筆
〉　
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一
」
に
よ
っ
た

ZD
A

 N
o.

：
番
外-28

29　
　

観
音
懺
儀　

刊
本　

一
帖

折
本
装　

雲
母
引
料
紙　

一
八
・
二
×
一
〇
・
〇　

四
十
三
折

〔
匡
郭
〕
無
界

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
四
行
・
一
行
十
二
字

〔
首
題
〕「
觀
音
懺
儀
」

〔
尾
題
〕「
觀
音
懺
儀
」

〔
書
入
〕
黒
字
で
節
回
し
の
音
譜
な
ど
が
誌
さ
れ
、
部
分
的
に
朱

引
あ
り

〔
備
考
〕
内
容
は
、
大
悲
円
満
無
礙
神
呪
、
観
音
懺
儀
、
妙
法
蓮

華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
で
構
成
さ
れ
、
観

音
経
の
み
六
行
・
十
七
字

表
紙
欠

首
葉
見
返
し
に
「
東
山
建
」、
最
終
葉
に
「
昱
藏
主
」

の
墨
書
あ
り

30　
　
［
経
典
：
陀
羅
尼
経
］　

一
冊

袋
綴
装
（
四
つ
目
綴
、
綴
紐
脱
落
ぎ
み
）　

共
紙
表
紙

一
七
・
二
×
一
二
・
一　

十
丁
、
表
紙
二
紙

〔
本
文
〕
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
、
ル
ビ
入

〔
外
題
〕「
諸　

陀
羅
尼
經
」（
表
紙
左
上　

直
書
、
墨
書
）

〔
文
首
〕「
○
金
剛
壽
命
陀
羅
尼
經
／
唐
南 

天
竺 

三
藏 

金
剛 

智

共 

沙
門
智
蔵 

奉
紹
譯
／
唵
…
」

〔
文
尾
〕「
平
等
大
智　

今
將
頂
禮
」

〔
備
考
〕
陀
羅
尼
な
ど
の
抜
き
書
き

内
容
は
、
金
剛
寿
命
陀
羅
尼
経
、
聖
六
字
増
寿
大
明
陀

羅
尼
、
増
慧
陀
羅
尼
、
仏
説
大
愛
陀
羅
尼
経
、
仏
説
除
一

切
疾
病
陀
羅
尼
、
略
一
切
経
、
仏
説
文
殊
経
、
略
文
小
法

花
、
南
無
金
剛
堅
固
勝
会
三
仏
、
仏
説
呪
目
経
、
浄
眼
陀

羅
尼
、
不
動
明
王
呪
、
釈
迦
□
呪
、
舎
利
礼
な
ど
で
構
成

表
紙
見
返
し
に
「
両
足
院
／
京
都
府
京
都
市
／
建
仁
寺
町

四
條
南
四
□
□
／
建
仁
寺
山
内
両
足
院
」、
最
終
頁
に
「
建

仁
寺
山
内
／
両
足
院
／
會
下
用
」、
裏
表
紙
に
「
明
治
拾
七

歳
三
月
廿
九
日
寫
之
／
建
仁
寺
内
両
足
院
室
ニ
於
テ
／
美

濃
國
／
美
濃
國
中
嶋
郡
八
神
村
□
□
所
持
」
の
墨
書
あ
り
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31　
　
［
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
］
残
欠　

刊
本　

一
纏

折
本
装　

雲
母
引
料
紙　

二
〇
・
六
×
七
・
二　

九
折

〔
匡
郭
〕
無
界

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
五
行
・
一
行
十
七
字

〔
文
首
〕「
於
法
實
無
所
得
。
須
菩
提
於
意
云
何
。
菩
薩
莊
嚴
…
」

〔
文
尾
〕「
…
最
上
乘
者
説
。
若
有
人
。
能
受
持
讀
誦
。
廣
爲
人
説
」

〔
備
考
〕
破
損
、
表
紙
欠

「
荘
厳
浄
土
分
第
十
」
の
前
半
か
ら
「
持
経
功
徳
分
第

十
五
」
の
中
ほ
ど
ま
で

32　
　

金
剛
般
若
波
羅
蜜
経　

刊
本　

一
帖

折
本
装　

灰
青
地
蓮
華
模
様
（
原
表
紙
、
裏
表
紙
無
）

二
五
・
七
×
九
・
〇　

四
十
五
折

〔
匡
郭
〕
界
線
無

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
五
行
・
一
行
十
七
字

〔
外
題
〕「
□
（
金
）
剛
般
若
波
羅
蜜
經
」（
表
紙
中
央　

原
刷
り
題

簽
）

〔
首
題
〕「
金
剛
般
若
波
羅
蜜
經
／
後
秦
弘
始
年
鳩
摩
／
羅
什
於

長
安
逍
遙
園
譯
」

〔
尾
題
〕「
金
剛
般
若
波
羅
蜜
經
」

〔
印
記
〕「
金
剛
經
啓
請
」
下
、
三
種
印
記
あ
る
も
印
影
不
明
瞭

〔
備
考
〕
冒
頭
絵
入
り

末
尾
に
「
右
經
ノ
第
一
分
ノ
著
衣
ノ
著
ノ
字
張
畧
切
清

テ
可
／
讀
餘
ハ
皆
濁
音
也
同
ク
入
舎
衛
ノ
入
ノ
字
ニ
ツ
／

ト
ツ
メ
テ
可
讀
○
／
經
中
字
ノ
右
ニ
○
ア
ル
ハ
ア
タ
リ
テ

可
讀
後
文
倣
初
／
經
中
ノ
不
不
也
ハ
上
ハ
フ
ノ
音
下
ハ
ホ

ツ
ノ
音
詳
于
／
韻
書
／
經
中
ニ
法
相
ト
ツ
ヽ
ク
處
ホ
ツ
ト

ツ
メ
テ
可
讀
餘
／
ハ
皆
ツ
ム
ヘ
カ
ラ
ス
非
法
相
ヲ
モ
ツ
ム
ヘ

カ
ラ
ス
／
用
ノ
字
皆
イ
ユ
ウ
ト
可
讀
呉
〈
ハ
〉
イ
ユ
ウ
漢

〈
ハ
〉
イ
ヨ
ウ
也
／
涕
涙
ノ
涕
ノ
字
タ
イ
ト
可
讀
呉
〈
ハ
〉

タ
イ
漢
〈
ハ
〉
テ
イ
也
／
訓
讀
ノ
時
〈
ハ
〉
テ
イ
ト
可
讀

／
尚
恨
賤
等
ノ
字
見
字
書
皆
是
濁
音
也
然
レ
ト
モ
古
／
來

清
音
〈
ニ
〉
用
來
レ
リ
以
故
不
改
之
但
シ
法
尚
應
／
捨
ノ

尚
ノ
字
濁
テ
可
讀
○
／
斯
經
世
誦
者
多
不
音
句
正
讀
惜
乎

令
世
尊
／
之
聲
教
少
其
持
誦
之
功
仍
爲
其
分
句
間
加
／
黒

點
其
不
誤
者
措
之
且
以
其
中
難
知
亦
皆
／
附
于
此
而
理
以

假
名
其
字
義
及
切
等
詳
出
／
于
韻
書
〈
并
〉
諸
經
音
義
等

○
」裏

表
紙
欠
洛
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33　
　

悦
可
寮
須
知　

一
帖

折
本
装　

薄
橙
色　

一
八
・
二
×
九
・
〇　

十
六
折

〔
外
題
〕「
悦
可
寮
須
知
」（
表
紙
中
央　

書
き
題
簽
、
墨
書
）

〔
文
首
〕「〈
朔
／
日
〉
／
祝
聖
〈
大
悲
呪
／
消
災
呪
〉　

就
祖
堂

諷
経
〈
楞
嚴
呪
／
通
回
向
〉
…
」

〔
文
尾
〕「
…
布
薩
／
上
塔
諷
經
／
夏
中
ニ
ハ
則
火
徳
放
参
早
晨

□
（
日
カ
）
中
諷
經
無
／
自
四
月
五
日
至
七
月
十
四
日
□

之
」〔
奥
書
〕「
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
／
四
月
廿
二
日
」

〔
備
考
〕
紙
背
に
「
望
闕
楼
」「
阿
弥
陀
堂
」「
佛
誕
生
」「
開
山

千
光
忌
」「
将
軍
諱
」
等
の
回
向
文
の
部
分
や
「
聲
出
薬

法
」
な
ど
が
認
め
ら
れ
て
い
る

ZD
A

 N
o.

：
番
外-33

34　
　
［
経
典
］　

一
帖

［
朴
宗
東
偱
］
ほ
か
筆

折
本
装　

縹
色
（
は
が
れ
ぎ
み
）　

雲
母
引
料
紙

一
三
・
八
×
八
・
一　

十
九
折

〔
本
文
〕
漢
字
・
カ
タ
カ
ナ
・
梵
字
、
一
部
に
返
り
点
・
ル
ビ
が

入
る

〔
文
首
〕「
佛
說
多
聞
強
／
記
陀
羅
尼
咒
／
浮
多
弗
嘙
…
」

〔
文
尾
〕「
…
△
須
咒
水
七
偏
（
徧
）
與
病
人
飲
之
無
過
三
五
度

即
差
」

〔
奥
書
〕「
東
偱
沙
弥
」

〔
備
考
〕
各
種
法
要
や
日
常
の
勤
行
で
使
用
し
て
い
た
と
み
ら
れ

る
私
製
の
経
本

内
容
は
、
真
言
お
よ
び
経
典
各
種
で
構
成

奥
書
に
「
東
偱
沙
弥
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
当
院
第

十
七
世
・
朴
宗
東
偱
の
私
物
と
推
定
さ
れ
る

35　
　
［
護
摩
供
次
第
］　

写
本　

一
冊

袋
綴
装
（
四
つ
目
綴
）　

共
紙
表
紙

一
四
・
〇
×
一
九
・
九　

三
十
五
丁
、
表
紙
二
紙

〔
本
文
〕
漢
字　

毎
半
葉
十
三
行
・
一
行
不
定

〔
文
首
〕「
口
傳
云
、
天
等
ヲ
供
ス
ル
ニ
ハ
…
」

〔
文
尾
〕「
…
無
量
／
聖
衆
眷
属
前
後
囲
繞
」

〔
奥
書
〕「
御
本
云
、
以
御
本
書
之
畢
／
弘
長
二
暦
（
一
二
六
二
）

正
月
十
三
日
於
□
□
（
醍
醐
）
寺
、
以
報
恩
院
僧
正
、
御

本
書
／
写
并
校
点
了
。
仰
云
、
遍
智
院
御
説
兎
同
年

十
二
月
廿
四
日
／
僧
正
御
房
奉
傳
授
了
。
頼
瑜
／
或
写

本
云
／
文
永
十
年
（
一
二
七
三
）
三
月
廿
四
日
、
賜
覚
洞
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院
御
草
本
書
写
之
了
／
恐
悦
無
極
、
尤
可
秘
藏
。
師
主

仰
云
、
此
私
記
者
為
宰
相
／
入
道
圓
靜
〈
俗
名
／
修
範
〉

以
故
遍
智
院
僧
正
御
房
為
取
筆
／
令
草
之
矣
。
當
本
其

本
也
〈
云
々
〉　

澄
禅
〈
三
十
九
才
〉
／
写
本
云
、
先
師

僧
正
御
書
也　

傳
領
道
教
〈
年
三
十
二
才
〉」

〔
備
考
〕
護
摩
壇
の
荘
厳
な
ど
の
解
説
で
、
一
部
、
図
入
り

内
容
は
、
毘
沙
門
天
法
、
不
動
法
、
不
動
護
摩
私
記
で

構
成
。
巻
首
に
勝
倶
胝
院
の
も
の
と
い
う
口
伝
を
、
末
尾

に
不
動
法
道
場
観
の
抜
萃
（
不
動
明
王
像
）
を
誌
す

ZD
A

 N
o.

：
番
外-35

36　
　
［
備
忘
録
］　

一
冊

袋
綴
装
（
包
背
装
）　

共
紙
表
紙

一
四
・
〇
×
二
〇
・
〇　

三
十
四
丁
、
表
紙
二
紙

〔
文
首
〕「
大
正
三
年
十
月
十
七
日
…
」

〔
文
尾
〕「
…
大
正
四
年
七
月
七
日
／
相
国
寺
中
長
得
院
／
小
畠

文
鼎
（
花
押
）」

〔
備
考
〕
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
か
ら
同
四
年
ま
で
の
備
忘
録

内
容
は
、
大
正
三
年
十
月
十
七
日
と
同
四
年
三
月

二
十
五
日
の
図
書
（『
天
台
〈
宗
義
集
／
小
部
集
〉』
一
冊
）

の
貸
し
出
し
記
録
、
大
正
四
年
二
月
十
一
日
の
「
開
敦
煌

会
」
の
名
簿
、
同
七
月
七
日
の
相
国
寺
長
得
院
の
小
畠
文

鼎
師
へ
の
図
書
（『
翰
林
五
鳳
集
目
録
』
一
冊
）
の
貸
し
出

し
記
録
な
ど

37　
　

饅
頭
屋
町
合
塔
ノ
碑
文　

二
十
二
紙

後
藤
東
㝔
撰

一
紙
形
態　

三
九
・
五
×
二
七
・
三　

一
紙

〔
本
文
〕
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り

〔
首
題
〕「
饅
頭
屋
町
合
塔
ノ
碑
文
」

〔
識
語
〕「
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
五
月
建
之
／
京
都
市
中
京
區

烏
丸
通
三
條
南
入
／
饅
頭
屋
町
祠
堂
係
謹
白
／
兩
足
院

十
九
世
龍
宗
識
」

〔
備
考
〕
す
べ
て
同
版
、
計
二
十
二
紙
を
ま
る
め
て
収
納
。
内
容

は
、
伊
藤
東
慎
師
の
『
黄
龍
遺
韻
』（
両
足
院
、
一
九
五
七

年
）
に
全
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

撰
者
の
後
藤
東
㝔
師
は
、
現
在
、
両
足
院
第
二
十
世
に

数
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
碑
文
で
は
自
ら
十
九
世
と
誌

し
て
い
る

欄
外
に
、「
昭
和
九
年
五
月
拝
領
複
寫　

松
本
軒
公
木
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文
庫
」
と
あ
り

二
九
　
布
帙
〔
五
件
五
点
〕

〔
備
考
〕
帙
の
材
質
で
表
紙
・
背
・
裏
表
紙
を
覆
い
、
反
対
側
は

板
帙
の
よ
う
に
紐
で
結
ぶ
形
状

「
建
仁
寺
碩
學
料
納
帳
〈
天
正　

慶
長
／
元
和
〉」
の
貼

紙
あ
り

【
番
外
】

38　
　

西
院
村
水
帳
：
天
正
十
九
〈
辛
卯
〉
年　

十
月
廿
八
日　

一
冊

竪
帳

二
九
・
〇
×
二
一
・
七　

十
一
丁
（
含
、
表
紙
二
紙
）
墨
付
七
丁

〔
外
題
〕「
天
正
十
九
〈
辛
／
卯
〉
年
／
西
院
村
水
帳　

建
仁
寺

／
十
月
廿
八
日
」

〔
文
首
〕「〈
□
□
町
か
い
と
〉
／
畠　

貳
畝　

参
斗
九
升
七
合　

常
光　

□
□
」

〔
文
尾
〕「
都
合
百
貳
拾
七
石
六
斗
壹
升
四
合
」

〔
備
考
〕「
水
帳
」
は
検
地
帳
の
こ
と
。
こ
の
帳
簿
は
、
貢
租
賦

課
の
た
め
の
基
本
台
帳
。
耕
地
の
名
称
・
広
さ
・
名

請
人
の
名
称
な
ど
を
記
録
し
た
も
の
で
、
天
正
十
九
年

（
一
五
九
一
）
時
の
も
の

ZD
A

 N
o.

：
番
外-38

39　

建
仁
寺
常
住
臨
時
并
定
下
行
帳
：
慶
長
七
寅
年　

十
月
吉
日　

一
冊

竪
帳

二
七
・
二
×
二
〇
・
八　

九
丁
（
含
、
表
紙
二
紙
）
墨
付
七
丁

〔
外
題
〕「
慶
長
七
寅
年
／
建
仁
寺
常
住
臨
時
〈
并
〉
定
下
行
帳

／
十
月
吉
日
」

〔
文
首
〕「
八
朔
□
」

〔
文
尾
〕「
貳
斗
二
升　

風
吹
〈
ニ
〉
付
［　
　

］」

〔
備
考
〕
建
仁
寺
の
財
政
帳
簿
。
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
付
で
、

所
々
「
霊
洞
」
や
「
両
足
」
な
ど
の
塔
頭
名
も
確
認
で
き
る

ZD
A

 N
o.

：
番
外-39

40　
　

両
足
院
碩
学
料
納
帳
：
元
和
元
〈
乙
卯
〉
年　

十
月
吉
日　

一
冊

竪
帳　

三
〇
・
五
×
二
一
・
五　

十
六
丁
（
含
、
表
紙
二
紙
）
墨
付

十
四
丁
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〔
外
題
〕「
元
和
元
〈
乙
卯
〉
年
／
両
足
院
碩
学
料
納
帳
／
十
月

吉
日
」

〔
文
首
〕「
碩
学
料
散
在
帳
／
△
京
廻
在
之
分
」

〔
文
尾
〕「
惣
都
合
四
拾
石
参
斗
五
升
二
合
〈
此
外
参
□
三
合
ハ

／
著
□
不
足
〉」

〔
備
考
〕
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
時
に
お
け
る
両
足
院
の
碩
学

料
徴
収
の
帳
簿
。
耕
地
の
広
さ
・
納
め
る
量
・
名
請
人

の
名
称
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る

ZD
A

 N
o.

：
番
外-40

41　
　

両
足
院
碩
学
料
納
帳
：
元
和
四
〈
戊
午
〉
年　

十
月
吉
日　

一
冊

竪
帳　

三
〇
・
一
×
二
一
・
九　

二
十
三
丁
（
含
、
表
紙
二
紙
）
墨

付
十
六
丁

〔
外
題
〕「
元
和
四
〈
戊
午
〉
年
／
碩
学
料
帳
／
十
月
吉
日
」

〔
文
首
〕「
碩
学
料
散
在
帳
／
京
廻
在
之
分
」

〔
文
尾
〕「
西
院
〈
ニ
〉
在
之
分
／
参
石
貳
斗
八
升
六
合　

□
兵

衛
」

〔
備
考
〕
両
足
院
碩
学
料
徴
収
帳
簿
の
元
和
四
年
版

中
に
、
桃
源
瑞
仙
の
『
史
記
抄
：
史
記
桃
源
抄
』「
秦

本
紀
」
の
残
欠
（
写
本　

一
紙
の
み　

綴
り
痕
ら
し
き
小
穴

が
確
認
で
き
、
も
と
冊
子
と
思
わ
れ
る
）
が
入
る

同
書
は
現
在
、
当
院
の
蔵
書
中
で
は
見
当
た
ら
な
い

が
、
当
院
第
十
世
・
雲
外
東
竺
が
編
ん
だ
と
い
う
、
寛
文

四
年
（
一
六
六
四
）
付
の
書
籍
目
録
の
「
儒
書
之
類
」
に
、

「
史
記
桃
源
抄
〈
不
足
〉　

十
九
冊
」
と
所
在
が
確
認
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
、
当
時
あ
っ
た
も
の
が
何
ら
か
の
理
由
で

散
逸
し
た
う
ち
の
一
紙
、
ま
た
は
、
底
本
未
詳
本
の
写
し

等
と
推
測
さ
れ
る

ZD
A

 N
o.

：
番
外-41

42　
　
「
建
仁
機
縁
」
残
決　

写
本　

一
紙

一
紙
形
態　

二
五
・
二
×
一
六
・
五　

一
紙

〔
外
題
〕「
建
仁
機
縁　

四
冊
之
内
／
大
統
院
／
十
如
院
／
興
善

院
／
瑞
光
菴
／
光
澤
菴
／
禅
居
菴
／
妙
喜
菴
」（
表
紙
中

央　

直
書
、
墨
書
）

〔
備
考
〕
表
紙
の
み

同
じ
形
態
の
も
の
が
、
建
仁
寺
両
足
院
所
蔵
聖
教
目
録

Ⅰ
～
Ⅲ
「
第
百
五
十
七
番
」
の
24
号
1
～
３
番
で
確
認
で

き
る
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本
書
も
恐
ら
く
同
一
の
筆
者
と
み
ら
れ
、
掲
載
さ
れ
る

塔
頭
か
ら
も
、
本
書
が
存
在
す
れ
ば
「
四
冊
之
内
」
の
一

冊
と
し
て
、
四
冊
揃
と
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
残
念
な
が

ら
内
容
は
不
明

た
だ
し
、
題
名
の
「
建
仁
機
縁
」
が
、「
第
百
五
十
七

番
」
24
号
で
は
左
肩
で
あ
る
の
に
対
し
、
本
書
は
右
上
に

認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
同
書
の
草
稿
か
別
本
と
考
え
る

の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る

三
〇　

紙
帙
〔
一
件
二
点
〕

〔
備
考
〕
表
紙
中
央
に
題
簽
、「
地
藏
菩
薩
本
願
經　
〈
句
讀
假
名
／

新
板
改
正
〉」（
摺
り
題
簽
）
あ
り

【
番
外
】

43　
　

地
蔵
菩
薩
本
願
経　

刊
本　

二
帖

折
本
装　

藍
鼠
色
表
紙
（
原
表
紙
）　

雲
母
引
料
紙

無
辺
無
界

〔
本
文
〕
漢
字
、
総
ル
ビ
入
り　

毎
半
葉
四
行
・
一
行
十
七
字

巻
上
：
二
二
・
九
×
七
・
八　

六
十
四
折

〔
外
題
〕「
地
藏
菩
薩
本
願
經
卷
上　
〈
假
名
／
改
正
〉」（
表
紙
中

央　

刷
り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
地
藏
菩
薩
本
願
經
卷
上
／
于
闐
國
三
藏
沙
門　

實
叉

難
陀　

譯
」

〔
尾
題
〕「
地
藏
菩
薩
本
願
經
卷
上
」

巻
下
：
二
二
・
九
×
七
・
八　

六
十
四
折

〔
外
題
〕「
地
藏
菩
薩
本
願
經
卷
下　
〈
假
名
／
改
正
〉」（
表
紙
中

央　

刷
り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
地
藏
菩
薩
本
願
經
卷
下
／
于
闐
國
三
藏
沙
門　

實
叉

難
陀　

譯
」

〔
尾
題
〕「
地
藏
菩
薩
本
願
經
卷
下
」

〔
備
考
〕
無
刊
記

三
一　

木
製
経
箱
〔
一
件
八
点
〕

〔
備
考
〕
蓋
箱
と
身
箱
、
金
属
で
固
定

【
番
外
】

44　
　

妙
法
蓮
華
経	

刊
本　

八
帖

折
本
装　

紺
地
蓮
華
唐
草
文
表
紙
（
原
表
紙
）　

四
周
単
辺
・
無
界
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〔
本
文
〕
漢
字　

一
部
ル
ビ
入
り　

毎
半
葉
四
行
・
一
行
十
七
字

〔
刊
記
〕「
元
祿
五
年
壬
申
（
一
六
九
二
）
二
月
吉
旦
／
天
保
五
年

甲
午
（
一
八
三
四
）
再
刻　

慈
海
宋
順　

校
正
」、「
雒
東

書
師　

岡
村
元
春
樓
敬
書
冩
／
洛
陽
書
林　

北
邨
吉
兵

衞
刊
行
／
伊
藤　

次
郎
兵
衞
」

巻
第
一
：
二
八
・
二
×
九
・
〇　

六
十
五
折
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
妙
法
蓮
華
經
卷
第
一
」（
表
紙
左
上　

金
色
刷
り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
妙
法
蓮
華
經
序
品
第
一
／
姚
秦
三
藏
法
師
鳩
摩
羅
什

奉　

詔
譯
」

〔
尾
題
〕「
妙
法
蓮
華
經
卷
第
一
」

巻
第
二
：
二
八
・
一
×
九
・
一　

七
十
五
折
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
妙
法
蓮
華
經
卷
第
二
」（
表
紙
左
上　

金
色
刷
り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
妙
法
蓮
華
經
譬
諭

（
マ
マ
）品
第
三　
　

二
」

〔
尾
題
〕「
妙
法
蓮
華
經
卷
第
二
」

巻
第
三
：
二
八
・
一
×
九
・
〇　

七
十
一
折
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
妙
法
蓮
華
經
卷
第
三
」（
表
紙
左
上　

金
色
刷
り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
妙
法
蓮
華
經
藥
艸
諭
品
第
五　
　

三
」

〔
尾
題
〕「
妙
法
蓮
華
經
卷
第
三
」

巻
第
四
：
二
八
・
二
×
九
・
〇　

六
十
二
折
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
妙
法
蓮
華
經
卷
第
四
」（
表
紙
左
上　

金
色
刷
り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
妙
法
蓮
華
經
五
百
弟
子
受
記
品
第
八　
　

四
」

〔
尾
題
〕「
妙
法
蓮
華
經
卷
第
四
」

巻
第
五
：
二
八
・
一
×
九
・
〇　

六
十
七
折
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
妙
法
蓮
華
經
卷
第
五
」（
表
紙
左
上　

金
色
刷
り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
妙
法
蓮
華
經
提
婆
達
多
品
第
十
二　
　

五
」

〔
尾
題
〕「
妙
法
蓮
華
經
卷
第
五
」

巻
第
六
：
二
八
・
一
×
九
・
一　

六
十
五
折
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
妙
法
蓮
華
經
卷
第
六
」（
表
紙
左
上　

金
色
刷
り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
妙
法
蓮
華
經
如
來
壽
量
品
第
十
六　
　

六
」

〔
尾
題
〕「
妙
法
蓮
華
經
卷
第
六
」

巻
第
七
：
二
八
・
一
×
九
・
〇　

六
十
折
、
表
紙
二
紙

〔
外
題
〕「
妙
法
蓮
華
經
卷
第
七
」（
表
紙
左
上　

金
色
刷
り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
妙
法
蓮
華
經
常
不
輕
菩
薩
品
第
二
十　
　

七
」

〔
尾
題
〕「
妙
法
蓮
華
經
卷
第
七
」

巻
第
八
：
二
八
・
二
×
九
・
一　

五
十
四
折
、
表
紙
二
紙
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〔
外
題
〕「
妙
法
蓮
華
經
卷
第
八
」（
表
紙
左
上　

金
色
刷
り
題
簽
）

〔
首
題
〕「
妙
法
蓮
華
經
觀
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五　
　

八
」

〔
尾
題
〕「
妙
法
蓮
華
經
卷
第
八
」




